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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　神谷順







　目次







序　章　誓いと旅立ち

第一章　希望と貧乏の苦学生

第二章　森の蟲むしたち

第三章　悪あく夢むと悪あく意い

第四章　人知れぬ戦士たち

第五章　邪じや心しんの結けつ晶しよう

第六章　反撃、姉上さま

終　章　親愛なる弟へ




　あとがき







　　　序　章　誓いと旅立ち







　魔ま界かいとの戦争が、終しゆう結けつした。

　当初劣れつ勢せいであった地上界連合軍の猛もう反はん撃げきにより、魔界人たちは敗はい退たい。全世界を炎ほのおに包んだ戦いが、ようやく終わりを告つげたのである。

　連合軍は解かい散さんし、遠く出しゆつ征せいしていた者たちも、それぞれの故こ郷きようへと帰っていった。

　悲鳴や怒ど号ごうと入れ替かわり、復ふつ興こうの槌つち音おとが世界中に響ひびき渡わたる。傷きずついた国も街も人々も、ゆっくりと少しずつ、立ち直っていった。

　……だが。失われた命は、もう二度と帰って来ない。




　ここグリン王国に、戦せん災さい孤こ児じとなった姉弟きようだいがいる。地上界の勝利目前、終戦間ま際ぎわという時になって、最前線にいた両親が戦せん死ししたのである。

　時に姉は十二歳さい、弟は十歳。二人は戦後の混こん乱らんの中、名めい誉よはあっても金はない貧びん乏ぼう騎き士しの家の子として、たった二人で放り出されたのだ。

　貧まずしいながらも騎士の家いえ柄がら、騎士の家柄だが貧しい。そんな中で二人は必死に働き、その合間を縫ぬって懸けん命めいに学んだ。両親が残してくれた物以外、ろくに書物も手に入らなかったが、それでも二人は衣食を削けずり、ひたすら学び続けた。

　両親の遺い志しを継つぐ為ために。




　あの日。大好きだった父と母が、もう帰って来ないと聞かされた時の、黒い絶ぜつ望ぼう。その後襲おそってきた、身を引ひき裂さかれるような悲しみ。この世の全すべてが色を失い、熱を失い、匂においをも失ったかのような、無む限げんの喪そう失しつ感かん。

　あんな思いを、もう誰だれにもさせたくなかった。だから二人は、己おのれの全てを懸かけて、戦いの場に身を投じようと決意した。

　恐おそろしい魔界の軍ぐん勢ぜいを相手に、最後の最後まで戦い抜いた両親のように。国を街を人々を、みんなを護まもって戦える人間になろう、と誓ちかい合ったのである。

　──そして三年。姉が十五歳、弟が十三歳になった時、二人にとって生まれて初めての日が訪おとずれた。

　もの心ついてから、一度も離はなれたことのなかった二人の別れ。

　姉が、国こく内ない統とう一いつ魔ま術じゆつ学がく総そう合ごう試し験けんで、歴れき代だい最さい優ゆう秀しゆう成せい績せきを修おさめたのだ。その結果、最高位の特とく待たい生せいに選ばれ、国費で外国へ留りゆう学がくすることになったのである。

　世界一の魔術の名門校、ウードミトリィ魔術学院に。




　出発の日の朝、クルーロル家の玄げん関かん前。

　既すでに、迎むかえの馬車が着いている。後は出発する留学生本人が乗り込むだけだ。

「姉さん……」

　セリオス＝クルーロルは、その黒い瞳ひとみいっぱいに涙なみだを溜ためて、姉のメティアを見つめた。

　メティアはいつもの、まん丸まる眼鏡めがねと緩ゆるい三みつ編あみ、質しつ素そな白いワンピース。手には薄うす汚よごれた旅りよ行こう鞄かばんが一つだけ。書物などは別便で送ってあるし、元々生活用品の類たぐいは僅わずかしか持っていない。

　昨さく夜やはささやかながら、二人でお別れパーティーもした。メティアのここまでの健けん闘とうを称たたえて、これからの飛ひ躍やくを祝いわって、乾かん杯ぱい！　もした。

　だからもう、出発の準じゆん備びは万ばん端たん整ととのっている。

　なのだが、

「あの、水とか食べ物とか変わるけど、お腹なか壊こわしたりしないよう、体に気をつけてね」

「うん」

「きっと、凄すごく難むずかしいんだろうけど、魔術の勉強、がんばってね」

「うん」

「それと……」

　おほん、と御ぎよ者しやが咳せき払ばらいをした。

　もう出発の時じ刻こくは、とっくに過ぎている。

「……じゃあ、そろそろ行くわね」

　セリオスの頭の上に、ぽん、とメティアが手を置いた。

　今はまだ、メティアの方が少し背せが高い。

「帰って来る頃には、追い抜かれてるわね。きっと」

「そんなに長い間……会えないんだね」

　セリオスが、ますます沈しずみ込こんで、涙声で言った。その頰ほおに、ひと粒つぶふた粒、雫しずくが伝つたう。

　そんなセリオスにメティアは笑って、けれどもやっぱり涙声で、

「な、長くなんか、ないってば。あなたが大きくなるのも、わたしが帰ってくるのも」

「……」

「ほら、しっかりしなさい男の子っ。第一、騎士たるもの、人前で易やす々やすと涙を見せるものじゃないわよ」

「うっ……うん。そうだね。そうだよね」

　セリオスが、ごしごしと涙を拭ふいて顔を上げた。まだ瞳は潤うるんでいるが、もう頰は濡ぬれていない。

　それを見届けてから、メティアは馬車に乗り込んだ。

　御者の掛け声、鞭むちの音。

　馬車が、ゆっくりと動き出す。

　窓まどから身を乗り出したメティアが、大きく手を振った。

「元気でね、セリオス！」

「……姉さんっ！　僕ぼく、お手紙書くから！　いっぱい書くから！」

　セリオスは、徐じよ々じよに加か速そくしていく馬車を追って駆け出しながら、叫さけんだ。

　さっき拭いたばかりの涙が、また溢あふれてきて頰を濡らす。慌あわててそれを拭き、メティアに見せないようにしながら、全力で馬車を追いかけながら、セリオスは叫び続けた。

「僕も騎き士し養よう成せい学がつ校こうに入って、いっぱい勉強して、絶対絶対、立りつ派ぱな騎士になる！　だから姉さん、約束、忘れないでね！」

「ええ、もちろん！　きっと、必ず、誰よりも強くなって、二人一いつ緒しよに……」

「うん！　二人一緒に……」

　最後の言葉は、馬車が遠く離れてしまった為ため、互たがいに聞こえなかった。

　だが二人とも、耳には聞こえなくても、心にはちゃんと聞こえていた。




　──二人一緒に、父さんと母さんみたいに、みんなを護まもって戦える人になろう──と。







　　　第一章　希望と貧乏の苦学生







「入学早々、大変だったわねメティアさん」

　真っ白な髪かみをした初老の女じよ性せいが、落ち着きなくソファに腰こし掛かけているメティアを、労いたわるように言った。

　ここはグリン王国から遠く離れた魔ま術じゆつ研けん究きゆうの先せん進しん国こく、ノーブルファ王国。その北部に位置する、ウードミトリィ魔術学院だ。各国から選びに選び抜かれた魔術の天才秀才が集つどう、魔術に関しては世界一の最さい高こう学がく府ふである。

　馬車と船とを何度も乗り継ついで、ようやくここまで辿たどり着いたメティアは、とにかく学院長に挨あい拶さつしようとやってきた。入学早々、大変な目にあったので。

　豪ごう華かな調度品の並ならぶ学院長室で、薄うす汚よごれた旅たび姿すがたのメティアが、ぺこりと学院長に頭を下げる。

「入学式を欠けつ席せきしたばかりか、学期の開始に遅おくれてしまって、申し訳わけありませんでした」

　すると学院長は、ぱたぱたと手を振って、

「とんでもない。天てん候こうは誰だれのせいでもありません。気にしなくても結けつ構こうよ」

　とメティアを慰なぐさめた。

　メティアはここまでの道中、運悪く何度も悪天候にぶつかり、船の日につ程ていが大おお幅はばに狂くるってしまったのだ。

　その結果、今日はもう今年度の一学期が始まってから五日目。つまり、他の新入生より五日分、遅れてしまったのだ。

「確たしかに、勉強が遅れてしまったのは事実よ。五日分を取り戻すのは、大変でしょう。けど、それでも、頑がん張ばって貰もらうしかないわ」

「はい！　それは、もちろんです」

　メティアは背せ筋すじを伸のばして元気良く答えた。

　学院長は頷うなずいて、テーブルの上に置いてある数枚まいの書類を手に取った。

「ではここで、簡かん単たんにガイダンスをさせて貰うわね。これから四年間で、あなたに学んでもらう内ない容ようについて」

「はい」

　学院長の説明は、大方事前に聞いていたことと同じだった。進級テストや普ふ段だんの成せい績せき評ひよう価かの対象になる必ひつ須す科か目もくと、希望者だけが受けている選せん択たく科目があること。毎月実じつ施しされる実力テストで成績が悪いと、下位クラスに落とされること。そこではワンランク下の講こう義ぎを受けることになるので、必死に自習して自力で這はい上がらないと、進級の望みはないことなど。

　もちろん、下位クラスに落ちなくとも、進級テストそのもので落らく第だい点てんを取れば即そく、留りゆう年ねんが決定する。とは言え、正せい規きの在学期間である四年で現げん役えき卒そつ業ぎようできる者はごく稀まれ。普通は皆みな、二～三年ほど留年する。それでもここの卒業生、というだけで充じゆう分ぶん『一流の魔術師』としてどこに行っても尊そん敬けいされるが。

「無む論ろん、現役卒業を目め指ざして貰わないと困こまりますけどね」

「はい」

　一通りの説明が終わると、メティアは書類を受け取って鞄かばんに入れた。

　すると丁ちよう度ど、それを待っていたかのようにドアがノックされた。

　学院長がドアの方を向いて、

「お入りなさい」

　と招まねくとドアが開いて、

「失礼します」

　メティアと同じくらいの年頃の少女が一人、入ってきた。

　凜りんとした気き品ひんのある顔立ちと、高くてよく通る声。少しくせのある、腰の辺りまで伸びた紫むらさき色いろの髪が、顔立ちの美しさから来る威い厳げんを高めている。

　隅すみから隅まで貴き族ぞく的てきというか、高貴な雰ふん囲い気きが漂ただよっている。真っ白な中に金のラインが入っている、軍ぐん隊たいの礼れい服ふくのようなウードミトリィの制せい服ふくも、この子が着ていると舞ぶ踏とう会かいのドレスに見えてしまう。

『ぅわあ……お姫ひめ様さまみたい』

　メティアが溜ため息いきをついて少女に見み惚ほれていると、学院長が、

「この子はルメール＝フィネントさん。歳は十六であなたより一つ上だけど、同じ一年生、あなたと同じクラスよ」

「はあ……」

「ルメールさんはこの国で最も古い公こう爵しやく家けのお嬢じよう様さまでね。幼おさない頃からずっと、名門魔術校で優ゆう秀しゆうな成せい績せきを収めてきているの」

「そ、そうなんですか……」

　メティアは、また溜息混まじりに呟つぶやいた。どうやら、第一印象が大当たりだったようだ。

　住む世界が違う。育った環かん境きようが違う。何もかもが段違いだ。

　だがこれからこの子と、同じ学院で、しかも同じクラスで、共に学ぶことになる。

『覚かく悟ごはしてたつもりだけど、やっぱりわたし……凄すごいところに来ちゃったのね……』

　メティアが呆ほうけている間に、学院長はルメールにメティアのことを紹しよう介かいした。

　するとルメールは驚いて、

「あなたがあの、グリン王国の特とく待たい生せいなの？　確か、魔術学総そう合ごう試験で、国内の歴代最優秀成績を収めたと聞いているけれど……」

　目をぱちくりさせて、メティアを見つめた。

　メティアはちょっと、赤くなる。

「あ、あの、わたしなんかまだまだ、その」

「……ふ～ん。あなたが、ね」

　ルメールはメティアを、頭から爪つま先さきまで、貧ひん相そうな服から粗そ末まつな眼鏡めがねまでじろじろと見て、

「まあ、よろしくね」

「あ、はい。よろしくお願いします、ルメールさん」

　メティアがぺこりと頭を下げる。

　二人の紹介を終えたところで、学院長がルメールに言った。

「ルメールさん、メティアさんを寮りように案内してあげて。あ、その前に学内のことも教えてあげてね」

「解わかりました」

「じゃあメティアさん、後はルメールさんに教えて貰もらってね」

「はい」

　メティアは鞄かばんを持って立ち上がった。

　ルメールが学院長室を出て行く。メティアもその後に続いて、

「失礼します」

　一礼して、学院長室を出た。




　鏡かがみ代がわりに使える、と言ってはオーバーだが、そう言いたくなるぐらいにピカピカの床ゆか。美び術じゆつ館かんのような、というより美術品そのもののような壁かべ、柱。

　先程学院長室に向かう時も通った廊ろう下かだが、一度や二度で慣なれるものではない。というよりこれから四年の間、自分がここで学ぶということが、メティアには未いまだに実感できないでいた。

『はあぁ……』

　ルメールに学内を案内され、ただ廊下を歩いているだけで、メティアは何度も何度も、溜息を漏もらしてしまう。

　一日でこんなに何度も溜息をついたのは（しかも落らく胆たんではなく感かん嘆たんの溜息）、生まれて初めてのことだ。

「ほら、きょろきょろしないで。私が恥はずかしいわ」

「あ、すみません」

　などとルメールに叱しかられながら、メティアは学内を巡めぐった。

　この学院では午前中と午後の一～二時限が必ひつ須す科か目もくで、その後は選せん択たく科目となっている。必須科目の授業はクラスごとに固定した教室、あるいは実験室などで行われ、その後は各おの々おの、選択科目ごとに定められた教室に向かうことになっている（今が丁ちよう度ど、その時間らしい）。

　いくつかの主要な部屋を廻まわった後、二人は寮に向かった。この学院の生徒は世界各国から（もちろん地元のノーブルファ王国各地からも）集あつまっているので、その過半数は学院の隣となりの寮で生活している。

　ルメールは近くにある別べつ邸ていから通っているので、寮生ではない。

「一いつ旦たん外に出るわ。こっちよ」

「はい」

　ルメールに従って、メティアは校こう舎しやを出た。

　ウードミトリィの校舎は赤い煉れん瓦が造づくりの厳おごそかな建物で、横に広い三階建てになっている。校舎の東側にもう一つ、同じような建物があり、これが寮になっている。

　校舎の南側には正面玄げん関かん、そして校庭があり、その向こう側に正門がある。そこから真っ直ぐ道路を行けば、じきに街に着く。

　西・北・東は校舎と寮を鬱うつ蒼そうとした森が囲んでおり、その背はい景けいが何とも効こう果か的に、建物の威い厳げんを高めている。もしかしたらそれを狙ねらって、ここに建てられたのかもしれない。

　メティアとルメールは、校舎北側の裏うら口ぐちから出て狭せまい裏道を通り、東の寮に向かった。正面口から校庭へ出ても寮に行けるが、こちらの方が近道なのだ。だが朝は混こん雑ざつするので、ちゃんと正面から出入りするよう決められているらしい。

　右手に校舎、左手に森を見ながら、二人は歩いていく。

　授業中だからか静かで人通りがなく、シーンとしている。聞こえるのは、森から流れてくる虫の声ぐらいだ。

「……グリン王国っていうのは、魔界戦争では結けつ構こう活かつ躍やくしたらしいけど」

　唐とう突とつに、ルメールが足を止めて振り返った。

「それは、騎き士し団だんの活躍によるところが大きいそうね？」

「えっ……あ、はい。そうです。ご存ぞん知じなんですか、ルメールさん？」

　いきなりなのでメティアは少し戸と惑まどったが、騎士団のこととなると黙だまってはいられない。

　なにしろ、自身が騎士の家いえ柄がらだ。そして、いずれセリオスが入団して、名を馳はせることになるのだから。

「グリン王国は、勇ゆう敢かんにして精せい悍かん、文ぶん武ぶ両りよう道どうに秀ひいでた騎士たちの活躍によって……」

「つまり総そう合ごう的な軍事力はどうあれ、魔術に限かぎって言えば、まだこのノーブルファ王国には遠く及およばないのよ」

　どうやらルメールは、メティアの応答を聞く気は最初からなかったらしい。一方的に、且かつ淡たん々たんと自説をぶった。

「そこのところ、理り解かいしておいてね。あなたは、グリン王国の魔ま術じゆつ師し予よ備び軍ぐんの中では一番だったかもしれない。けどそれは所しよ詮せん、井の中で開かい催さいされた蛙かわずたちのレースでのこと」

「は、はあ」

「まあ、どうせ次の実力テストで、嫌いやでも思い知ることになるでしょうけどね」

　ルメールは、右手で左斜ななめ上を指差した。

　そして大きく息を吸すい込むと、力を込めた低い声で、一声。

「……焼けろ」

　ジュッ、と音がしたのと、ルメールの指から熱ねつ閃せんが迸ほとばしったのとが、ほぼ同時だった。

　音は、校舎側に張り出していた森の木の、二階ぐらいの高さにあった葉っぱを一枚、焼き切って落とした音。

　これは通つう常じよう、手の平全体から熱閃を放って敵てきを焼く術だ。細く集約すれば威い力りよくが上がるが、術者の消しよう耗もうが激しく命中率りつも低く、そもそも集約すること自体が困こん難なんなので、使い手はそうザラにはいない。メティアも、噂うわさには聞いていたがまだやったことはない。

　ルメールはそんな術で、葉っぱを一枚、枝えだから切り落としたのだ。

「……ふうっ。さて、」

　ルメールは額ひたいの汗あせを拭ふいて、メティアに向き直った。

　葉っぱは、ひらひらと落ちてきている。

「ほら、あっちに見えてるのが寮よ。もう案内しなくても行けるでしょ？」

　確かに、ルメールの背後に煉れん瓦が作りの建物が見えている。

「じゃ、私はこれで失礼するわ。……次の実力テスト、楽しみにしてるわよ」

　葉っぱ落としについては何のコメントもなく、ルメールはスタスタと今来た道を戻っていった。

　メティアは慌あわてて、

「あ、あの、ありがとうございました、ルメールさん！」

　振り向いてくれないルメールの背中に向かって、メティアは深々とお辞じ儀ぎした。

　そして、顔を上げる。と、ひゅう、と風が吹き上がって、

「あっ」

　さっきルメールが打ち落とした葉っぱが上じよう昇しようし、最初についていた枝と同じくらいの高さまで、舞まい上がった。

　それからまた、ひらひらと落ちてくる。風に乗って、右に回って左に回って。

「ようし……焼けろっ！」

　メティアが葉っぱを指差し、叫さけんだ。

　指先から熱閃が迸り、ジュッ、と音がした。

　すると葉っぱは突然、風に舞うのをやめて真まっ直すぐ落ちてきた。メティアは手を伸のばして、葉っぱをキャッチする。

　葉っぱは、中央に黒い丸い穴あなが開いていた。

　これでは、風に舞えない。

「何とか、できたみたい。……けど」

　メティアは、ぐっと葉っぱを握り締しめ、

「これぐらいは当たり前、ここでは誰も褒ほめてくれないレベルってことね。さすがはウードミトリィ魔術学院、レベルが違うわ」

　改めて自分の来た場所への思いを深め、身の引き締しまる思いで葉っぱを投げ捨すてると、真っ直ぐ歩き出した。

　一人で歩いて、寮りようへと近づいていく、その一歩、一歩ごとに、自分がこの学院の生徒になったことが、ようやく実感できてきた。

　そう、今日からここで暮くらす。ここで学ぶ。世界中から集まった、己おのれの全すべてを魔術に懸かける鋭するどき猛も者さたちと日々競きそい合い、世界一の魔術師を目指す！　と、闘とう志しも燃えてきた。

　が。寮に入って舎しや監かん室へ挨あい拶さつに行った途と端たん、その闘志は挫くじかれた。

「え？　今年の新入生、まだいたの？　あ～、そういえば本とか届とどいてたわね……いや、ごめんなさい。こっちの手て違ちがいでね。もう部屋がないのよ」

　意外と庶しよ民みん的てきな、エプロン姿すがたの大おお柄がらな舎監のおばさんは、そう言った。

　整せい理り整せい頓とんが行き届き、チリ一つ落ちていない舎監室。その中で、未いまだ旅姿のメティアが、突とつ如じよ出くわしたトラブルに立たち尽つくしている。

「部屋が、ないんですか？」

「あ、でも安心してね。街に行けば、下宿屋ぐらいあるから。ちょっと待ってて、今地図で説明してあげるわ」

「……だめです。それ」

　机つくえの引き出しを開けかけた舎監の手を、メティアの沈しずんだ声が止めた。

「下宿屋さんの家や賃ちんって、寮費より高いんでしょう？」

「そりゃあ少しは」

「でしたら、だめです。わたし、お金ないんです」

　そう。特とく待たい生せいとして入学したメティアに与あたえられた学がく費ひ・教きよう材ざい費ひなどは、卒業に必要最低限の分、つまり必ひつ須す科か目もくの分のみなのだ。

　この学院でより多くを学ぼうと思えば、選せん択たく科目分の参考書や実験器具などを山のように買わねばならず、かなりの金がかかる。アルバイトをするのは当然として、生活費などは極きよく限げんまで節約せねばならないのだ。

「ですから、下宿屋さんの家賃なんてとても払はらえません」

「親おや御ごさんに連れん絡らくして、送金して貰もらうとか」

「それもできません。弟が一人で、あちらもギリギリの生活ですから」

「それじゃ、一体どうするのよ」

「……どうにか、して下さい。お願いです」

　メティアは、体を真っ二つに折り曲げるようにして頭を下げた。

「屋や根ね裏うらでも物置でも、勉強さえできればそれでいいですから。何とか、ならないでしょうか？」

「って言われてもねえ。……まあ、そこまで言うなら、ないこともないけど」

「あ、あるんですか、場所が？」

　メティアが、がばっと顔を上げた。




　舎監に案内されて、メティアはここにやってきた。だがその舎監は、ここに長くはいたくない、とすぐに退たい去きよしてしまった。

　なので今ここには、メティア一人。

「……確かに、屋根裏でも物置でもいいとは言ったけど……」

　メティアの手から、鞄かばんが落ちた。

　どさり、と鞄が落ちると、ぶわっ、と埃ほこりが舞い上がってメティアの靴くつ下したを汚よごす。床ゆか板いたに積もった分ぶ厚あつい埃の層そうは、果たしてどれほどの年月を経へたものなのだろうか。

　ここは、寮の屋根裏部屋……ではなく屋根裏の空間。長年物置として使われてきた場所であって、部屋ではない。

　屋根裏、且かつ物置。正にメティアが提てい示じした通りの条じよう件けんの場所である。しかもここなら、正せい規きの寮費より安くていいと舎監は言う。

　そりゃあそうだろう。狭せまい、臭におう、暑い、小さな天てん窓まどが一つだけなので、空気の通りも極ごく悪あく。中身不明の箱と各種ガラクタとが山のように、いや山さん脈みやくのように積み上げられ、足の踏ふみ場もない。天てん井じようは三角で、頂ちよう点てんの一番高い所以外は、少し背伸びすれば容よう易いに手がついてしまう。上下左右、どっちを向いても閉へい塞そく感かんが凄すさまじい。はっきり言って、人間が生活できる場所ではない。

　だがメティアは安い寮費と、ガラクタ類の無料レンタルに逆さからえず、結局ここに決めた。決めざるを得なかったのだ。

　決めた以上、ここが生活できない場所であるならば、生活できるようにするしかない。

「そ、そうよ。たかがお掃そう除じ、お片かた付づけ。そんなの慣なれてるわよ、わたしはっ」

　メティアはぐいっと腕うでを捲まくると、ガラクタ山脈に挑いどみかかっていった。

　箱を少し片付けてスペースを作っては、箱の埃を叩はたいて床を雑ぞう巾きんがけする。それが終わればまた箱を片付けて、埃を叩いて、雑巾がけして。

　やがて日が沈み、暗くなってくると、小さなランプの明かりと天窓から入る星の光だけが頼たよりとなった。暗い中でメティアは、中身不明の大きな箱やら小さな箱やらを、持ち上げては積み上げて、移い動どうさせては並ならべ替かえて、埃を叩いて雑巾がけして。延えん々えん黙もく々もく、その繰くり返しだ。

　力仕事で汗あせをかき、舞まい上がる埃で咳せき込こんで、それでも今夜中にある程てい度どは片付けなくてはならない。

　でないと、寝ねられない。

「けほっ、けほっ。う～」

　だがメティアは、整せい頓とんと掃除をしながらも、果てしなき箱・ガラクタ山脈の中から必要なものを掘ほり出すことを忘わすれない。

「机つくえは……あったあった。う、ちょっとデコボコしてる。このままじゃ、使えないわね。ええっと、それで椅い子すはどこに……」

　そして。寮生たちが自室のベッドの中で、気持ち良く夢ゆめを見る頃ころ。

「ふう～っ、やれやれ」

　メティアはとんとん、と自分の肩かたを叩いた。真夜中までかかって、どうにかこうにか作業は一段だん落らくした。

　デコボコの机には薄うすい板を敷しき、脚あしが折れている椅い子すは中身不明の小さな箱を下に積んで高さを調節、ベッドの怪あやしげな染しみはシーツを被かぶせて無問題。

　一いち応おうこれで、住めるようにはなった。最後の仕上げに、ルメールが着ていたのと同じ、ウードミトリィの白い制せい服ふくを壁に掛ける。
















　明日はこれを着て、初登校だ。

「よし、完了。明日は早いし、そろそろ寝ないと……あっ、その前に」

　メティアは鞄を開けて、筆記用具一式を取り出した。

　そしてデコボコ机に向かい、脚折れ椅子に座すわって、ペンを走らせる。今日一日のできごとを思い出しながら、一つ一つこと細かに書き出していく。

　だがその書いている紙は、日記帳のページではなく、罫けい線せんだけの粗そ末まつな便びん箋せんだ。

「──という訳わけで、授じゆ業ぎようは明日からになります。今、寮の部屋でこれを書いていますが、思っていた通りとっても綺き麗れいなお部屋。これなら四年間、勉強に集中できそうです。わたしのことは心配しないで、自分の勉強をしっかり頑がん張ばって下さい……」

　メティアは、セリオスへの手紙を書いていた。




　翌よく日じつからメティアの、世界一の名門魔術学院、ウードミトリィでの生活が始まった。

　朝一から始まるのは必須科目の、魔術史や魔ま術じゆつ薬やく学がく、魔術構こう成せい論ろんなど。メティアは五日の遅おくれを取り戻もどすべく、必死になってノートを取り、解わからないところがあれば即そく座ざに先生に質しつ問もんし、そのハイレベルな講こう義ぎについていこうとする。

　片や、あのルメールも積極的に講義に参加していた。時には先生と活発に議ぎ論ろんを戦わせ、その内容を他の生徒たちが、「試験対たい策さく！」とばかりに慌あわててノートに書き取ったりしている。

　メティアは講義中、ペンを握にぎったまま何度も何度も、まん丸眼鏡めがねを外はずしては額ひたいから流れる汗あせの雫しずくを拭ぬぐって、

『や、やっぱり凄すごいんだ、ルメールさん。わたしも、もっと頑張らなきゃ！』

　と気合いを入れていた。

　鐘かねが鳴り、休み時間になれば、次の授業の予習。次の授業が終わり、昼休みになれば、学食で一番安いサンドイッチを齧かじりつつ、午前中の授業の復習。時々、何人かに指差されてボソボソ言われたが（どうやら、屋根裏物置に住み着いたことがもう噂うわさになっているらしい）、気にしている暇ひまはない。

　午後の一時限目の授業も何とか乗り切って、今日の必須科目は一通り終わった。

「はあぁ……」

　さすがにちょっと息切れして、メティアは椅子の背もたれに身を預あずけた。席が窓まど際ぎわなので、春の日差しがぽかぽか差し込んで来て、疲つかれた体を眠りへと誘さそってくれる。

　が、ゆっくりとしてはいられない。次は教室を移動して、選択科目の古代文字Ⅱだ。

　メティアは眠ねむ気けを振り切り、教科書とノートと筆記用具を茶色く汚よごれた鞄かばんに詰つめて、すっくと立ち上がった。

　と、途と端たんに地面がゆらゆら揺ゆれた。

「あっ？　と、と……」

　よろけて机に手をつくと、地面の揺れはすぐに収おさまった。

　他は誰だれも揺れていないところを見ると、どうやらただの立ちくらみだったらしい。

『ちょ、ちょっと気合いを入れ過ぎたかな』

「あらあら、大だい丈じよう夫ぶ？」

　ふらふらしているメティアに、隣となりの席のルメールが立ち上がりながら声をかけた。制服と揃そろいの、真っ白に金の縁ふち取どりが入った、きらびやかな鞄を肩にかけている。

　メティアは慌てて机から手を放し、

「大丈夫です、大丈夫です。これぐらい、大したことはありません」

「そう。根こんを詰つめるのもいいけど、ここじゃそのせいで体を壊こわす人も多いわ。ほどほどにしておきなさいよ」

「は、はい。ありがとうございます」

　ルメールの心こころ遣づかいに、メティアは自分の体の疲つかれが、少し流れ落ちたような気がした。

「そういえばルメールさん、選択科目は何を取っておられるんですか？　良かったら途と中ちゆうまででも一いつ緒しよに」

「取ってないわ。選択科目なんて、一つも。そんなことしてる暇ひまはないの」

　さらりと出たルメールの言葉を、メティアの頭が理り解かいするのに、少し時間を要した。

「え……取ってない？　そんなことしてる暇……って」

「だから、進級や成せい績せき評ひよう価かに関係ない講義を受けてる時間があるほど、暇じゃないのよ私は。あなたみたいな人とは違ってね、ダンスや歌のレッスンがあるの」

　言いたいことを言い切ったからか、今度はメティアが理解するのを待たず、ルメールはくるりと背を向けた。

「じゃ、また明日。さっき言ったこと、忘れないでね。勉強に入れ込み過ぎるのは、自分で自分を追い込むのと同じよ。……さあファロン、行くわよ」

「うん」

　ファロンと呼ばれた、短めの髪かみをした活発そうな女の子が、従じゆう者しやよろしくルメールについていく。

　そして、

「授業で解わからないところがあっても、ルメールに聞いちゃだめよ。ルメールはこの通り、忙いそがしいんだから」

　と言い残して、ルメールと共に教室を出て行った。

　他の生徒たちも三々五々、出て行く。少しずつ静かになっていく教室で、メティアはしばし、呆ぼう然ぜんとしていた。

「ダンスや歌のレッスン……で、選択科目を取ってない？　一つも？」

　確かに、選択科目は進級や成績評価には関係ない。

　だがこの学院は、魔術の最高学府だったはずでは？　己おのれの全すべてを魔術に懸かける鋭するどき猛も者さたちが溢あふれているはずでは？

　世界一の魔術師を目指して、日々競きそい合う……のではなかったのか？

　メティアはまず愕がく然ぜんとし、次に動どう揺ようし、そして考え込み、

『そ、そうだ。ルメールさんは公こう爵しやく家のお嬢じよう様さまだそうだし。だから、きっと、お付き合いとかで忙しいのかも。うん、きっとそう』

　とりあえず、結論づけた。

　ふと気づいてみれば、もう休み時間も終わりに近い。メティアは慌てて鞄を抱かかえ、次の講義の教室に向かった。

　……古代文字Ⅱも、その次の死し霊りよう術じゆつ基き礎そも、四十人分以上ある席が、一割わりも埋うまっていなかった。




　困こん惑わくや失しつ望ぼうを抱えながらも、メティアは少しずつ、この学院、この街での生活に溶とけ込んでいった。街の大衆食堂でアルバイトをして、その帰りに貸かし本屋に寄って、と生活のリズムもできてきた。

　実力テストも、初回の一ヶ月目はまだ五日の遅れを取り戻せずに苦戦したが、二ヶ月目にはかなりの好成績を収めることができた。

　そんなこんなで、メティアの屋根裏物置暮ぐらしも三ヶ月目に突とつ入にゆう。今日の、午後の一時限目は魔術実じつ技ぎだ。

　今日の必須科目はこれで終わりであり、メティアの取っている選択科目は先生の都つ合ごうで休講。偶ぐう然ぜん、アルバイトの方も休みなので、今日はまっすぐ寮りように帰るつもりだ。

「よし、みんな持ったな？　説明するぞ」

　実技担たん当とうのジム＝デミレーンが、拳こぶし大だいの紫むらさき色いろの石を全員に一つずつ配って言った。

　ジムは、この学院の数少ない男性教師だ。もともと魔術は女性の方が適てき性せいがあり、世界中どこの魔術学校でも教員・生徒ともに九割近くが女性である。その点は、騎き士し養成学校などと好こう対たい照しようになっている。

　いつもグレーのスーツをぴしりと着こなし、まだ二十代半なかばの新人教きよう師しであるジム。スーツと同じ灰はい色いろの目は、冷たくも美しい。もちろんこの学院で教師をしているのだから、男性ながら魔術の実力も相当なものだ。

　そんなジムが、実じつ質しつ女子校状じよう態たいのこの学院にいるので、生徒たちの人気はすこぶる高い。今も、ルメール以下殆ほとんどの生徒たちが憧あこがれの目でジムを見ている。

　メティアだけは、昨さく夜や延えん々えんとセリオスからの手紙を読み返したりセリオスへの手紙を書いたりしていたので、眠ねむくて眠くてそれどころではないが。

「これは、まだ加工されていない原石だが、魔力蓄ちく積せき素そ材ざいの一つだ。試ためしにみんな、それを握にぎって魔力を流し込んでみろ」

　皆みなが、机つくえの上の石を握った。石を摑つかみ、大きく息を吸すって、少し止めて、体内の魔力に意い識しきを向ける。

　かつて──魔界・神界・地上界は、一つの大きな世界であったと言われている。現げん在ざいは人種も含ふくめてはっきり分かれているが、今も太たい古この名残なごりとして、地上人の体内にも魔力や神力が僅わずかながら残っている。

　だがそれは本当に微び量りようで、それだけでは殆ど何の術も使えない。そこで、その僅かな魔力を使って、己おのれの体内に魔界への門を開く。そして魔界に充じゆう満まんしている魔力を取り込み、様々な形に練り上げ、意のままに操そう作さして放はなつのが『魔術』である。

　この、門を作って開け、取り込む技術が、個々の魔力の大きさとなるのだ。

「んっ……」

　メティアは体内に魔力を取り込み、操作して、腕から手、そして石へと流し込んだ。

　すると、紫色の石は一いつ瞬しゆんにして真っ赤になった。

　周りを見ると、全員が同じように石を赤く染そめている。

「よし、いいぞ」

　皆が一いつ斉せいに石から手を放す、と石は元通り紫色に戻った。

「さっきも言ったがこれは原石だから、見ての通り魔力を留とどめておくことはできない。流すのをやめれば、すぐに魔力は霧む散さんしてしまう。それに、魔力を受け止められる上限も低い。今お前たちがやったのがそれで、赤くなれば上限に達した印しるしなんだ。だが、」

　ジムは、教壇の上の石を拾い上げて、魔力を込めた。すると、石は一瞬にして、真っ青に染まる。

　と思ったら、黄色くなった。と思ったら、赤くなった。

「魔力の込め具ぐ合あいで、色が変わるのがこいつの特とく徴ちようだ。最初の紫と最後の赤を入れて、全部で七段階。それを実じつ際さいに、確かめて貰もらう」

『えっ!?』

　メティアは目を丸くして、再さい度ど石に魔力を流してみた。

　やはり、あっという間に真っ赤に染まる。そして放せば、一瞬で紫色に戻る。

「つまりこの実じつ験けんは、魔力の微び妙みような調ちよう節せつの訓くん練れんという訳だ。七段階の色の順番と、大体でいいからその変化する幅はばの大小をレポートに纏まとめて貰もらう。解ったな？」

　はぁい、と皆が返事をする。石に集中していたメティアは出で遅おくれてしまい、声を出せなかった。

　しかもジムは、しばらく教室内を巡じゆん回かいした後、授業終了を待たずに、

「レポートは、職しよく員いん室の俺おれの机の上に置いておくように」

　と、教室を出て行ってしまった。

『こ、これ、難むずかしい……っ』

　メティアは魔力を抑おさえて抑えて、息をするのを忘れるぐらい集中してやってみるが……できない。どうしても、紫から赤へと目にも止まらぬ早さで変わってしまう。

　しかし、ちゃんと魔力を調節できれば、七段階に変わるはずなのだ。傷も何もないただの石なので、自分の石だけ不良品だとか、誰かが意地悪して細さい工くしてあるとか、そんなことはあり得ない。

　ということは、七段階変化できなければ、それは自分の魔力調節がヘタということ。

『うぐぐ……えぇいっっ！』

　歯を食い縛しばって、目を血走らせて、メティアは紫色の石に挑いどんだ。

　赤くなり、紫になり、赤くなり、紫になり。何度やっても、その繰り返し。頭に血が上っても、くらくらしてきても、汗あせが額ひたいから鼻先へと流れても、他の色は出てきてくれない。

　紫、赤、紫、赤、紫、赤、紫、赤。

　いつしかメティアは、この世界には自分と机と椅い子すと石、それだけしか存そん在ざいしないような感覚に陥おちいっていった。

　ふたつの色がぐるぐる渦うず巻まいて、目が回る。

　紫、赤、紫、赤、紫、赤、紫、赤。




　どれぐらいの時間が、流れたのだろう。

「……で、できた！」

　それは、長い長い夜が明け、地平線の彼方かなたで闇やみが切り裂さかれ、眩まぶしい朝あさ日ひが差し込んできたかのような感覚だった。

　メティアの手の中に、今、緑みどり色いろの石がある。

『みどりいろ……緑色っ！』

　目め頭がしらが熱くなるのを感じながら、メティアはノートに嬉き々きとして、「緑色」と記しるした。

　まだ残り、四色だ。しかもこの緑色が、紫から数えて何段階目なのかも判わからない。

　それでもこの緑の色は、メティアにとって大きな希望を与あたえてくれた。

『できる。うん、絶ぜつ対たいできる。残り四色！』

　まだまだ先は長いが、メティアは強く意気込んだ。

　だがその時、




　から～ん、ころ～ん……




　狙ねらい済すましたかのように、授業終了の鐘かねが鳴った。

　いつの間にかもう、まるまる一時限過ぎていたのだ。

「あ～……しょうがないわね、残ろう。幸い、今日は選択科目もないし」

　とメティアが再び石を握にぎり締しめると、周りでガタガタと音がした。

　何が？　と思って見回すと、

「やぁれやれ、やっと終わったわ」

「早いとこレポート出して、寮に鞄投げ込んで、街行こっ」

「そーね。もうあたし、肩かた凝こって死んじゃいそうだわ」

　ガタガタ、というのは椅子を動かす音。

　メティア以外の全員が、鞄とレポート用紙を手に立ち上がっていく音だった。

「……噓うそ」

　メティアは、自分の頭から血けつ液えきが一気に落ちていくのを、はっきりと感じた。頭と顔が冷えて、冷たい汗が噴き出てくる。

　教室中のみんなが、一人の例外もなく、ルメールもファロンも、教室を出て行く。その手にあるレポート用紙にはきちんと、びっしりと、書き込みがされている。

　はっきりとは読めないが表のようなものもあり、七つほど欄らんがあるのが確かく認にんできた。

　つまり、みんなできたのだ。七段だん階かい変化を、完全に。

　自分はまだ、全然できていないのに。

　自分一人だけ、クラスでただ一人だけ。

「そ、そんな……うっ!?」

　メティアはいきなり、吐はき気けに襲おそわれた。

　慌あわてて口に手を当てて、実際にはない口の中の吐としゃ物ぶつを、ごくりと飲み下す。

「……っ、く」

　それから改めて、手の中の紫色の石を見つめた。

　これを、七色にしなくては。終わらない。

「や、やらなくちゃ」

　だが石は容よう赦しやなく、赤くなる。力を抜くと、紫になる。赤くなって、紫になる。

　そんなメティアを置いて、ルメールもファロンも他の生徒たちも、放課後の遊びプランを練りながらぞろぞろと教室を出て行く。

　窓まど際ぎわの最後列の席で、孤こ独どくに石と格かく闘とうするメティアだけが、一人残された。




　満月の白い光が、教室の中を照らしている。

　赤い夕ゆう陽ひは、もうとっくに沈んでしまった。

　それでもまだ、メティアは一人、石を握り締めていた。

　極きよく限げんまで集中しているのだろう、人がドアを開けても、すぐ目の前まで歩いていっても、まるで気付かない。

「あなた、本当に、馬ば鹿かね」

　ルメールが声をかけると、メティアはまるで徹てつ夜や明けのような顔を上げた。

「あ……ルメールさん」

「ちょっとは考えなさいよね。自分のレベルの低さを自覚するのは結けつ構こうだけど、不自然だとは思わなかったの？」

　ルメールは、心しん底そこ呆あきれた顔をして言った。

「あのね。誰だれも、その石を七色に変化させることなんてしてないの。私も、ファロンも、他のみんなも」

「えっ。で、でも、」

　ルメールは、ポケットから折り畳たたんだ紙を取り出して、机の上に広げた。

　びっしりと書き込まれたそれは、この石の実験結果だ。

　慌あわててメティアが、目を逸そらす。

「だ、駄だ目めです。ルメールさんのを丸写しするなんて、そんな」

「人の話は、ちゃんと聞きなさい。これは私の実験結果じゃないし、クラスの誰のものでもないの」

「？」

「解らないの？　本当にお馬鹿ね。これは、二年の先せん輩ぱいから貰もらったものよ。あなた以外はみんな、これを丸写しして提出したの」

　ルメールは、机に置いたレポート用紙を、指先でトントンと叩きながら言った。

「この実験はね、毎年代々、二年から一年へと模も範はん解かい答とうが廻まわってくるの。他にもいろいろあるのよ、そういうのは」

「せ、先輩から、模範解答が？」

「実技試験の項こう目もくにない実技を、馬鹿正直にやったって時間の無む駄だでしょ。そんなのができるようになったって、無意味よ」

　今、メティアの机の上には、模範解答がある。クラス全員が写したという、模範解答が。

　これを書き写せば、終わる。

「先生だって、ちゃんと知ってるわよ。でも必須科目のカリキュラムは決まってるから、作業でやってるだけ。だから実質的に、この実験は成績評ひよう価かには殆ほとんど無関係らしいわ」

「…………」

「そういう訳だから、ばれたら先生に怒おこられるとか、そういう心配は無用。クラス全員がやっている以上、自分だけ楽してるとか、そんな気き遣づかいもいらないの。解るわね？　解ったらさっさとこれ、写しなさい」

　ルメールは、レポート用紙を指で弾はじいて、メティアの手元へと滑すべらせた。

「…………」

　メティアは、それをちらりと見て。

　それから、そっと受け取って、

「ありがとうございます、ルメールさん」

「ん」

「……でも、お返しします。これ」

　丁てい寧ねいに畳たたんで、ルメールに差し出した。

「!?　な、何考えてるの？　あなたまさか、自力で最後までやるつもり？」

「ええ」

「ええ、って……そんなこと言ってたら、いつまで経たっても終わらないわよ？　現げんに、こんな時間までかかってもあなたは、」

　と言いながらルメールは、メティアの机の上の、レポート用紙に目をやった。

　そこには紫、藍あい、青、緑、黄、赤と書かれている。六色だ。

『……噓うそ』

　ルメールの顔から血の気が引いたが、教室内は暗いのでメティアにはよく判わからない。

　そのメティアは、手の中の石を見て言った。

「こんな時間までかかってしまいましたが、あと一色ですから、何とか。さすがに、色の変化する幅はばまでは書けませんけど」

　メティアの言葉で、はっ、と我われに返ったルメールは、

「だ、だから、それも全部書いてあるのよ、このレポートには。第一、残り一色だけになった時が一番難むずかしいってことぐらい、考えれば解ることでしょう？」

「……この実験が凄すごく難しいっていうのは、先生もご承しよう知ちの上なんですよね」

　とメティアに訊たずねられ、ルメールは大きく頷うなずいた。

「もちろん。だからこそ、先せん輩ぱいからの模範解答の受うけ継つぎを黙もく認にんしてるのよ」

「だったら、色の変化の順番だけでもきちんと書いておけば、一応合ごう格かく点は貰もらえると思うんです」

「……は？」

　今度はルメールが、メティアの言葉を理解するのに時間を要した。

「あ、あなた一体何言ってるの？　それはつまり、クラスの中であなた一人だけが、ズバ抜けて完成度の低いレポートを提出するってことなのよ？」

「そうなりますね」

「そんなことしたら、いくらこの実験が形式的なものって言っても、成績の評価が……」

「留りゆう年ねんさえしなければ、平気です」
















　と言いながらメティアは、石を握り締めた。

　紫色の石が、藍あい、青あおと変化していく。

「わたしは、一つでも多くの知ち識しきと技ぎ術じゆつを身に付けたくて、ここに来たんです。成せい績せきは、その後あとのことですから」

「後？」

「ええ。知らないことを知って、できないことができるようになった、その証しよう明めい。わたしは、そう思っています」

　メティアの手の中の石が、緑、黄と変化していく。

　それを見たルメールの目に、驚きと焦あせりが浮うかんだ。

「それにわたしには、立りつ派ぱな魔ま術じゆつ師しになるって約束を……」

「もういいっ！」

　ルメールは大声を張はり上げた。

　そしてメティアの目の前で、レポートをメチャクチャに破やぶり捨すてて、

「そんなに無意味な汗あせをかきたいって思うのなら、一人で好きなだけやってなさいっ！　でもね、そんな効こう率りつの悪いことしてて、いい成績取れると思ったら大間違いよ！」

　メティアに背を向け、教室を出て行った。

　乱らん暴ぼうにドアを開け放ち、開けっ放したまま閉しめもせず、廊ろう下かを歩いていく。

　その顔は、怒いかりに赤く染まっていた。

『何考えてるのよ、あの馬鹿は！　人が折せつ角かく、無む駄だな努力をしないようにと、親切心で持ってきてやったって言うのに！』

　そう、無駄な努力だ。実技試験に出ない実技ができるようになったって、成績には何の影えい響きようもない。

　そんなことをいくら練習しても、特訓しても、修しゆ行ぎようしても、成果が上がっても、できるようになっても、全くの無駄なのだ。

　なのに、あの子は。どういうつもりなのか。

「……ああもう、腹はら立たつ！」

「お、おい！　お前まだやってたのか!?」

　いきなり後ろから、男性の声が聞こえた。

　ルメールが振り向くと、廊下には誰の姿も見えない。そして今開いているのは、自分が出てきた教室のドアだけ。

　その教室から、聞こえて来る声は、

「あ、先生……できました。今、わたし、できたんです」

「できた、ってまさか」

「はい。紫、藍、青、緑、黄、橙だいだい、最後に赤。これって虹にじと同じ色ですよね」

「お、お前自じ力りきで七色やってしまったのか？　一日、いや半日も経たってないのに？」

　聞こえてくるのは、疲つかれ果はてた中にも喜よろこびが溢あふれている、メティアの声。そしてメティアの成なし遂とげたことに驚おどろいている、ジムの声。

　ルメールは、足に根が生えて木になってしまったかのように、動けなかった。

「ジム先生が……あの、メティアと……」

　ルメールは動けないので、二人の声は一方的に耳に流れ込んでくる。

「驚いたな。いや本当に、凄すごいぞお前」

「でもこれは、本来授業時間中にできて当たり前のことなのでしょう？」

「いや、それはその……おっと、どうした」

「あ、すみません。ちょっと疲つかれて」

「よし、俺おれが裏口まで送っていってやる」

「そんな。悪いです」

「気にするな。俺が課かした実験のせいなんだから、俺の責せき任にんだ。鞄かばんはこれだな？」

「あっ……先生」

「ほら、気にするなって言ってるだろ。安心しろ、俺は未み成せい年ねんには手は出さん」

「先生っ？」

「冗じよう談だんだ冗談」

　二人の足音が、ドアの方へと向かっていく。

「っ！」

　ルメールは、固まった足を無理矢理動かして、その場を離れていった。

　教室を出たメティアとジムには、多分、見つからなかった。

　と思う。




　メティアは校こう舎しやの裏うら口ぐちを出て、森沿ぞいの暗く狭せまい裏うら道みちを寮りようへと向かった。いつもながら、ここは夜になるとかなり怖こわい。森の中は本当に真っ暗だし、獣けものや虫の声も聞こえてくるしで、中にどんなバケモノがいても不ふ思し議ぎじゃない雰ふん囲い気きだ。

　目も耳も塞ふさぎたい気持ちで、メティアは急ぎ足で裏道を通り抜け、寮に駆かけ込こんだ。

　明るい玄げん関かんに入って、ふう、と一息。廊ろう下かを歩いて、突き当たりの階段へと向かう。

　その途と中ちゆう、舎しや監かん室しつのドアが開いて、いつものエプロン姿すがたの舎監が、首をコキコキと廻まわしながら出てきた。

「ああ今日も忙いそがしかっ……あらメティア、今帰ったの？　遅かったわね」

「ちょっと、居い残のこりしてしまいまして」

「ふうん。あ、そうそう。ちょっと待って」

　舎監は一度部屋に引っ込むと、一通の封ふう書しよを持って出てきた。

「はいこれ。あんた宛あてに来てたわよ」

　メティアの手に載のせられたそれは、故こ郷きようグリンシティの消印が押おされた、薄うすっぺらい安物の封ふう筒とう。ここの住所とメティアの名が、見み慣なれた丁てい寧ねいな字で書かれている。

　差出人の名を見るまでもなく、メティアには一目で判わかった。これは、セリオスからだ。

「あ、ありがとうございますっ！」

　と舎監に言うが早いか、メティアは封書を手にして風のように階段を駆け上がり、屋根裏の自室に飛び込んだ。

　ランプの明かりをつけるのももどかしく、錆さびたペーパーナイフ（この物置の発掘品）で封を切り、机に向かって手紙を取り出した。

　拝はい啓けい、姉上さま──で始まる、いつもながらの礼れい儀ぎ正しい文章が綴つづられている。

『──姉さんに、そして父さんや母さんにも恥はずかしくないよう、僕ぼくも頑がん張ばります。姉さんが帰って来るまでには、必ず準じゆん騎き士しの資し格かくを取って──』

　心の中で読み上げていると、セリオスの声が聞こえてくるような。そのまま目を閉じると、セリオスの顔が浮かんでくるような。

　黒いどんぐり目が何ともあどけない、セリオスの顔。もう十三歳だが、体格の華きや奢しやさもあって、未いまだに時々女の子に間ま違ちがわれている。

　セリオスは見かけによらず、体力や根こん性じようは人ひと並なみ以上なのだが。それだけに外見のことは、本人の悩なやみのタネらしい。

「ふふっ。男の子としては、やっぱり嫌いやなのかな。でも、あと一年か二年もすれば、ぐっと男の子らしくなって……」

　セリオスのことを想って、メティアは少し幸せな気分になった。

　ふと思い立ち、手紙を畳たたんで、制服のポケットに入れる。学院で、今日の実験のように辛つらい時、読み返せるように。いや、ただ持っているだけでも、きっと励はげみになるだろう。

『わたしにとっては、世界一の御お守まもりね』

　メティアは引き出しから便びん箋せんを取り出すと、早さつ速そく返事を書き始めた。

「先生方もとっても親切で、わたし自身もこちらでの生活に慣れたこともあって、最近は本当に勉強がはかどっています……」

　ここでの生活も三か月目なので、メティアもいろいろなことに慣れてきた。

　例えば。今もそうだが、メティアは就しゆう寝しん時じ以外、ずっと学院の制せい服ふくを着ている。私服は必要最低限しか持っておらず、必要とあらばいつでも古着屋に叩たたき売る覚かく悟ごなので、滅めつ多たに着ない。

　この物置の、中身不明の箱たちを組んで、本ほん棚だならしきものも作った。今はそこに、教科書や参考書などの本をいろいろ並べている。また外でのアルバイトの他に、時々は寮の厨ちゆう房ぼうの手伝いもしている。そして日持ちしそうな余あまりものがあれば貰もらって、食しよく費ひを浮かせている。

　と、こんな具ぐ合あいにメティアは、ここでの生活に慣れてきていた。

「セリオスも、体にはくれぐれも気をつけて下さい、と」

　セリオスへの手紙を書き終えたメティアは、またしばし、想いに浸ひたった。この手紙が海を越えて、セリオスの元に届く……自分もここを卒業した暁あかつきには海を越えて……などと。

　そのまましばらく想いに浸ってから、ぱちん、と両手で両りよう頰ほおを叩く。

「さて、と。元気を貰ったところで、お仕事の続きにかかりますか」

　メティアは便箋と手紙を片付けると、貸し本屋から借りてきた魔術書を机の上に広げた。

　そしてペンを手に取り、書き写しにかかる。写本作りである。

　学院の図書室の本なら好きな時に読めるが、貸かし本屋の本はそうはいかない。もちろん、書店で買うと高くつく。なのでメティアは、図書室にない本は借りて全文を書き写すのだ。

　貸し出し期間に余よ裕ゆうがあれば、二部作って一部を買い取って貰う。そうすればささやかながら現金収入になり、また本を借りられる。

　もちろん、学業とアルバイトに追われながらなので楽な仕事ではない。が、メティアにとってこれは、留学前からずっと続けていたこと。このやり方で必死に勉強して、ここウードミトリィの特とく待たい生せいにまでなれたのだ。

　学がく費ひの為ための生活費その他の切り詰つめは、今に始まったことではない。確かに、昔よりも更さらに厳きびしくしてはいるが、今は希望が大きいので頑がん張ばり甲が斐いがある。

『待っててねセリオス。わたしは、必ず立派な魔術師になって帰る。あなたの姉として、恥はずかしくないように』

　他の寮生は皆もう、夢ゆめの中にいるらしい。寮全体が、しんと静まり返っている。

　ペンと紙が奏かなでる、カリカリ……という音だけを耳にしながら、メティアは黙もく々もくと魔術書を書き写していく。

　その血色の良くない白い頰を、小さなランプの炎ほのおが、弱く赤く照らしていた。







　　　第二章　森の蟲むしたち







　メティアが入学してから三か月が過ぎ、三度目の実力テストが迫せまってきた。

　今回メティアたちのクラスは、午前中一いつ杯ぱいを使って筆ひつ記き試し験けん、午後からは校庭に出て実じつ技ぎ試験というプログラムになっている。

　このテストは、先生によってテスト範はん囲いを細こまかく教えてくれたりくれなかったり、あるいは範囲が狭せまかったり広かったりと、難なん易い度どが教科によってまちまちだ。そういった事情と、自分の得え手て不ふ得え手てとを考こう慮りよして、生徒たちはそれぞれの勉強法で試験に備そなえる。

　試験直前には夕ゆう刻こくの選択科目の講義がなくなるので、メティアも必須科目の勉強に集中した。

　そして、当日。




　午前中の筆記試験を乗り切り、昼休みも終わり、メティアたちは校庭に整列した。

　実技試験、といっても課題術を一回ずつして見せるだけなので（実技はもともと、あまり重じゆう視しされていない）、全員普ふ段だん通りの制服姿だ。

「さて。今回の試験は、少々手て強ごわいぞ」

　メティアたちの前に立つのは、実技担当のジムだ。

「今日までの三か月で、基本的な術は一通り教えた。よって今回は応おう用よう編へんの第一歩として、左右の手による術の速そく射しやをやって貰もらう」

　生徒たちが、一いつ斉せいにどよめいた。

「先生」

　ルメールが挙きよ手しゆし、

「確かそれは、三年生のカリキュラムに入っていたはずです。実技試験はあくまでも日ひ頃ごろの勉強の成果を試ためすもの、全く知らない領りよう域いきのことをやれと言われましても……」

「だから、今のお前たちに完かん璧ぺきにやれとは言わん。どの程てい度ど真ま似ねできるかを見るだけだ」

　ジムはそう言うと、手に持っていた名めい簿ぼを足あし下もとに置いて、両りよう腕うでを水平に伸ばした。肘ひじは真まっ直すぐに、指は自然に少し曲げて、手の平を上に向ける。

　そうして少しずつ、自分の中の魔力を高めていく。

「いいか、よく見てろよ……」

　ジムが、ぐっ、と上を向きながら右手を振ふり被かぶった。

　同時に、魔界からジムの体内に流れ込んだ魔力が、一気に右手に集中し、炎ほのおに変わって、

「燃もえろおおぉぉ！」

　炎は丸い火の玉となって、ジムの右手から放たれた。明るい真昼の青空を更さらに照らしながら、魔術で作られた火の玉が上じよう昇しようしていく。

　続けざまにジムは左手を振り被った。そこに再ふたたび魔力を集中させ、火の玉に変えて放つ。

　生徒たちが見上げる中、一発目の火の玉に二発目が追いつき、衝しよう突とつして、




　ちゅどおおおおぉぉん！




　爆ばく発はつした。対象物にぶつかれば強力な爆発を起こす火の玉を、その火の玉同士ぶつけたのだから、爆発の威い力りよくはかなりのものになる。

　生徒たちの頭を、熱風が強く押し付けた。

「ぅわ……っ、す、凄すごい」

　ずり落ちそうになった眼鏡めがねを慌あわてて支ささえながら、メティアは驚おどろいた。魔術は普ふ通つう、高めた魔力を一点（普通は利きき手て）に集中して、一いつ気きに放はなつものだ。左右で速そく射しや、というのは聞き及およんではいたが、これほどのものとは。

　ルメールも、他の生徒たちもメティアと同様、度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。ある者は自分の両手を見て「あんなのムリ！」と騒ぎ、ある者はジムを見て「やっぱりジム先生は素敵♡」と頰ほおを染そめている。

　ジムは、ぱんぱんと手を叩いて一同を静め、それから名めい簿ぼを拾い上げた。

「さっきルメールに言ったように、今のお前たちに完かん璧ぺきは求めない。初めて見た術を、どの程度まで再現できるかを見る」

　名簿に目を落として、ジムは言った。

「さて。では前回の成績順でいくぞ。……っと、前回は同率一位が二人出たんだったな。ルメールと、メティアと」

　その言葉に、ルメールの眉まゆが釣つり上がった。そしてその鋭するどい目で、メティアをギラリと睨にらみつける。

　睨まれたメティアは、その視線に押さえつけられるように、身を縮ちぢこまらせた。

『……こ、怖こわい』

　過か去こ、成績でルメールに迫せまった者はいた。が、過か密みつなスケジュールを組んだせいであろう、皆体調を崩くずしてその後は低てい迷めいしている。

　才能は当然。加えて並外れた努力をし、それに耐たえられる心身を持った者のみが、ここで上位にいられる。メティアはそれを、この三か月で痛いたいほど実感した。

　ルメールの視線の強さは、ルメール自身の強さの表れだ、と思う。

『わたしも、もっと、強くならなきゃ』

　とメティアが考えていると、ジムが、

「では、メティア。お前からだ」

「あ、はい」

　指名されたメティアが、前に進み出た。

　そしてジムと同じように、水平に腕を伸ばし、魔力を高めて……

「燃えろおおぉぉ！」

　まず右手で、火の玉を投げ上げた。即そく座ざに、左手でも火の玉を作り、投げ上げる。




　ちゅどぉぉん！




　上空で、二つの火の玉が衝しよう突とつし、爆発した。

　威い力りよくはジムのものよりかなり低く、熱風どころかそよ風も来なかったが、とにかく、左右の速射という課題はクリアだ。

「……で、できた。良かったぁ」

　ほっ、と息をつくメティア。

　見れば、ジムは上空を見上げたまま固まっている。

「先生？」

「……あ、ああ。よくやったなメティア。正直、ここまでやるとは思わなかったぞ」

「いえ、そんな」

「先生！　次、私ですね？」

　ルメールが前に出た。

「あ、ああ。そうだ」

「では。ほらメティア、下がりなさいよっ」

　どん、とルメールはメティアを突き飛ばす。

「ったく、トロトロしないでよね。どうせ、ここに来るまでロクな学校に通ってないんでしょうけど、もっと団だん体たい生活のルールを弁わきまえなさい。家が貧まずしいからって、ここでは誰も同情しないわよ」

「……ごめんなさい」

　メティアが申もうし訳わけなさそうに下がる。

　ルメールは、そんなメティアにはもう意識を向けず、両腕を広げて構かまえた。

　そして、

「燃えろおおぉぉ！」

　ジムやメティアと同じく、まず右手で一発目、続いて左で二発目。

　二発目が追いついて、爆発。メティアと同程度の威力だ。

「ふうっ。どうです、先生？」

「うん。上出来だ」

　と言ってジムは、さらさらと名簿に成績を書き込む。

「では次……」

　三番手の子が前に出る。

　ルメールは下がって、メティアの隣となりに来た。

　額ひたいの汗あせを拭ぬぐいながら、

「決着は午前中の筆ひつ記き試し験けん次し第だい、ね。前回は同点に終わったけど、もう二度と並ばせたりしないわよ。あれは私がちょっと、不調だっただけよ」

　と言うと、大きく溜ため息いきをついてみせた。

「つくづく、あなたが羨うらやましいわ。ただ勉強だけしてればいいんですもの。そりゃあ少しは成績も上がるわよ。その点わたしなんか、今日もお父様が主しゆ催さいする舞ぶ踏とう会かいに出なきゃいけないし。他の子たちだって……」

　メティアに口を挟はさむ隙すきを与あたえず、ルメールは一方的に喋しやべり続ける。

「そういえば必須科目以外の講義を、時間割目一杯受けてるんですってね？　奇き特とくと言うか何と言うか、貧びん乏ぼうぶってるくせにお金も暇ひまもあるのね、あなたは」

「それは……」

「でも、見てなさいよ。いくら不ふ利りな条件でも、私は絶対、あなたなんかには負けないからね。だから、」

　ルメールはメティアに顔を近づけ、襟えり首くびを摑つかんで引き寄せ、息がかかる距きよ離りで言った。

「ちょっと成績が上がったからって、いい気になるんじゃないわよ。私も、他の子たちも、あなたとは背せ負おってるものの重さが違うの。身分、家いえ柄がら、格かく式しき。解わかるわね？」

「……はい」

　ふんっ、とメティアを突き放し、ルメールは前に向き直った。

　メティアとルメールの他にも何人か、左右の速射をできた者はいたが、二発目が一発目に追いついた者はいなかった。




　全すべてのテストが終わって、夕ゆう刻こく。

　学生たちは解放感の羽は根ねを生やして街まちに繰くり出している。なので今は、学院の三階にある大きな図書室が、いつも以上に静まり返っている。

　机に向かっている学生は、一人しかいない。

「今日のテストで解らなかったところを自習、か。いつもながら大したものだ」

　ドアを開けて入ってきたジムが、黙もく々もくと読み書きしているメティアに近づいてきた。

　向かいの席に座すわると、やっとメティアはその存そん在ざいに気付き、顔を上げた。

「あ、先生。どうしてここに」

「ちょっとお前に聞きたいことがあってな」

「私に、ですか？」

　他に誰だれもいないが一いち応おう図書室なので、ジムは声を潜ひそめて聞いた。

「今日の実技試験だが……予習というか、前にやったことがあるのか？」

「いいえ、初めてです」

「つまり、俺おれのを見てぶっつけ本ほん番ばんか」

「はい」

　ジムは、腕を組んで唸うなった。
















「それが本当に本当なら、凄すごいぞ。お前は」

「そんなことないですよ。ルメールさんだって、他の子たちだって」

「いや。他の子たちは素す早ばやく二回魔ま力りよくを取り込み、二回術を使ったというだけだ。このやり方は疲ひ労ろうが激はげしく、そう何度もできるものではない。だがお前のは、違う」

　ジムの声が、大きくなってきた。

「一度に二発分の魔力を体内に取り込み、それを左右に分けてコントロールした。さすがに同どう時じ発はつ射しやは不ふ可か能のうとしても、これは並なみ大たい抵ていの技ぎ術じゆつではない。……で、三年生で学ぶのは、他の子たちがやった方なんだ」

「えっ」

「俺が見せたのもそうだ。だから、ルメールたちは俺が見せた通りにやった訳だが、お前は俺の見せたものの上をやったことになる」

　ジムの真しん剣けんな言い方に、メティアは戸と惑まどう。

「わ、わたしはただ、二回同じことをやるより、一回で済すませた方が早いと思って。別に、そんな大それたことを考えた訳では」

「で必ひつ要ような工こう程ていを一気にまとめて済ませたら、ああなったと。こうあっさりと飛とび越こえられては、教える側の立場がないな」

「そんな、あの、その……すみません」

　困こまり果てて、メティアは頭を下げた。

　ジムは苦く笑しようして、

「何も、謝あやまらなくてもいい。一度に二発分の魔力を、と言っても、まだまだ一発分の魔力自体が弱いからな。魔力の取り込み方も操あやつり方も、もっともっと勉強して貰もらうぞ」

「は、はいっ。もちろんです」

　メティアが、嬉うれしそうに頷うなずいたその時、

「先生！」

　図書室入口で、大きな声がした。

　普ふ段だんなら非ひ難なんの視し線せんが集中しただろうが、今は人がいないのでそうはならない。

　だが非難の視線を浴あびたとしても、おそらく意に介かいさないであろう力強い大おお股またで、ずかずかと声の主ぬしは入ってきた。

　もともと鋭するどい目を更さらに吊つり上あげた、ルメールである。

「職しよく員いん室しつで聞いたら、こちらだと伺うかがいまして……」

　低い声で言いながらジムを見て、次にメティアを睨にらみつける。

　そしてルメールは二人の側まで来ると、体を捻ひねってメティアに背を向けて、言った。

「今日のテストで解らなかったところを復習したいので、教室まで来て頂いただけますか？」

「それならここで、一いつ緒しよに」

「いいえ！　ここでは気が散ります！」

　メティアが慌あわてて、荷物を片かた付づけた。

「あの、わたし、そろそろアルバイトの時間ですから。これで失礼します」

　ぺこり、と頭を下げて、メティアは机を離れた。

　するとルメールは席について、

「静かになったみたいですから、ここで頼たのみますわ、先生。……ところで、ここは勉強をするところ。先生は勉強を教えて下さる方。勉強しない人に居いられると迷めい惑わくですよね？」

　ジムが何か言おうとするより早く、メティアは図書室を出て行った。

　背中を、ルメールの視線に突つき刺さされながら。




　真夜中、寮りようの屋や根ね裏うら部屋。

　メティアは写本作りの今日のノルマを終え、セリオスへの手紙も投とう函かんし、予習と復習も終わったので、髪かみを解といてベッドに入っている（パジャマだのネグリジェだのといった贅ぜい沢たく品ひんはないので、キャミソール姿）。

　枕元にランプを置いて、セリオスから来た手紙を読み返していたのだが……一通読み終わったところで、メティアはつい思い出してしまい、呟つぶやいた。

「……ルメールさん……」

　二度目の実力テストを終えた頃ころからだから、ここ一か月程ほどだろうか。ルメールは、メティアをあからさまに敵てき視しし出した。

　初対面から、自分が一番でないと気が済すまない、というような気の強さは感じていた。だが最近は、あまりにも明らかに、メティアに対して攻こう撃げき的てきな姿し勢せいを取っている。

「…………」

　メティアは、考える。貧びん乏ぼう云うん々ぬんと共に、もう一つ覚かく悟ごしていたこと。おそらくそれが、自分にも来たのだろう、と。

　留りゆう学がく前まえは独どく学がくだったので経けい験けんしていなかった、学生間での厳きびしい競争というもの。特に、ここに来るような生徒は、皆大きな期待を背せ負おっているのだろうし。

「そういえばルメールさん、言ってたわね。身分がないから羨うらやましいって」

　しかし、メティアだって背負っているものならある。両親が戦争で亡なくなった今、唯ゆい一いつの肉親にして最愛の存そん在ざいである弟との約束だ。

　立りつ派ぱな魔ま術じゆつ師しになって帰国すること。二人で力を合わせて、みんなを護まもること。

「……そうよね。セリオスだって今頃、騎き士し養成学校の入試目め指ざして頑がん張ばってるんだもの。わたしも、頑張らなきゃ」

　メティアは手紙を畳たたんで枕まくら元もとに置くと、ランプの灯を消して眼鏡めがねを外はずした。

　暗くなった部屋で、シーツを被かぶって目を閉とじる。

『おやすみなさい、セリオス……』




　数日後の放課後。いつものようにメティアは、図書室で今日の復習と明日の予習をしていた。

　テストが一つ終われば、すぐまた次のテストに備そなえなければならない。加えてメティアは、必須科目以外の講こう義ぎも受けられるだけ受けている身だ。予習復習を怠おこたれば、たちまち講義内容が解わからなくなってしまう。

　今日できることを明日に延ばさない、の精せい神しんで、メティアは今日も勉強に励はげんでいる。

「……ふう」

　ことん、とメティアはペンを置いた。

　最近ちょっと、疲つかれが溜たまっているようだ。夜遅おそくまで書きものをしているせいか、特に目がしょぼしょぼする。

　メティアは眼鏡を外して目を閉じて、瞼まぶたの上から柔やわらかく、目をマッサージしてみた。

「ん～」

　目をパチパチさせて、再び眼鏡をかける。……残念ながら、あまり疲ひ労ろう回かい復ふくの役には立たなかったような気がする。

　こういう時には、とメティアはポケットから封ふう書しよを取り出した。いつも持ち歩いている、セリオスからの手紙だ。

　封ふう筒とうから便びん箋せんを取り出し、目を通す。

『──疲れた時にはゆっくり休んで下さい。無理をして体を壊こわしたら、何もできなくなります。もし姉さんが病気にでもなったら、誰よりも僕ぼくが一番心配するんだってこと、忘わすれないで下さい──か。ふふっ』

　文ふ箱ばこの中から無む作さく為いに選んで持ってきたのに、何ともぴったりな内ない容ようだ。

「そうね。あなたがそう言うなら、たまにはゆっくり休もうかな」

　その時。乱らん暴ぼうに入口のドアが開けられて、ルメールと、いつもルメールと一緒にいるファロンが入ってきた。

　図書室にいた他の生徒たちが、一いつ斉せいに身を引く。慌あわてて荷物をまとめて、図書室を出て行く子までいる。

　それほど、ルメールの顔は鬼き気き迫せまっていた。図書室の中をぐるりと見み渡わたしてメティアを見つけると、真まっ直すぐに歩いてくる。

　ファロンもその後ろにつき従い、ルメールの肩越しにメティアを見ている。

「ルメールさん……ファロンさん」

　ただならぬ雰ふん囲い気き、と言うよりもはや殺さつ気きに近い。ルメールの強い視し線せんで射い抜ぬかれたメティアは、まるで針はりで止められた蝶ちようのように、身動きができなくなった。

　息が詰つまりそうになりながら、セリオスからの手紙を持ったまま、固まるメティア。ルメールはその側そばまで来ると、低い声で言った。

「たった今、職しよく員いん室しつで昨日のテストの結果を聞いてきたの。明日、いつものように貼り出されるわ」

「そ、そうですか」

　額ひたいに汗あせを浮うかべつつ、メティアは応おうじた。

　だがその返事とその声は、更さらにルメールの殺気を膨ふくれ上あがらせる結果になる。

「ふん……いい気なものね。自分は貧びん乏ぼうだけど健けな気げに頑張ってるのよ、お金持ちなだけのお嬢じよう様さまたちより偉えらいんだからね、とでも思ってるの？」

「そんな、わたしそんなこと、」

「お黙だまりっ！」

　ルメールが一いつ喝かつ、メティアを黙らせた。

「どうせ予想してたんでしょう？　あなたが、遂ついに念ねん願がんの単たん独どく一いち位いになったの。学年首位よ、学年首位。ほら、どうなの？　さぞいい気分でしょうね、ん？」

「え、わたしが……」

「そうよ。お見事と褒ほめてあげるわ。実じつ技ぎで私が劣おとってたはずはないのだから、カンニングか何かしたってことね。大した度ど胸きようよ」

　冷たく押し付けてくる、ルメールの声。

　メティアは猛もう然ぜんと、反発した。

「わたし、そんなことしてません！」

「した！　絶ぜつ対たいにしたのよ！　でなければ、図書室でこんなもの読んでる不良娘むすめが、私の上に立つなんてあり得えない！」

　言うが早いか、ルメールはメティアの手から便箋の束たばをひったくった。

「前から気になってたのよね。ほら、やっぱり男の子の字だわ。え～と、なになに」

「！　か、返してっ！」

　メティアは立ち上がって手を伸のばしたが、ルメールはくるりと背を向けて、

「姉さんは留学してやっと、たくさんの友達と一緒に……何これ、弟からなの？」

　メティアが追いすがる、と、ルメールは手紙をぐしゃっと握って棒ぼう状じようにして、ファロンにバトンタッチした。

　ファロンは受け取って広げて、

「たくさんの友達と一緒に、魔術の勉強ができるようになって……か。やっぱり、今までまともな学校に通ってなかったのね。で、今は可愛かわいい弟君に励はげまされつつ、幸せにお勉強中ってこと？」

「返して！　お願い！」

　メティアは必死で手紙にすがり付こうとする、が、今度はルメールが素す早ばやく受け取って、「考えてみれば、その歳としでダンスの一つも知らないような子に、まともな男だん性せいが寄り付くはずなかったのよね。私がバカだったわ」

　と言いながらルメールは、窓まどに近づいた。

　手紙を左手に持ち、右手は窓にかけて、カタン、と窓を開ける。

　ここは三階。強い風が、ひゅう、と唸うなりを上げている。

　そして窓の外は、学院の北側。学院を囲む、鬱うつ蒼そうとした森。

　メティアの顔が、恐怖に強こわ張ばる。それを見てからルメールは、




　びりっ……！




　ルメールは、束ねた便箋を真っ二つに破やぶった。五枚まいの便箋が、十枚になる。そしてそれらをぐしゃぐしゃと丸めて、

「やめてええぇぇ！」

「だめ」

　窓の外に突き出した手を、ルメールは優ゆう雅がな動作で広げてみせた。その手に握にぎっていたものが、離れていく。

　ルメールは、すっと身を引いた。メティアが必死に、窓に駆け寄る。

　白い紙が、風に吹かれてバラバラに分かれながら、森の中へと吸すい込こまれていくのが見えた。

「……ル、ルメールさんっ！」

　メティアが振り向き、入学以来始めて、怒いかりを込めてルメールを睨にらみつけた。その手は震ふるえながら握り締しめられ、拳こぶしを形作っている。

　だがルメールは、メティアの目にも拳にも、全く恐おそれた様子を見せない。

「あら、もしかしてご立りつ腹ぷく？　私をお叩たたきにでもなるつもりかしら？」

「そりゃあ無理でしょう。もしも謹きん慎しん処しよ分ぶんにでもなったら、学費ギリギリの特とく待たい生せいサマには卒業不ふ可かの危き機きですもの。ねえ？」

　ルメールとファロンの言葉に、はっ、としてメティアの表情が壊こわれる。

　怒りが消え、一いつ瞬しゆん空くう白はくになり、次いで別のものが湧わき上あがってきた。

　先さき程ほどとは違う感かん情じように拳を震わせ、違う感情でルメールを睨んでいる。

「あらあら、辛つらそうね。でも一人前に悔くやしがるのなら、」

　ルメールは、メティアの額ひたいに人差し指を当てて、ぐりぐりと回した。

「とりあえず、人並の生活を手に入れてから出直して欲ほしいわね。言ってること解わかる？　屋や根ね裏うらに巣すを作ってる、ネズミさん？」

「……っ！」

　メティアはルメールに背を向けて、駆け出した。

　と、ファロンに足を引っ掛かけられ、見事に転てん倒とうする。

　胸むねと顎あごと膝ひざを床ゆかに打ち、眼鏡めがねが飛んだ。

「もしかして森へ行く気？　良い子は大人の言うこと聞かないとダメよ。あそこは立ち入り禁きん止しでしょ」

「そうそう、ファロンの言う通り。立ち入り禁止区く域いきなんだから、紙くずを散らかしたって誰も文もん句く言わないわよ」

「時々、先生が見回ってるしね。見つかったら廊ろう下かに立たされちゃう」

「ついでに言うと学がく院いん七なな不ふ思し議ぎの一つ、森の魔ま女じよっていうのもいたりして……」

　もうメティアは振り向かない。打だ撲ぼくの痛いたみに顔をしかめながら立ち上がって眼鏡を拾ひろうと、それをかけずに走り出した。

　いろんな涙なみだを拭ぬぐいながら、メティアは図書室を出ていく。

　後に残ったのは、肩を竦すくめてメティアを見送るルメールとファロン。

　そして、関かかわり合いになるのを恐れて口出しをしない、何人かの学生たちだった。




　何度か、いくつか、学院の鐘かねがなった。

　もうすっかり日が暮くれて、辺あたりは真っ暗だ。月の光と寮りようからの明かりは来るものの、それも茂しげる木々の隙すき間まから僅わずかに差し込むだけ。

　もうそろそろ、寮は消しよう灯とうの時じ刻こくだろう。だがメティアは、全すべての便びん箋せんを集めるまで帰る気はなかった。

　ここは奇き怪かいな鳥や獣けものの声が聞こえる、暗い森だ。蛇へびが這はい回まわり、虫が糞ふんをする腐ふ葉よう土どの上に、セリオスからの手紙を置いていくことなどできない。

　何としても今夜中に全て搔かき集めようと、メティアは森の中を彷徨さまよっていた。

「はあ……っ、はあ……っ、」

　暗く、足場の悪い森の中。メティアは何度も木の根などに足を取られて、転てん倒とうした。その度たびに顔も体も、湿しめった土に塗まみれてしまう。

　あるいはギチギチと鳴きながら茂みの中から跳とびはねてくる、長い脚あしの蟲むしに何度もたかられた。気持ち悪いと思いながら振り払うが、そうすると手足を爪つめで引っかかれて、ギザギサの切り傷から血が滲にじんでくる。

　泥どろだらけの傷だらけになりながら、それでもメティアは挫くじけずに、ひたすら探さがし続けた。

　そのかいあって、森中に散らばっていた便箋は一枚一枚見つかっていき、

「……あ、あった！」

　運良く、月の光が射している地面に、紙の塊かたまりが転がってるのが見えた。

　メティアは駆け寄って、拾い上げる。間違いなく、セリオスの手紙だ。

　ポケットから他の便箋を取り出し、確かく認にんしてみる。暗くて皺しわだらけで読みにくいが……何とか、全て揃そろったようだ。

「良かったぁぁ」

　手紙を抱だきしめ、その場にへたり込むメティア。どっと疲つかれが押おし寄せて、また涙が浮かんできた。

　体にも心にも力が入らない。だが、ここでじっとしている訳わけにもいかない。

　予習があり復習があり、写本作りもある。早く寮に戻もどらなくては。

　メティアは、手紙を丁てい寧ねいに畳たたんでポケットに入れて、立ち上がった。

　その時である。

「……ぅげぁぉっ……」

　女の子の声が聞こえた。

　呻うめき声というか、苦しみ声というか、聞いただけでこちらも苦しくなるような声だ。

　メティアは恐おそる恐る辺あたりを見回し、耳を澄すました。森の中には相変わらず、鳥や獣、そして虫の声が聞こえる。

　そしてそれに混まじって、

「ぁぐぁうっ……ぐぇえ」

　また聞こえた。

　これは、かなり、ただならぬ声だ。

「うっ……」

　メティアは、その場に立ち竦すくんでしまった。

　こんな場所で、こんな時刻に、こんな声。街で酔よっ払ぱらった男性に絡からまれた時も怖こわかったが（あの時は巡じゆん回かいしていた騎き士しに助けてもらった）、今のこの声は、もっと怖い。

　だがどうやら、苦しんでいるらしい。しかもここは寮りようのすぐ側、おそらくウードミトリィの子に違いない。森に迷まよい込んで、急病で倒たおれたとか。

　となると、やはり放っておく訳にはいかないだろう。

「ううっ……い、行かなきゃ」

　メティアは、こわごわ歩いていく。

　呻き声が、だんだん近くなってきた。




『なっ……！』

　メティアは苦しむ女の子の声を聞き、その声を追ってきた。

　そしてその場に辿たどり着き、その光こう景けいを目にした時。

　思わず木の陰かげに身を隠かくして、目を見開き、慌あわてて口を塞ふさいで息いきを殺ころした。

『な、な、何なの、あれは!?』

　両手両りよう膝ひざをついて、苦しそうにしているのは、確かにウードミトリィの制せい服ふくを着た女の子。隣となりのクラスの、確たしかネイという子だ。

　そして、そのネイを見下ろして立つ、長身の女性。長い黒くろ髪かみが腰こしの辺りまで伸び、顔の右半分を覆おおい隠かくしている。硬こう質しつ的に黒光りする紙のように薄うすい装しよう束ぞくは、鍛きたえ上げられ引ひき締しまった女性らしい体の線を際きわ立だたせている。むき出しの顔と腕は雪のように白く、装束に包まれた体と脚は闇やみのように黒い。その対たい比ひが、こんな暗い中でも目に鮮あざやかだ。

　美しい、と言えば美しい。だが、

「ぅぐぅあ……げっ」

　この光景を、一番異い様ようにしているもの。それは、苦しむネイの口から生はえている、吐はき出そうとしている、何か。

　明らかにそれは吐としゃ物ぶつではなく、舌したなどよりも遥はるかに細長い。それを、女性は腕組みしてじっと見ているのだ。

　メティアが動けないまま見ていると、やがてネイの口から、

「……ぅうぐっ！」

　ぼとっ、と落ちた。ネイの手の平より少し小さいぐらいの、何かが。

　女性の服と同じように、硬質的で黒光りしている物体。いや、物体ではない。よく見るとそれは、動いている。

　……この森の中で、メティアが何度もたかられた、脚の長い不ぶ気き味みな蟲むしだ。

「っっ！」

　悲ひ鳴めいが出かけたが、メティアは必死に口を押さえた。恐きよう怖ふと吐はき気けと、内側から激しく打ち鳴らされる胸とに苦しむ。

　ネイは蟲を吐き出し、咳せき込こんでいる。蟲はネイの唾つばを浴あびながらしばらく震ふるえた後、仰あお向むけに倒たおれた。毛深い六本の足をそれぞれバラバラに、わしゃわしゃさせている。そしてギチギチと鳴いている。

「期待はしてなかったが、まだまだ幼よう蟲ちゆうだな。全く成せい長ちようしていない……」

　女性は何やら残念そうに言うと、躊ちゆう躇ちよなく蟲を踏ふみ潰つぶした。ぐちゃっ、と音を立てて蟲は内ない臓ぞうと体たい液えきを染しみ出ださせ、僅わずかに痙けい攣れんした後、動かなくなる。

　その死し骸がいを、女性は森の奥おくへと蹴けり飛ばした。忌いま々いましそうに。

　次に、ネイの両りよう肩かたを摑つかみ、強ごう引いんに立ち上がらせた。苦しそうにしているネイと向かい合い、口を大きく開ける。

　気付いたネイは悲ひ鳴めいを上げて暴あばれだしたが、両肩を摑んでいる女性の力は相当強いらしく、びくともしない。

　嚙かみ付つこうとしているのか、食べようとしているのか。

　木の陰かげにいるメティアは、恐怖に凍こおりつきながら、思った。

『じ、じ、じっとしてちゃ、だめ。た、助け、助けなきゃ……』

　そう思うのだが、体が動かない。声も出ない。口の中が渇かわいて、喉のどの奥まで乾かん燥そうしきって、息をするのも苦しくなってきた。

　と、ネイは恐怖のあまり気絶したのか、突然ぐったりとした。

　その時、

「誰だっ！」

　若い男性の声がして、突然光が現れた。その光は男性が手に持っているランプ、そしてその声、その姿は、メティアのよく知る人物。

『ジ、ジム先生っ!?　そうか、今日宿直で、見回りに来てくれたんだ！』

　まだ怖くて声は出なかったが、メティアは歓かん喜きの涙が溢あふれそうになった。

　女性は躊ちゆう躇ちよなく、ネイをその場に投げ出した。ジムが駆け寄って来て、女性は逃げる。

　まっすぐに、メティアの方へと逃げた。

「！！！！」

　慌ててメティアも逃げ出した。当然、木の陰から出ることになる。

　すると、予よ想そうしたくなかったが予想通り、あの女性が追いかけてきた！

「こ、こ、こない、でっ！」

　悲鳴が掠かすれて、声にならない。腰を抜かし膝ひざを震わせながら、メティアは懸けん命めいに走った。

　だが、恐ろしげな女性の「待て！」の声が、どんどん背後に追って来る。迫せまって来る。それとは反対に、「しっかりしろ！」というジムの声はどんどん遠ざかっていく。

　ネイは助けられた。何をされたのかは解らないが、とにかく手当てはして貰もらえるだろう。

　だが今度は、自分だ。

「あうっ！」

　メティアは足を取られて、転てん倒とうした。木の根にでも引っ掛けたか、と思いながら慌てて立ち上がる。立ち上がろうとする。

　だが、立てない。よく見ると、足首を摑まれていた。一いつ瞬しゆん木の根と見間違えたが、違う。

　黒くて、ゴツゴツして、薄うすく毛けが生えていて、鋭するどい爪つめも生えていて。

　これは、手だ。太さはさほどでもないが、とてつもなく長い、蟲の脚のような手。

　その手の出所を確認しようと、メティアは振り向く。と同時に、喉のどを強く摑まれた。足首を摑んでいるのと同じ、黒い蟲の手に。

　その時メティアの目に映うつったのは、またしても目を疑うたがう光景だった。あの女性が、黒い、蟲のような腕を自身の身長より長く伸ばして、メティアの足首と喉を摑んでいるのだ。

「捕つかまえた」

　女性は、腕を少しずつ縮めながら、メティアに近づいてくる。メティアは足首を摑まれて逃げられず、喉を摑まれて呼こ吸きゆうがままならず、どうすることもできない。

　女性が、目の前まで来た。黒い腕は、もう普ふ通つうの人間並なみの長さになっている。

「大人しくしていろ」

　女性は、メティアに向かって大きく口を開けた。メティアは、その真っ暗な口の中に、異い様ような光を見た。

　それが何かは、すぐに判った。眼がん球きゆうだ。

「っ……！」

　眼球が、ぎろりと動いて、メティアと見つめ合う。

「い、い、嫌ああああぁぁぁぁっ！」

　メティアは、無む我が夢む中ちゆうで暴あばれまくった。その手が女性の、大きく開いた口の中、眼球に当たった。

　生なま暖あたたかく柔やわらかい手て応ごたえと共に、眼球が、ぐちゃっと音を立てて半はん分ぶん程ほど潰つぶれた。

　女性が苦く悶もんの表情を浮かべて、怯ひるむ。その隙すきにメティアは、喉と足首を摑む手を叩いて叩いて、振ふり解ほどいた。

　また捕つかまったら、今度こそ命はない。メティアは、必死に走った。

「はあっ、はあっ、はあっ、はあっ、」

　女性はなかなか追ってこない。どうやらさっきの一撃、かなり効きいてくれたらしい。

　これなら逃げ切れる、と安あん堵どしかけた時、メティアの目の前に煙けむりが立ち塞ふさがった。

　何やら不ぶ気き味みな唸うなりを上げて漂ただよう煙。よく聞けば、その音は蟲の羽は音おと。そしてよく見れば、煙は小さな蟲の集合体。

　ネイが吐き出したのと同じ形をした、小さな小さな蟲たちが数百匹、密みつ集しゆうして飛んでいる。それが、煙に見えたのだ。

「う、う……っ」

　思わずメティアは足を止める。すると、そこへすかさず、蟲たちが一いつ斉せいに襲おそい掛かかった。

「っっっっ！」

　顔に、髪かみに、服の中に、鋭するどい顎あごと爪つめを備そなえた無数の蟲たちが、容よう赦しやなく這はい回まわる。メティアの服も、手足も、そして顔までも、あっと言う間に虫たちの引っかき傷と嚙かみ跡あとが埋うめ尽つくしていく。

　喉を破やぶらんばかりに言葉にならない悲鳴を上げて、メティアは倒れた。だが、蟲たちは離れてくれない。
















　全身を包む猛もう火かを消そうとしているが如ごとく、メティアは激はげしくのたうち、転がり回った。それでも蟲たちは離れてくれない。

「やれやれ。手間をかけさせてくれる」

　突とつ然ぜん、メティアは強い力で両肩を摑まれて引き起こされた。

　蟲にたかられた顔で、メティアが前を見る。そこにあったのは、女性の顔。その、大きく開いた口の中。

　半分潰つぶれた口の中の眼球と、視線が合った。

　女性はどんどん、大きく口を開けていく。

「た、助けてっ！　セリオ……」

　女性の口が広がりきって裂けて、顔全体の皮ひ膚ふが破れて捲めくれた時、その下から蟲の顔が出てきた。

　大きい、というより巨きよ大だいな口が、メティアの視し界かいを埋うめ尽つくす。

　生なま臭ぐさい息と粘ねばつく唾だ液えきが、メティアの感じた最後のものだった……







　　　第三章　悪あく夢むと悪あく意い







　目を開けると、見み慣なれた天てん井じようが見えた。

　硬かたいマットと、薄うすいシーツの感かん触しよく。

　まだ寮りよう生せいの殆ほとんどは寝ね静しずまっているので、雀すずめの声がよく聞こえてくる。

　いつもの朝だ。

「え……っと」

　メティアは体を起こした。

　全身汗あせだくで、キャミソールが体からだに張はり付いている。何だか少し息が苦しい。胸に手を当てるまでもなく、鼓こ動どうが激しくなっているのも解わかる。

　はっきりとは思い出せないが、どうやら凄すごく怖こわい夢ゆめを見たようだ。

「……まあ、夢だし。目覚めた途と端たんに忘れちゃうっていうのは、よくあることよね」

　メティアはとりあえず体を拭ふいて下着を替かえ、壁かべに掛けてある制服を着た。

　寮の朝食が始まるまでまだ時間があるので、写本作りをする。まず借りてきた本を広げ、次に写している紙の束たばを……

「ん？」

　メティアは、首を傾かしげた。

　写本の製せい作さく作業は綿めん密みつなスケジュールを組み、今までずっと、それに従したがってきたはずだ。

　それなのに狂くるいが生じている。作業の進行具ぐ合あいが、予定より遅おくれているのだ。

「変ね。昨日きのうの夜だって確かに……昨日……ん？　昨日の、夜？　あ、あれ、わたし？」

　メティアは今、気付いた。昨日の夜の記き憶おくが、すっぽり抜け落ちていることに。

　昨日の夜、予習復習をしたか？　写本は？　着替えは？　手紙の読み返しは？

「ど、どうなっているの、これって？」

　メティアは必死に、記憶の糸を辿たどってみた。

　が、思い出せない。夢以外のことにまで、夢と同じように霞かすみがかかっているような感じだ。どうしても、夜のことは思い出せない。

　ならば、とメティアはもう少し前のことを思い出してみることにした。

「確か、授業が終わった後、図書室で……目が疲つかれてて……セリオスの手紙……あっ！」

　思い出したメティアは、制服のポケットに手を突っ込んで、取り出した。

　無む残ざんに破られた、セリオスの手紙を。

「これだわ。わたしはこれを拾いに、確かに森へ行った……うん、思い出せてきた」

　森へ行って、何かがあった。何かに遭あった。

　その何かに、追われて追われて追い詰められて、セリオスに強く助けを求めた。

　死を覚かく悟ごするような極きよく限げんの恐怖と、吐はき気けを催もよおすおぞましい嫌けん悪お感かん。それらを確かに、強く感じたのだ。

「黒い服の女の人と……誰だれかがいた……確か、知ってる女の子が……ああもう、その顔さえ出てくれば、全部思い出せそうなのにっ」

　出そうで出ないもどかしさに、メティアは頭を抱かかえる。その頭を絞しぼって絞って、何とか思い出そうとする。

　──が、結局思い出せなかった。不ぶ気き味みに思いながらも仕方なく身み支じ度たくを整え、寮の食堂で朝食を摂とって、学院に向かった。

　ところが。正しよう面めん玄げん関かんまで来たところで、

「思い出したああああぁぁぁぁっ！」

　叫さけんだ。友人と談だん笑しようしつつ登校してきた、ネイに出くわしたのだ。

　賑にぎやかな朝の正面玄関で、いきなり絶ぜつ叫きようされたネイには、何が何だか解らない。

「何？　あなた確か、隣となりのクラスのメティアよね。何か用……え、ちょっと」

　多くの生徒たち、のみならず若じやつ干かんの教職員の注目を浴あびつつも、メティアはネイの手を取って走り出した。

「な、何なのよ、一体？」

「いいから、来て下さいっ！」




　校こう舎しや裏うら、森もり沿ぞいの道の、寮とは反対側の突き当たり。ここなら滅めつ多たに人はこない。

　メティアは連れてきた（引きずってきた）ネイを壁に押し付け、昨夜のことを聞いた。森に行かなかったか、黒い女性に会わなかったか、蟲むしと聞いて何か思い出さないか？　と。

　これでネイが「何訳わけの解らないことを言ってるの？」と呆あきれるようなら、あれはただの悪あく夢むだったことになる。できればそうであって欲ほしい。

　だが、

「もしかして、あなたもいたの？　あの時あそこに？」

　ネイは目を丸くして、驚おどろいた。

　そしてすぐに、厳きびしい顔つきになって、

「……だったら解ってるでしょうけど、もう二度と、森に入っちゃだめよ。もし昨日、あたしがいなかったら、あなたがやられてたかもしれないんだから」

「え？」

「え？　じゃなくて。もしあたしがあの蟲女をやっつけてなかったら、あなたが殺されてたかもしれない、って言ってるの。いい？　冗じよう談だんで言ってるんじゃないわよ」

「？？」

　話が見えない。

「あの、すみません。どういうことか説明して貰もらいたいんですけど」

「見てたんじゃないの？」

「それはその、恐怖のあまり記憶が曖あい昧まいで」

「だらしないわねえ、ただ見てただけのくせに。あなたって確か、テストの成績は学年でもトップクラスでしょう？　本来、あたしよりずっと強いはずよ」

「……すみません」

「ま、いいわ。話してあげる」

　ネイが、やれやれと溜ため息いきを吐つきながら語ったところによると。

　昨日の夜、忘れ物を取りに寮を出て学校へ行こうとした。その途と中ちゆう、いきなり森から出てきた妖あやしい人ひと影かげに襲おそわれた。

　怖こわくて逃げたが、何者かに足を摑つかまれて転てん倒とうした。振り向くと、足を摑んでいたのは蟲のような長い腕。あの女性が、腕を蟲のように変化させて伸ばして、それでネイの足を摑んだのだ。

　それで一いつ旦たん捕つかまってしまったが、女性の口の中の眼がん球きゆうを叩たたき潰つぶして何とか逃げた。すると今度は、無数の小さな蟲たちに行く手を阻はばまれ、更に女性が蟲そのものの本性を現あらわし、鋭するどい爪つめや顎あごで攻こう撃げきしてきた。

　心底恐ろしかったが勇気を振り絞しぼって戦い、苦く戦せんの末、見事撃げき退たいに成功した。

「──きっと、あれが学院七不思議の一つ、森の魔女ね。本当にいたんだわ」

　ネイは腕組みをして、難むずかしい顔をしている。

「今思えば、ちょっと前から視し線せんは感じてたのよ。ずっと、あたしを狙ねらってたようね。ま、結局はあえなく返り討うちとなったけど」

「……」

「あ、このことは言いふらさないでよ。あたし、こないだ友達と七不思議の話をした時、絶対作り話だって断だん言げんしたばかりなの。今いま更さら、実体験したなんて言えないわ。……言っても、本気で信じる人はいないでしょうけど」

「は、はい」

「ありがと。森の魔女は、時々森の外にも出てくるみたいだから、あなたも気をつけてね。もしかしたら、あたしを恐おそれてもう出てこないかもだけど、ね」

　ネイは手を振って、走っていった。

　ぽつん、と残されたメティアはというと。

『……どうなってるの？』

　ますます頭を抱かかえることになってしまった。

　全部自分の夢だった、と思いたかったが、ネイはちゃんと記憶していた。だがその内ない容ようが微び妙みように違う。

　噓うそを言っているようには見えなかったし、そもそも噓をつく必要なんてない。では実体験？　となるとメティアが見たものは一体？

「やだ、気持ち悪い……あ、そうだ！　あの時、ジム先生がいた！」

　まだ授業が始まるまでには時間がある。

　メティアは、走った。




　朝の職しよく員いん室しつ。授業が始まる前のこの時間、教室は賑にぎやかだがこちらは静かである。

　そこに突然、ドンドン！　と乱らん暴ぼうなノックの音がしたかと思うと、

「失礼しますっ！」

　ノックの返事も待たずに、いきなりメティアが大声を上げて飛び込んできた。

　何事かと先生たちが驚おどろく中、メティアは一直線にジムの席へと向かっていく。

「な、何だ？　どうした？」

「いいから、来てくださいっ！」

「ちょっと待て、おい、一体何が……」

　メティアは有う無むを言わさずジムの腕うでを摑つかんで、引っ張って行った。

　職員室を出て、廊ろう下かを歩き、校こう舎しやを出る。その道中、先生にも生徒にも変な目で見られたが、今のメティアにはそんなことはどうでもいい。

　校舎裏の突き当たりまで来て、メティアはさっきネイにしたのと同じ質しつ問もんを、ジムにぶつけた。

「ジム先生、正直に答えて下さい。昨日の夜のことなんですけど……」

　これで全面的に否ひ定ていしてくれれば、無む理り矢理納なつ得とくできる。あれはただの悪あく夢むで、ネイは自分をからかう為ために噓をついていて、偶ぐう然ぜんそれが微び妙みように合ってて微妙にズレていた、と。

　強ごう引いんだがそれで納得できる。納得しよう。とメティアは決心していたのだが、

「……そうか。そういうことだったのか。これで合が点てんがいったぞ」

　メティアの話を聞くなり、ジムは深く納得した顔をして、深く深く頷うなずいた。

「あえて悪あく夢むを残すことで、怪かい談だん話ばなしに持っていっていたとはな。完全に跡あと形かたなく消そうとするよりもボロが出にくいし、まともには怪あやしまれにくい……か。なるほど」

「あ、あの、ジム先生？」

　一人で納得してしまっているジムに、メティアは恐る恐る声をかけた。

　どうやら、夢ではなかったらしい。そしてジムは何か、知っているらしい。

　メティアの鼓こ動どうが、早くなってきた。

　だがジムは、

「ああ、すまん。ネイと同じことを言うが、このことは誰にも言うな。じゃあな」

「って、ちょっと待って下さい！　何かご存ぞん知じなら、ちゃんと説明して下さいっ！」

　去ろうとしたジムの腕に追いすがり、メティアは必死に引き止めた。

　だが、

「だめだ。このことを教えれば、お前を危き険けんに巻まき込こむことになる」

「も、もうとっくに巻き込まれてますよっ。このままじゃわたし、怖こわくて……」

　メティアは、ジムの腕を放さない。

　ジムは少し考え、周りをざっと見み渡わたして、耳を澄すませて。

　それからおもむろに声を潜ひそめて、メティアに顔を近づけて言った。

「……仕し方かたないな。じゃあ、お前の身に何が起こったかだけは説明してやる。だが、絶対に他た言ごんするなよ」

「は、はい」

　ごくっと唾つばを飲み込むメティア。

　今緊きん張ちようしているのは、話の内容への恐怖と、ジムの真しん剣けんな顔がいきなり近づいてきたこととの両方だったりする。

「お前はその女に捕まって、口の中の眼がん球きゆうを殴なぐり潰つぶしたと言ったな。その時には既すでに、奴やつの術じゆつに嵌はまってたんだろう。最初にその眼球と視線が合った時点でお前は眠ねむらされて、以後の体験は全すべて夢だったんだ」

「……ゆ、夢？　そんなはずは」

　メティアは確たしかに、感じたのだ。

　足首を捕まれた痛いたみ、蟲むしに襲おそわれた嫌けん悪お感かん、そして黒い女じよ性せいの口の中の、生なま臭ぐささまで。

　あれが、夢？

「信じられないって顔だな。それなら、俺が見たものを言ってやろう。俺は昨夜、森の中で倒れていたネイを見つけた。だが、ネイはすぐに起き上がって、しっかりした足取りで寮に帰って行ったんだ」

「えっ？　先生が医い務む室しつに担かつぎ込こんだんじゃないんですか？」

「いや。呼よびかけても返事をしなくて、様子がおかしいとは思ったがな。今朝けさも元気だったし、怪け我がをしている様子もないし」

　ネイが一人で、寮に帰った？

　あの時、あの女性に襲おそわれて、気絶したらしいネイが？　だとすると、さっきの話から考えて、ネイも眠らされたということ？

　ということは、

「もしかして、わたしも同じように？」

「だろうな。お前もネイも、暗あん示じをかけられたんだろう。普ふ段だんと同じように生活するようにと。だからお前は、自分でも知らぬ間に寮に戻もどっていた。ちゃんと着き替がえて、ベッドに入ったんだ。その間に夢を見ていた、と」

「あ、暗示……全然気付かなかったです」

　だがそう言われれば、納得もいく。

　あの時点から寮に帰り、着替えて体を拭ふいて、となるとかなり遅い時じ刻こくになる。写本や予習復習をせずに寝ねるのが自然だ。

　いつも通りの生活、を暗示で強きよう要ようされていたのならばそうなるだろう。だが、そこまで他人の精せい神しんを操あやつるというのは、とんでもなく高度な術だ。

「それから、もう一つ」

　ジムが、人差し指を立てて言った。

「ネイのことから考えて、『夢』と『暗示』に加えて、『記憶消し』もあると思われる。ネイはその女に何かされて、蟲を吐はいていたんだろう？　だが、そのことをネイ本人が忘わすれている」

「あ……」

「おそらく意識内に悪夢を刷すり込こむことで、その近くの記憶を押し潰つぶしたのだろう。お前の場合はネイと違って、記憶を潰した後で悪夢そのものも全部消えるように仕し掛かけたのだろうが、失敗した」

「わたしの場合は……って、どうしてそんなことが判わかるのですか？」

「お前がどの程度、森の中でのネイを見ていたのかその女には判らない。となると、[image: 辻]つじ褄つまの合う筋すじ書がきの悪夢を作ることができないだろう？　実際、お前とネイとの悪夢──お前たちの主観では実体験──が食い違っていたから、お前は不ふ審しんを抱いて、こうして騒ぎになった」

「あ」

「お前の方に森での記憶がなければ、ネイ一人が単なる怪談話の体験者ということで、大した騒ぎにはならないで済すんでいた。むしろ怪談話として面おも白しろがることで、却かえって現実味を薄める効果があると言える」

「……確かに、ネイさんもそんな風なことを言ってました」

　ジムは頷うなずいて、

「その女にしてみれば、ネイにはもう悪夢を見せた後だったから、お前の方の森での記憶を、完全に消し去るしかなかった。が、それに失敗したんだ。お前の見た悪夢の内容が、尻しり切きれトンボになっているのもその証しよう拠こといえる。お前の魔ま術じゆつ耐たい久きゆう力りよくが、ネイのそれよりもかなり上だったからだろうな」

「そ、そうなんですか？」

「そうとしか考えられん。他人の記憶を消去するなんて術が、そう簡かん単たんに完かん璧ぺきにできるはずはないしな。夢を見せるのは一種の幻げん術じゆつ、暗示は催さい眠みん術の強化版ばんと言えるが、記憶をどうこうするとなると、全く話が違う。第一そんなことが簡単にできるのなら、それだけでそいつは天てん下か無む敵てきだ」

「そうですね。そんな術、世界中どこの国でも開発されたなんて聞いたこと……」

　と言いかけて、メティアは固まった。

　その顔から、一気に血ちの気けが引いていく。

「……じゃ、じゃあ、一体どういうことなんです？　あの女の人は、どこから来たどういう人なんです？　どうしてこの学院で、どうしてネイさんやわたしが、」

「待て」

　ジムはメティアを押し留とどめた。

「お前の身に何が起こったかを説明するだけ、と約束しただろう。ここまでだ。これ以上のことを知れば、お前が危あぶない」

「で、でも」

　なおも食い下がるメティアに、ジムは少し厳きびしく言った。

「聞けメティア、これは遊びじゃない。いつ死人が出てもおかしくない、戦いなんだ。もうこれ以上、奴やつらに関かかわるな。解ったな？」

　叱しかり付けるような口調でメティアに言い聞かせ、ジムはこの場から去ろうとする。

　だが、必死のメティアは逃にがさない。震ふるえながらもジムの袖そでを強く摑つかんで、引き戻した。

「や、『奴ら』って、どういうことですか。あの女性、一人じゃないんですか？　仲間がたくさんいて、あの森に巣を作ってるんですか？　あの蟲を飼し育いくしたりして？」

「そ、それは」

　問い詰つめられて、ジムは口くち籠ごもる。

「もしわたしにかけた術が不完全だったってことを知られたら、わたしはどうなるんです？　記憶を消そうとしたってことは、知られてはまずいことを、わたしが知ってしまったということでしょう？」

「だから、それは」

　不安の黒こく雲うんがどんどん膨ふくらんできたメティアは、涙なみだながらに訴うつたえた。

「もういい加か減げんにして下さいっ！　何がどうなっているのか、ちゃんと教えて下さい！　でないとわたし、もう……」

　もうこの学院に、いられない。セリオスとの約束を守れないのは辛つらいが、もしあの黒い女性に殺されでもしたら、もう二度とセリオスに会えなくなる。それが一番怖い。

　ここでの辛い生活に耐たえていられるのも、セリオスとの再さい会かいという夢があるからだ。

　と訴えようとしたメティアを、

「！　……せ、せせせせ先生っ？」

　ジムはいきなり、強く抱だきしめた。

「お前のことは、俺が必ず護まもってみせる。だから、もうこれ以上は騒さわがないでくれ」

「……先生……」

「もしも奴らが本気でお前を狙ねらってくるようになったら、さすがに防ふせぎきる自信はないんだ。頼たのむ、約束してくれ」

　優やさしい、懸けん命めいな言葉。

　力強い、逞たくましい腕。

　広くて、暖あたたかい胸。

　ジムに抱きしめられてメティアは、戦争で死んだ父を思い出した。

　滅めつ多たに家に帰って来なかったが、誰だれよりも強く、優しかった父を。

『父さん……』

　メティアの恐怖が、ゆっくりと溶とけていく。

　少しだけ安らいだ顔でメティアは、ジムを見上げた。すると、

「……ちょ、ちょっと待て。ちょっと待て」

　その視し線せんに気付いたジムは、メティアの両肩を摑んで、押し戻した。

「いいか、メティア。いろいろ言ったが、何よりもまず俺は、この学院の教きよう師しだ。だから生徒を心配するのは当然で、それに、」

　こほん、と咳せき払ばらいをして、

「お前は学生、学業が本分だ。だからその、何だ、真ま面じ目めに勉強しろ」
















　メティアは、きょとん、としている。

「えい、つまりだ、お前を護るとは言ったが、必要以上に親しん密みつになるのは問題があると、」

「……ぷっ」

　メティアは思わず、噴ふき出した。

「な、何がおかしい」

「何がって……わたし今、心の底から本当に、怖かったんですよ？　だけど、先生に護ってやるって言われて、凄すごく安心できて……」

　怖さで溢あふれた涙を拭ぬぐいながら、メティアは今、笑え顔がおだ。

　というか、笑いを堪こらえている。

「なのにその直後、先生がそう来るだなんて、何だか、とっても、予想外だったというか」

「？　何なんだ」

「いえ、その……もう大だい丈じよう夫ぶです」

　ジムを見上げるメティアの目に、もう涙はない。恐怖もない。

　そしてはっきりと、言った。

「わたし、先生を信じます。昨日のことは誰にも言いませんし、もう森に行ったりしません。ですが、」

「何だ？」

「えと……あの」

　メティアは少しだけ言い淀よどんで、ジムから目を逸そらした。

「わたしにお手伝いできることがあったら、遠えん慮りよなく言ってください。わたしはこの学院の生徒ですから、学院を心配するのは当然でしょう？　それに先生を敬うやまい、慕したうことも、生徒としては自然なことではないかと」

「……ったく、お前は」

　ぽん、とメティアの肩に、ジムが手を置いた。

「解った。憶おぼえておこう。だがくれぐれも、勝手なことはするなよ。先生の命令だ」

「はい。生徒として、従したがいます」

　頷うなずくメティアの顔は、まるで絶望的な最前線から生せい還かんして、家族と再会した兵士のよう。

　信しん頼らいと、安心に満ち溢あふれていた。

「おっと、そろそろ授じゆ業ぎようが始まる。急ぐぞ」

「はいっ」

　二人は揃そろって、校こう舎しやの裏うら口ぐちへと走った。

　──この時メティアは、己おのれに注そそがれる強い視し線せんに気付かなかった。ジムとメティアの後をつけ、校舎裏口から出て森に身を隠かくして、今もじっとメティアを見ている人物の存そん在ざいに、気付かなかったのだ。

　メティアの背せから胸へと、視線だけで貫つらぬいて射い殺ころさんばかりの目。メティアは武ぶ術じゆつの達人でも何でもないので、その強い憎ぞう悪おを感じ取ることができなかった。

「あのネズミ……！」




　何事もなく数日が過すぎた。メティアにとっては事じ件けん以前に比くらべて、学院での生活が少し楽しくなっていた。あれ以来、何かとジムが気にかけてくれるようになったからだ。

「その本、資し料りよう室しつに運ぶのか？　ついでだ、俺おれが持って行ってやる」

「どうせ昨日も遅おそかったんだろ。たまには早く帰って、やること済すませて速すみやかに寝ろ。先生の命令だ」

「職しよく員いん室しつの整理をしてたら出てきた、古い参考書だ。捨てるのも勿もつ体たい無ないから、お前にやろう」

　そんなある日のこと。

　昼休みが終わって、図書室に行っていたメティアが教室に帰ってきた。これから今日の最後の必須科目、魔術史の授業だ。

　席に着いて、教科書を出そうとする。と、

「ん？」

　机つくえの中に、覚えのないものが入っている。ペン入れぐらいの、細長い箱のようだ。

　何かと思って出してみると、やはり箱だった。それも豪ごう華かにラッピングされた、一目でプレゼント用だと判わかる箱。

　飾かざられている赤いリボンには一枚まいのカードが差してあり、そこに差出人らしき名前が書かれている。

　ジム、と。

『えっ!?　ジ、ジム先生が……わたしに？』

　思わず大声を出しそうになり、慌あわててメティアは口をつぐんだ。丁ちよう度ど教室に入ってきた魔術史の先生が、怪け訝げんな顔をしてメティアを見る。

「どうした。宿題でも忘わすれたのか？」

「あ、い、いえ。何でもないです」

　メティアはとりあえずごまかして、その場をやり過ごした。

　授業が進み、先生のマークが外はずれたところで、そうっと机の下でリボンを解ほどき、箱を開けてみる。

『あ……』

　中に入っていたのは、綺き麗れいなペンダントだった。炎ほのおのような赤い宝ほう石せきを花びらのような金きん細ざい工くが囲んだデザインで、赤色と金色とが互たがいの輝かがやきを引き立たせている。机の下で、しかも手の中にあるのに、眩まばゆく輝いているように見える。

　いや、ただ輝いているだけではない。メティアはペンダントを持つ手に、まるで炎のような熱ささえ感じていた。

『もしかしてジム先生は、知っていて……』

　街へアルバイトや買い物に出る時、メティアはよくジュエリーショップに立ち寄っては、じっと店先で宝石類を眺ながめていた。

　高価な物はもちろん、どんな安物であろうとも、ペンダントだのネックレスだのイヤリングだのに使う金などない。そんな物を買える余よ裕ゆうなど、メティアにはない。

　それは解わかっている。だからこそ、いつもいつも、ただじっと眺めていたのだ。

　その姿すがたを、もしかしたらジムに見られていたのかもしれない。

　……考えてみたら、かなり恥はずかしい。

　だがそれ以上に、嬉うれしい。

『ありがとうございます……ジム先生』

　メティアはペンダントを胸に抱き、今もどこかで授業をしているのであろうジムに、感かん謝しやの念ねんを捧ささげた。

　それから顔を上げ、先生が黒板に向かった隙すきをついて、素早くペンダントを首に下げた。

　飾かざりは見えないよう、胸むな元もとに滑すべり込こませる。鎖くさりだけは首くび筋すじから少し見えてしまうかもしれないが、よほど注意して見なければ判わからないだろう。

　これでよし、とメティアは授業に戻った。ペンを構かまえて、黒板を見る。

『あっ。ジム先生に、何かお礼をしなくちゃ。何がいいかな……』




　結局メティアはペンを構えたポーズだけ、殆ほとんど先生の言うことは耳に入らないまま、魔術史の講義が終わった。

　時じ報ほうの鐘かねがなり、先生が教科書と出しゆつ席せき簿ぼを片かた付づける。生徒たちも慌あわただしく教科書類を鞄かばんに突っ込んで、教室を出て行こうとする。メティアはこれから、選択科目の教室に移い動どうだ。

　と、その時。

「ああっ！」

　メティアの隣となりでルメールが、大声を上げた。

「ない！　私のペンダントが！」

　鞄の中を探さぐりながら、ルメールが騒さわぐ。何だ何だ、と先生も近づいてきた。

「どうしたんだ、ルメール。ペンダントがない、って？」

「はい。この鞄に、いつも御お守まもり代わりに入れてたペンダントが、なくなってるんです」

　と先生に訴うつたえたルメールは、もう一度鞄を探ってからメティアに視線を移うつし、

「ちょっとあなた、知らない？　いつも私がこの鞄に入れてる……」

　その視線が、メティアの首元に移った。

　それを、メティアも感じ取る。

「あ、あの、これは」

「動かないでっ！」

　ルメールはメティアに飛び掛り、メティアの首にかかっていた金の鎖を摑つかんだ。

　そして乱暴に引っ張り出す、と、

「……これはどういうことかしら？」

　赤い宝石の、金色の花びらの、飾りが出てきた。

　ルメールはメティアに何も言う暇ひまも与あたえず、ペンダントを素す早ばやくメティアの首から抜き取ると、赤い宝石を摘つまんで少し捻ひねった。すると、宝石は簡かん単たんに外はずれてしまう。

　その宝石を、ルメールはメティアに見せた。

「よく見なさい。この宝石の裏側を」

　ペンダントに埋うめ込こまれていた側、外からは見えなかった部分に、何かが刻きざまれている。

　動物、獅し子しの顔を象かたどった模も様ようのような。

「これはね。お父様がこのペンダントを私の為ために作って下さった時、彫ほらせたもの。我わが家の紋もん章しようよ」

「紋章……」

「そう、紋章。つまり、このペンダントが私のものである動かぬ証しよう拠こよ。これと同じものは、世界中どこにもないの。私の、この鞄から盗ぬすまない限かぎりはね」

　ルメールが、ペンダントを翳かざしてメティアに詰つめ寄よった。

「説明して貰もらいましょうか？　……あ、その必要はないわね。状じよう況きようが全すべてを語ってるわ」

　授業が終わった直後の、本来なら賑にぎやかなはずの教室が。

　まるで深夜の森のように、静まり返った。




　メティアが、魔術史の先生によって学院長室へと連れて行かれた後。

　いつもはとっくに空からっぽになっているはずの教室で、ルメールを囲んで生徒たちが大騒ぎしていた。

　寮や学院に外部から泥どろ棒ぼうが入ったとか、生徒がテスト問題を盗み見たとか、そういう事件はたまにある。が、学内で生徒が盗みを働くというのは滅めつ多たにないことである。

　少なくとも、この学年では初耳だ。

「メティアって、貧びん乏ぼうとは聞いてたけどねえ。まさかクラスメートの物を盗まなきゃならない程ほど、切せつ羽ぱ詰つまってたとは……」

「あら。貧乏だからって、切羽詰まってるからって、盗みをしていいなんてことにはならないわよ」

「そうは言ってないでしょ。あたしが言いたいのは、」

　ひとしきり、皆がメティアに対して意見を出したところで、ルメールが言った。

「貧乏とかお金がないとか、そういう問題だけじゃないわよ、みんな」

「え？　どういうこと」

「ほら、こないだの朝。あの子がジム先生を引っ張っていたの、誰か見なかった？」

「あ、あたし見た。何だか凄すごい顔してたよね、あの子」

「あたしも。何なのかなと思ってたけど」

　あの時、悪あく夢むの恐きよう怖ふに突つき動かされていたメティアの様子は、多くの目撃者に深く印象づけられていた。

　ルメールもその一人だ。だからこそ後をつけた。そして話は聞こえなかったもののしっかりと、目に焼き付けたのだ。

　二人っきりの、あの光景を。

「あの子はね、ジム先生に取り入ってたのよ。笑っちゃうけど、自分で可愛かわいいつもりなのかしらね？」

「噓うそっ!?」

「本当よ。私は見たの。あの子が、ヘタな演えん技ぎでジム先生に泣きついてたのをね！」

　ルメールは、吐はき捨すてるように言った。

　それから、少し落ち着きを取り戻した顔で、溜ため息いきをつく。

「根こん本ぽん的てきに人間が腐くさってるのよ、あの子は。つくづく、この学院の恥はじよね……メティア＝クルーロルの名は」




　放ほう課か後ごという時間にも拘らず、噂うわさはあっと言う間に学院全体に広がった。生徒も教きよう師しも、皆口々に噂している。

　そして当のメティアは、学院長室にいた。

「あなたがまさか、こんな子だったなんて」

　学院の一階の一番奥おく、豪ごう華かな調ちよう度ど品ひんに埋うめ尽つくされた部屋。メティアがこの学院に来た初日に、挨あい拶さつに訪おとずれた部屋だ。

　ここは、普段は生徒が立ち入ることなど絶ぜつ対たいにない場所。なので、さすがにこの部屋の前には、ヤジ馬生徒たちも集まっていない。

　その部屋の中を、学院長がぐるぐると行ったり来たりしている。そしてその中心で、メティアが俯うつむいて立っている。

「あなたの、質しつ素そな生活振ぶりは聞き及およんでいます。そして、成績の優ゆう秀しゆうさも。私はあなたの将しよう来らいを、楽しみにしていたのだけれど……学院の規き律りつは枉まげられないわ」

「……」

　メティアは混こん乱らんしていた。ジムがルメールの物を盗むはずなどない。ましてそれを、メティアの机つくえに入れるだなんてあり得ない。

　あり得るとしたら……ルメールだ。ルメールが、この状況を招まねく為ためにやったとしか思えない。

　だが本当に？　このままでは間違いなく、メティアは退学だ。

『そ、そこまでして、わたしを？　そんな、いくら何でも』

　だが現げん実じつは現実だ。そして今、ここで退学になったりしたら。

　セリオスとの約束が……

「仕方ないわね。残念だけどあなたは、」

「わ、わたし、盗んでなんかいません！」

　メティアは顔を上げて、訴うつたえた。

　学院長が、机の上に置いておいた『証しよう拠こ品』を拾い上げてメティアに見せた。

「盗んでない、ですって？　ではどうして、このペンダントをあなたが持っていたの」

「そ、それは……誰かが、こっそりとわたしの机に入れて」

「誰かが入れた？　誰が入れたというの？　その証拠は？」

　証拠。と言えば、あの箱とカードか。

　だがあんなもの、メティアが自分で用意していたと言われればそれまでだ。それに万一信用されたら、今度はジムに疑うたがいがかかってしまう。

『言えない……でも、このままじゃ……』

「どうしたの？　まだ、他に何か言うことがある？」

　学院長の声が、刺とげ々とげしくて痛いたい。

「言い逃のがれをして、誰かに罪つみをなすりつけようなんていうのは、人として最低よ」

「……」

「大人しく認みとめなさい。自分が盗んだ、と」

「……盗んで、ません」

　消え入りそうな声で、メティアは否ひ定ていした。

　学院長が、声を荒あらげる。

「いい加か減げんにしなさいっ！　例えあなた自身が否定し続けても、証拠が揃そろっている以上、退学は免まぬがれないのよ？　だったら潔いさぎよく認めて、償つぐなうことを考えたらどうなの」

「……わたし、盗んでませんっ」

「まだそんなことを！」

　と、その時。ドアがノックされて、

「失礼します」

　ジムがドアを開けて、一礼した。

『ジ、ジム先生……』

「何？　今、重大な話の最中よ」

　ジムは学院長の手にあるペンダントを見て、

「ああ、やっぱり。だめじゃないかメティア君。君の気持ちは嬉うれしいけど、誤ご解かいを招まねくような態たい度どはだめだ」

　と言いながら部屋に入ってくると、学院長の手からペンダントをするっと抜ぬき取った。

「このペンダントは、私がメティア君にあげた物なんです」

『えっ？』

「なんですって？」

　学院長は、目をぱちぱちさせてジムに近づいた。

「ど、どういうことなの、それは」

「学院長もご存ぞん知じでしょう？　この子は学内随ずい一いちの苦学生なんです。ですがやはり年とし頃ごろの女の子、こういう物の一つくらいは欲ほしいだろうと思いまして」

「でもこれは、ルメールさんの……」

　と、ジムの後ろからルメールが入って来た。

　ちらりとメティアの方を一いつ瞬しゆん見たが、すぐに目を逸そらす。

「実はですね学院長。これは元々、私がルメール君からプレゼントされた物なんですよ。大事な御守りですが、だからこそ先生に受け取って貰もらいたい、と」

「あなたが？」

「はい。自分で言うのも何ですが、私はモテますから。こういうことは珍めずらしくないんです。で、これがまた見み事ごとなペンダントだったもので、つい。どうせ私自身が首にかけられる物ではないですしね。ならば有ゆう効こう活用をと」

「つまり……あなたはルメールさんに貰った物をメティアさんにあげた、と？」

　ジムは頷うなずいて、

「ルメール君には悪いと思ったんですけどね。ちゃんと女の子に使って貰った方が、ペンダント君も喜ぶかな、なんて」

　学院長は、ルメールに視し線せんを移うつした。

「本当なの、ルメールさん」

　ルメールは、またちらりとメティアを見て。

　それから、ジムの顔を見て。

　最後に、学院長の方に向き直って、

「……はい。ジム先生にプレゼントしたのを忘わすれて、まだ自分が持ち続けてると思い込んでいたんです。私の勘かん違ちがいです」

　ルメールは、学院長に頭を下げた。

　学院長は三人を見み渡わたして、

「……呆あきれたものね。中でも一番呆れたのは、あなたですよジム先生。生徒からプレゼントを受け取るだけならまだしも、それを別の生徒にプレゼントするだなんて。いいえ、仮かりに自分で買ったものだとしても同じことです」

　今度はジムが、学院長に頭を下げた。

「えこひいきをしてしまった、という点については反省してます。私がそう言われるのを心配して、メティア君も言葉を濁にごしていたのでしょう。ではこのペンダントは、この場で元の持ち主に返すということで」

　ジムはペンダントを、ルメールの手に握にぎらせた。

「これでいいな、二人とも？」

「えっ……は、はい」

「……はい」

　メティアは、戸と惑まどいながら頷く。

　ルメールは、誰の顔も見ずに頷いた。

　学院長はふう、と息をついて、

「やれやれ。メティアさんも、今後は先生からのプレゼントなど期待しないように。解りましたね？」

「はい」

「お騒さわがせしました、学院長」

　メティアとジムが頭を下げると、学院長はうむっと頷いて、

「窃せつ盗とう事じ件けんでないのなら、結けつ構こうです。下がって宜よろしい」

　三人は、一礼して学院長室を出た。

　そしてドアを閉しめる。と、すぐに、

「……私、今日もダンスのレッスンがありますので。お先に失礼します」

　ルメールが、一度だけ一いつ瞬しゆんだけ、メティアをギロリと睨にらんでから、走り出した。

　廊ろう下かの角を曲がって、すぐに見えなくなる。

　半分以上沈しずんだ夕陽の射す廊下に、メティアとジムだけが残された。

「あの、先生……」

「しっ。歩け」

　ジムは、ゆっくりと歩き出した。メティアもその後に続く。

　学院長室から充じゆう分ぶんに離はなれてから、ジムはメティアに語り出した。

「事件の話を聞いてすぐに、俺はルメールを呼び出して、カマをかけたんだ。『お前がメティアの机つくえに入れてるのを見た』ってな」

　メティアが、足を止めた。

　ジムも足を止めて、振り返る。

「劇げき的てきに顔色が変わったよ。証拠も何もないのに、一いつ切さい言い訳わけしなかった。……認みとめたんだ。自分がやったと」

「えっ？」

　やはりルメールだったのか。

　いや、そんなことよりも、あの気の強いルメールが、あっさりと認めた？

「それで『無実の人間を陥おとしいれるのは許ゆるされないことだし、お前を犯はん人にんとして追及したくもない。事件を消すのに協力してくれ』と説得して、こうなったという訳だ」

「……あの、えと……」

「つまり、だな」

　ばつの悪そうな顔でジムが言った。

「ルメールにとっては、証しよう拠このあるなしはどうでも良かったんだ。とにかく、俺おれに悪い感情を持たれるのが嫌いやだった。お前を陥れようとする気持ちよりも、そっちの方が強かった。そう読んで、そこに賭かけたんだ」

「先生に、悪く思われたくなかった、から……？　ということは」

　さすがのメティアも、ようやく気付いた。

　ルメールは、ジムのことが好きなのだ、と。

「ルメールの乙おと女め心ごころを利用したみたいで、あまり褒ほめられたやり方じゃないがな。が、自じ業ごう自じ得とくでもある。それに約束通り事件は消したから、ルメールも追及されなくなったのだし。……ただ、お前が被ひ害がい者しやとしてルメールを追及することもできなくなったがな」

「そ、そんな」

　メティアは、ふるふると首を振った。

「そんなこと、もう考えてません。先生が助けて下さっただけで、充じゆう分ぶんです」

　ジムは少し笑って、

「はは、そう言って貰もらえると助かるな。俺としても、事情はどうあれこんな事件で生徒を責せめたくはないからな。……だがそれにしても、本当に優やさしいなお前は」

「と、とんでもないです」

　実は今、少しだけ、メティアは胸むねにチクッときた。ジムに、一言でいいから、ルメールを責めて欲しいという気持ちがあった。

　だがその痛みは、すぐ後の「本当に優しいなお前は」ですぐに消えた。同時に、ルメールを責めて欲しいという気持ちも、消えた。

『ジム先生がそう思っておられるのなら、わたしがいつまでも恨うらんだりしちゃいけないわよね……』

　メティアは、自分の心の中で痛む傷きずと燃もえる火が、ジムの存そん在ざいで鎮しずめられていくのを感じていた。

「先生……本当にありがとうございました」

　そんなメティアの肩かたに、ジムが、ぽん、と手を置く。

「お前のことは護まもる、と言っただろ？　教きよう師しとして生徒を心配するのは当然だ、とも」

「……それなら、わたしも、言いましたよね」

　メティアは肩に置かれたジムの手に自分の手を重ねた。

　そして、鼓こ動どうの高まりと顔の火ほ照てりを自覚しながら、ジムを見上げた。

「生徒が先生を敬うやまい、慕したうのも当然です……って」

「言ってたな。確かに」

　ジムが微笑ほほえんだ。メティアも微笑みを返す。

　人ひと気けのない、夕ゆう陽ひの射す廊ろう下かで、二人はずっと見つめ合っていた。




　生徒たちにとって興きよう味みのある噂うわさ話は、あっという間に学内全ぜん域いきに広がる。が、そうでない噂話の広がりは遅おそい。

　メティアの疑ぎ惑わくが晴れたという話が広がるのには、次の日丸一日を要ようしてもまだ足りなかった。未いまだに、メティアを疑いの目で見ている者は多い。

　だがもうメティアは、気にしていない。この学院で生き抜く為ための希き望ぼうが、セリオスからの手紙の他に、もう一つ増ふえたから。

『ジム先生のこと、どんな風に書いたらいいかなぁ』

　一日の授業を終え、放課後の自習も終えたメティアは、学院を出て寮に向かっていた。一度鞄かばんを置いて、それから街へ出てバイトに行く。仕事を終えたら貸かし本屋に寄って帰ってくる、というのがいつものコースだ。

　校舎北側の裏うら口ぐちから出て、森と校舎の間の狭せまい道を歩きながら、メティアはセリオスへの手紙の文面を考えていた。昨日からずっと、このことで悩なやみっ放ぱなしだ。

　ペンダントの一件は、自分の胸だけにしまっておくには、もったいない。ぜひセリオスにも、詳くわしく伝えなくては。

「全部きちんと説明する為には、ルメールさんのことから書かないといけない……そこが問題なのよね」

　足を止めて、メティアは考え込んだ。

　セリオスに心配はかけたくない。だから今までずっと、手紙には「たくさんの友達と仲良くやっている」と書き続けてきた。

　今いま更さらそれを変える訳にはいかない。でもどうしても、ジム先生のことは伝えたい。

　ではどう書くか……と悩んでいると、

「私が、何ですって？」

　森の方の木こ陰かげから、ルメールが出てきた。

　同時に、後ろからもファロンが。二人で、メティアを前後に挟はさむ形になる。

「……」

　三人が、無む言ごんで縦たてに並ならぶ。

　息苦しさを感じながら、メティアは言った。

「あ、あの……その、わたしは、気にしてませんから。今度のこと」

「はあ？」

　ルメールが、顔を歪ゆがめて大おお仰ぎように首を傾かしげた。

　その顔を見て、その声を聞いて、メティアは思った。入学初日、この道を歩きながら話した時のルメールとは、明らかに違っている。

　自分に向けるルメールの気持ちが、あの時とは全く違っているのだ。

　成せい績せきのこと、ジムのこと、そして今回の事件のこと。確かにあの頃ころとは、メティアとルメールの関係は変わっている。

　しかし。本当に、それだけだろうか？　今のルメールがメティアに向けている敵てき意い……いや『悪意』は、まるで毒の煙けむりのよう。向かい合っているだけで、息が詰つまる思いだ。

「私が思うにね、あなたは病気なのよ」

　ルメールは、軽い口調で言った。

　どこか冷ややかな、感情の薄うすい声で。

「頭の中というか、心がね。病気なの。だから、先生をたぶらかして評ひよう価かを上げてもらおうなんてこと考えるのよ。だから、」

　メティアに発言の機会を与あたえず、ルメールは一気に言った。

「薬、飲ませてあげるわ」

　そのルメールの言葉と同時に、ファロンがメティアに背はい後ごから襲おそいかかり、羽は交がい絞じめにした。

　身動きできなくなったメティアに、ルメールがゆっくりと近づいていく。嬉うれしさと興こう奮ふん、憎にくしみと軽けい蔑べつの混ざった、形けい容ようしがたい笑顔を浮かべて。

　メティアは、得え体たいの知れない恐怖に捕とらわれ、抵てい抗こうする気力を削そがれてしまっていた。
















「な……何、を……」

「言ったでしょ？　薬を飲ませてあげるのよ。ここの、森の特産品をね」

　と言ってルメールがポケットから出したのは……ギチギチと鳴く、あの黒い、脚の長い蟲むしだった！







　　　第四章　人知れぬ戦士たち







　メティアの頭の中に、悪あく夢むが蘇よみがえった。

　あの森の中で見た、悪夢。悪夢かと思っていたら現実だったという、極きわめつけの悪夢。

　黒い、脚あしの長い、異い様ような蟲むしを吐き出していたネイ。それを見下ろしていた黒い女性。

　ジムが来てくれて助かった、と思ったら黒い女性に追いかけられて、襲おそわれて、でもそれは見せられた悪夢で……

「ほら、口を開けなさいっ！」

　ルメールは左手で、メティアの両りよう頰ほおを下から力一杯摑んだ。メティアの口の中で頰肉が歯に強く食い込み、その激げき痛つうで口が縦たてに開かれた。

　その隙すき間まにルメールは、右手に持ったものを押し込んでいく。

　手の平より少し小さいぐらいの、黒い蟲を。

　メティアの、口の中に。

『や、やめてええええぇぇぇぇっっ！』

　口を固定されているメティアは、悲鳴を上げることもできず、呼こ気きだけで喚わめき散ちらし、叫さけんだ。

　だがもう殆ほとんどの生徒は下校し、残っている職しよく員いんは学内の各所でそれぞれの仕事に従じゆう事じしている。

　通りかかる人もないこの場所では、潰つぶれた声など誰にも届とどかなかった。

「ほら、これで……よしっ」

　ルメールは蟲の触しよつ角かく、頭、胴どう体たい、そして脚、と全すべてをメティアの口の中に押し込み終えた。こうなるとメティアとしては、嚙かみ潰してしまうのを避さける為ため、ヘタに口を動かすこともできない。

　口の中で蟲の匂におい、口の中で蟲の味、口の中で蟲の舌した触ざわり、口の中で蟲の動く感かん触しよく。それら全てが猛もう烈れつな吐はき気けを催もよおし、メティアは嫌けん悪お感かんと苦しさで気が狂くるいそうになった。

　厚あつい涙の幕まくの向こうで、ルメールが一歩下がった。もう許ゆるしてくれるのか、と思ったら、

「ほらっ！」

　ルメールは両手で、メティアの肋ろつ骨こつを左右から同時に挟はさみ込むように打った。一瞬、肺の中の空気が吐き出され、次の瞬間、逆転して吸い込まれた。

　その風に乗って、唾だ液えきと共に蟲が、メティアの喉のどの奥に滑すべり込こんでしまう。

　ごくっ、と。

「～～～～っっ！」

　この時ようやく、ファロンがメティアを解放した。

　メティアは、両手で喉を搔かき毟むしりながら倒れ、制せい服ふくを砂すなまみれにして転がり廻まわる。そうして激しく咳せき込こんで、飲み込んでしまった異物──物は物でも生物──を吐き出そうと試こころみた。

　だが、口と喉を引っかきながら胃に落ちてしまった六本脚の異物は、出てきてくれない。

「げぶ、げぼっ！　ぅぐあ、ぅうっ……！」

　苦しみ悶もだえ、転がるメティアを、ルメールは冷ややかに見下ろしている。

「ふん。これに懲こりたら、二度と私に並ぼうなんて、まして上に立とうなんて考えないことね。まあ、まともに勝負すれば、この私があなたなんかに負けるはずはないけどね」

　優ゆう雅がな仕し草ぐさで髪かみをかき上げながら、ルメールは笑顔で言った。

「要は、個人的に先生に取り入ろうだなんて姑こ息そくな真似まねをしなければいいのよ。解った？　解ったわよね、ネズミさん？」

　メティアは、答えない。答えられない。

　今やっと、何とか、嘔おう吐とすることに成功したところだ。朝食と昼食の消化中のどろどろが、胃い液えきと唾だ液えきと混じって口から溢あふれてくる。

　だがそれでも、蟲は出てきてくれない。

「うげうぅ……っ、ぐ、あぅ、」

　眼鏡めがねは外はずれ、三みつ編あみも乱みだれ、苦しそうに嘔吐し続けるメティア。その様子を見て、

「まだしばらくかかりそうね。いいわ、放っておきましょ。行くわよ、ファロン」

　ルメールは、もう用はないとばかりに歩き出した。

　ファロンはちょっと、不安げにメティアを見て足を止めたが、

「ふ、ふん。どーせ、すぐにケロっと忘れて、二、三日もすれば治なおってるのよ。いつもそうだし。大げさに騒さわいだって、心配なんかしないからね」

　ルメールの後について、行ってしまった。

　後に残されたのは、

「はぁ……はぁ……っ……ううっ……」

　あっという間に体力も気力も根こそぎ奪うばわれ、憔しよう悴すいしきったメティアが、ただ一人。

　地面を転がり回り、砂だらけの傷だらけになって、胃の中の物を全部吐き出して。

　惨みじめさと、消えない嫌悪感とで胸を一杯にして、倒れていた。

『ど、どうして……どうしてこんなこと……わたしが、何をしたっていうの？』

　実じつ際さいに腹はらの底まで抉えぐられ傷つくと、心の奥おくにまで深くダメージを負おう。メティアは入学以来始めて、何もかもが嫌いやになった。そして、泣いた。泣いた。

　もう帰りたい。ここにいたくない。こんなところにいたら、この先どんなひどい目にあわされるか解わからない。

　こんな時頭に浮うかぶのは、ただただ嫌なことばかり。入学以来の数々の失望、ルメールの嫌がらせ、そして……蟲。森の蟲、悪あく夢むの蟲、ルメールの蟲。

「もう、嫌……嫌、こんなの……嫌……」

　メティアは、力の入らない体を無む理り矢理動かして、何とか立ち上がった。普ふ段だんの二十倍は重く感じる眼鏡めがねを拾ひろって、かけ直す。

　このまま寮りように戻って荷物をまとめて、ここを出て行く。

　そう、しようとしたのだが、

『……うぅ……っ』

　寮に向かって歩き出そうにも、足が動かない。何かが、強く引き止めている。

　心に聞こえてくる声。それはこの世に残る唯ゆい一いつの肉親、最愛の弟との約束。

　どんなに辛つらい時も、苦しい時も、語り合い励はげまし合った約束。




「父さんや母さんみたいに、みんなを護まもって戦える人になろう」




　セリオスの真まっ直すぐな瞳ひとみが、今、目の前にいるかのように思い出される。

　だがそれでも、今、胸の中にあるものは重く、暗く、強い。

『わたし……わたし、もう……』

　逃げよう、出て行こう、とメティアは思う。面おも影かげと現実と、メティアの心の中で激しい綱つな引ひきが行われた。一方は学院から出て行こうとする力──ルメール・蟲・黒い女性。そしてもう一方は学院に残ろうとする力──セリオスとの約束。

　……そうやってどれぐらいの時間、メティアの足は固まっていただろうか。やがてメティアは、少しずつふらふらと、歩き出した。

　その向かう先は、ウードミトリィの校こう舎しや。綱引きの最中、メティアの心の中にもう一人、思い出された人物がいたからだ。

『先生……助けて……』

　メティアは、微かすかにそよぐ風に体を揺ゆらされながら、弱々しい足取りで歩いていった。




「どうしたんだ、メティア？」

　幸運だった。メティアは校舎に入ってすぐ、廊ろう下かでジムと出会うことができた。

　汚よごれ、乱みだれた制服と髪かみ。擦すり傷きずだらけの腕うでや脚あし。口の端はしからは何か垂たれているような気もする。こんな姿すがたで、もし他の先生に出会ったら、どう言えばいいのか。

　いや、それはジムでも同じことだ。自分がどんなことをされたか、説明しなくては……と、そこまでがメティアの思考の限げん界かいだった。

「せ……せんせい……」

　メティアは、ジムの胸に縋すがりついた。涙が溢あふれてきて、嗚お咽えつが息を詰つまらせて、思うように声が出せない。いや、それ以前に頭の中がぐちゃぐちゃで、まともな言葉を紡つむぐことができない。

　体からも、どんどん力が抜けていく。手も足も、ジムの服を摑つかんでいる指も、痺しびれるように力をなくしていく。意い識しきはあるのに、体だけが気を失っていくような感覚だ。

　そのまま、倒たおれてしまいそうになったメティアは、ジムに、

「お、っと」

　両腕で支ささえられ、軽々と抱だき上げられた。

「あ……」

　メティアが小さな声を漏もらすと、ジムは、

「今は、何も言わなくていい。何も考えなくていい。とりあえず、俺がここにいるんだ。だから、安心しろ」

　間近でメティアの顔を見つめて、言った。

『せんせい……』

　メティアは、まるでお姫ひめ様さまのように抱っこされている。

　ジムの腕の温あたたかさと力強さ、その声と言葉の優やさしさが、メティアの心を包つつみ込こんでいく。

『せんせい……せんせい……』

　何も言わなくていい、という言葉にメティアは甘あまえた。

　ジムに抱きかかえられ、医い務む室しつに連れて行かれる間、メティアは一言も喋しやべらなかった。

　ただ、ジムに縋りついて泣いていた。




　ウードミトリィの医務室。

　養よう護ごの先生はいなかったので、ジムがメティアをベッドに寝ねかせた。そして、水の入ったコップと、薬品棚だなから粉薬を一袋ふくろ、取り出して持ってきた。

　袋を丁てい寧ねいに開いて、コップと一いつ緒しよにメティアに渡す。

「ほら、とりあえずこれを飲んで落ち着け」

「……ありがとうございます……」

　メティアはコップと薬を受け取った。重い。

　相変わらず体に力の入らないメティアだったが、どうにかこうにかふんばって、コップと薬を落とさないよう、支える。

「こんなことを言っても、慰なぐさめにはならんかもしれんが、その……」

　ジムは言葉を選びながら、言った。

「あの森は確かに不ぶ気き味みだが、例の奴やつら以外、危き険けんな生き物はいない。キノコでもヘビでも、毒のあるやつはいないんだ。もちろん虫もな。だから安心してくれ、と言うかその、」

　ジムは、何とかメティアを落ち着かせようとしてくれているらしい。

　メティアはそれだけでも少し嬉うれしくなった。心の傷の痛みが、少しだけ和やわらいだ。

　ジムと会えて良かった、と心から思う。もしジムがいなかったら、今頃自分はこの学院からいなくなっていたかもしれない。セリオスとの約束を破って。考えるだけで恐ろしい。

　あるいは踏ふみ止とどまって……それはそれで、どうなっていたか。想そう像ぞうするだけで恐ろしい。

　だが現実には、ジムはここにいる。目の前にいる。

　自分を気き遣づかい、護まもろうとしてくれる人が、側にいる。それだけで充分だ。

　ジムは医務室に来てから、いや廊ろう下かで会ってからずっと、メティアを心配そうに見つめ、声をかけてくれている。

　その視線が、言葉が、全てが嬉しい。

「とにかく、その薬を飲んで安あん静せいにしてれば、大丈夫だ。二、三日腹はら具ぐ合あいは悪くなるかもしれないが、深しん刻こくなことにはならない」

「はい」

　メティアは、薬の包みを口に近づけた。

　ゆっくりと、飲もうとする。

「口や喉のどの引っかき傷だけは、ちょっとかかるかもしれないが……」




　ぼとっ




　薬とコップが、メティアの膝ひざの上、シーツの上に落ちた。

　水が粉こな薬ぐすりと混まざって、シーツの上に染しみとなって広がっていく。

「ど、どうした、メティア？」

　ジムが、メティアの顔を覗のぞき込こんだ。

　メティアの顔が、前にも増まして青白くなっている。

「……先生……」

　冷たい汗あせが頰ほおを流れていくのを感じながら、メティアはシーツの染みを見つめて、独ひとり言ごとのように言った。

　ジムの顔は見ないで、言った。

「どうして……知っているんです。わたしが、さっき、されたこと……」

「えっ？」

「見て、いたんですか？　わたしが……されて、ずっと、苦しんでいたのを」

　メティアの全身が、小こ刻きざみに震ふるえ出した。

　ジムの、何が起ころうとも生徒を責せめたくはないという気持ちは解わからなくはない。だが、さっきの、あの時、あの光景を見ていながら、ルメールが立ち去った後にも、助けてくれなかったというのか？

　それではまるで、蟲むしを吐はいて苦しむネイを見下ろしていた、あの夜のあの森の、あの黒い女性と同じではないか。

『──まさか！』

　メティアの心に、決定的な、恐ろしいものが凍こおりついた。

　もしかして、みんながグルだったら？　ルメールも、あの黒い女性も、森にいる蟲たちも、そして、ジムも。

　みんなが、それぞれ、いろんな角度からいろんな方法で、じわじわと、メティアを痛めつけて楽しんでいるとしたら……

「あ、あ、あ、あ、」

「おい、メティア？」

　ジムの声が聞こえ、その手がメティアの肩かたに触ふれた瞬しゆん間かん、

「嫌いやああああぁぁぁぁっ！」

　メティアはジムの手を払はらいのけて突き飛ばして、医務室から逃げ出した。

「おい、待て！　落ち着けメティア！」

　メティアを励はげまし、倒れそうな心を力強く支え、優しく暖めてくれたジムの声。

　だがその声も、今のメティアには獲え物ものを狙ねらう恐ろしい肉にく食しよく獣じゆうの咆ほう哮こう……いや、肉食蟲ちゆうの羽は音おとにしか聞こえなかった。




　ただひたすら、メティアは逃げた。

　逃げようのない絶ぜつ望ぼうの底から何とか逃げようとして、逃げた。

　弱りきっていた心しん身しんの悲鳴に耳を貸かさず、ただただ走り続けた。

　今、自分がどこにいるのか。それすら全く解わからないまま走って走って、やがてメティアは力ちから尽つき、膝ひざをつき、手をついた。

「はあ、はあっ……ううっ……」

　メティアは、ぐぐっ、と地面に爪つめを立てる。

　冷つめたく湿しめった柔やわらかい土、同様に冷たく湿った辺あたりの空気。

「……？　こ、ここは？」

　いつの間にかメティアは、森の中に来ていた。それもどうやら、だいぶ奥の方らしい。顔を上げて辺りを見回しても、もう夜のはずなのに、寮りようの明かりが見つからない。

　メティアは疲つかれを恐怖で吹ふき飛ばし、立ち上がった。

　森の中、と言えばあの黒い女性だ。もしまた出くわしたら、何をされるか解らない。

　何しろ、みんなグルなのだから。

「い、いけない、逃げなきゃ。でも、どっちが出口……？　こっち？　それとも……あれ、こっちじゃないの？」

　メティアは慌あわてふためき、焦あせり苦しみ、暗い森の中で右う往おう左さ往おうする。

　どうしてこんなことになったのか、どうしてこんな目に遭あわなくてはならないのか、という理り不ふ尽じんな悲しみが後から後から、押し寄せてくる。

　自分で自分の心が、もう限界に近いことがはっきりと解る。心しん臓ぞうは破は裂れつしそうで、呼吸することも苦しく、考えたり思い出したりといったことさえ満足にできない。

『た、助けて、セリオスっ』

　メティアは立ち止まり、ポケットに手を入れると、封ふう書しよを取り出した。

　そしてしっかりと、胸に抱きしめる。

　もはやメティアにとって、この世で唯ゆい一いつ、信じられる拠よりどころであるこの手紙。

　メティアは、しっかりと、抱きしめる。

『……んっ……』

　ゆっくりと時間をかけて、何とか落ち着くことができた。

　メティアは一つ、深呼吸をして、改めて辺りを見回した。

　すると、

「おい」

　木の上から声がした、と思ったらその人物は、メティアの目の前にスタッと降おり立った。

　黒い、薄うすい装しよう束ぞくを纏まとった、背せの高い黒くろ髪かみの女性だ。

『っ！　こ、この人は……』

　忘れたくても忘れられない、その姿。メティアが今、ルメールよりもジムよりも、会いたくないと恐れていた相手。

　あの夜、この森でネイに蟲を吐かせ、メティアに悪あく夢むを見せた、黒い女性だ。

「お前、蟲を飲んでるな」

　女性は、くんくんと鼻を鳴らして言った。どうやら匂においを嗅かいでいるらしい。

「すぐ楽にしてやるから、大人しくしてろ。……んっ？　お前は確か、この前の」

「……」

　メティアの、限界を超えた恐怖に凍こおりついている表情を見て、女性はいかにも不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「何だ、その顔は？　まさかあたしのこと、憶おぼえているとか言わないだろうな？」

「……」

　メティアは無言で、右手を少し持ち上げた。

　その手に、魔ま力りよくが集中する。

　そして、炎ほのおへと変わる。

「お、おい、ちょっと待て」

　女性が一歩、後ずさる。

　メティアは、力のない声で言った。

「わたしは、どうしても、逃げられないのね。解ったわ。逃げられないのなら……もう、」

「待てって、おいこら」

「……燃もえろおおおおぉぉっ！」

　メティアは右手に発生させた火の玉を、女性に向かって投げつけた。

　女性は慌あわてて身をかわす。火の玉は地面に当たって、




　ちゅどおおおおぉぉん！




　爆ばく発はつ、土を抉えぐって穴あなを掘ほった。

　メティアは続けざまに、術の準じゆん備びに入る。その表情は弱々しく、闘とう志しのカケラもなく、体はゆらゆら揺ゆれている。

　だが、その目には青白い炎が灯ともっていた。

「もう、いい。みんな、嫌きらい。わたしには……わたしには、セリオスだけ。他はみんな、みんな、嫌い」

　メティアの体内に、魔力が満ちて、

「みんな、全部……燃えろおおぉぉ！　燃えろおおぉぉ！」

　右、左の二連射。女性は何とか右からの攻こう撃げきはかわしたものの、その体勢から左からのはかわしきれないと悟さとり、踏ふみ止とどまって両腕を交こう差ささせた。

　その腕に火の玉が命中、爆発。だが女性の腕はいつの間にか別の物に変化しており、爆発に耐たえてみせた。

　それは、黒光りする外がい骨こつ格かくに覆おおわれ、短い毛が生えている、蟲の脚。

　他の部分は完全に人間なのに、腕だけが蟲になっている。

　あの夜、メティアの足と喉のどを摑んだ腕だ。

「う……うわああああぁぁぁぁっ！」

　恐怖が蘇よみがえり、理性を吹き飛ばし、メティアはメチャクチャに術を撃うちまくった。いくつもの火の玉が乱みだれ飛び、周囲を爆ばく撃げきする。

　女性は腕を長く伸ばして振り回し、飛んで来る火の玉を弾はじいて身を守る。が、質量共に凄すさまじいメティアの攻撃に、接せつ近きんできないでいた。

「こ、こいつ、完全にイッてるな……ええい、くそっ！」

　しびれを切らしたのか、女性は一いつ旦たん腕を縮ちぢめると、長身を折おり畳たたむような低い姿し勢せいを取り、メティアに向かって突っ込んだ。

　火の玉をギリギリでかわして突進、一気に間合いを詰つめる。近過ぎる間合いでは爆撃はできない（メティア自身も巻まき込まれる）し、今のメティアの精せい神しん状じよう態たいでは咄とつ嗟さに他の術に切り替かえることは不ふ可か能のう、と読んでのことだ。

　が、今のメティアは女性の読み通り、イッていた。もう、手が届くところまで来ている女性に向かって、何の躊ちゆう躇ちよもなく、

「燃えろおおおおぉぉっ！」

「何っ!?」




　ちゅどおおおおぉぉん！




　女性とメティアが、焼かれて焦こげて、それぞれ反対方向に吹っ飛んだ。

　ごろごろ転がったメティアが、ゆらりと立ち上がって次の一撃を用意する。

　同じく立ち上がった女性が、目を瞠みはる。

「ま、まだやる気か？　それならもう、手て加か減げんしないぞ！」

　ぺっ、と土の混じった唾つばを吐はいて、猛もう然ぜんとメティアに向かっていった。

　メティアが魔ま力りよくを帯びた右腕を振り被かぶる。

　女性は蟲の腕を伸ばして突っ込んでいく。と、その時。

「やめいっ！」

　メティアの術の爆音に勝るとも劣おとらぬ大声が響ひびいた。メティアも女性も、その声に耳を射い抜ぬかれて動きを止める。

　声のした方、森の奥から、一人の老ろう婆ばが出てきた。暗いので色は判わからないが、随ずい分ぶん古そうなローブを頭からすっぽりと被っている。杖つえを持てば似に合あいそうだが、手ぶらだ。

　その手は皺しわだらけで枯かれ木のように細く、顔なども皺の中に目鼻があるといった感じだ。身長もメティアより明らかに低く、ごく普通の老婆に見える。

　その老婆が、メティアにはくるりと背を向けて、たたたたっと女性に駆かけ寄よっていく。

　そして、

「寝ねろっ！」

　ぴょん、とジャンプして拳こぶしで一撃。

　女性の頭を、殴なぐりつけた。

　すると女性が、ばたりと倒たおれた。

「えっ!?」

　と驚おどろく間もなく、老婆は今度はメティアに向かって、たたたたっと駆けて来た。

「な、な、」

　メティアは混乱しながら、一いつ瞬しゆん、考えた。

　あの恐ろしい女性が、拳の一撃であっさりと倒れた？　この老婆は、一体何者？

　いつものメティアなら、ここで冷静に考えられただろう。だが今のメティアは、いつものメティアではなかった。

　正体不明の、突然の乱らん入にゆう者しやに対し、冷静に考えられるような余よ裕ゆうはなかった。

「こ、こ、来ないでっっ！」

　とにかく、攻撃。メティアはそう結けつ論ろんづけ実行に移うつした。が、一瞬とはいえ混乱し考えてしまったその隙すきを、老婆は見み逃のがさなかった。

　老婆は、外見からは想像もつかない力強さで森の土を蹴けって走り、一気にメティアの眼がん前ぜんまで迫せまって、

「お前も、寝ろっ！」

　ごいん！　と老婆の拳が、メティアの頭に命中した。

　その瞬間、メティアの疑ぎ問もんの一つは氷解した。あの恐ろしい女性が、拳の一撃であっさりと倒れた？　について。

『こ、こんな攻撃を受けたら……誰でも……』

　メティアは、ばたりと倒れた。

　恐怖と混乱で暴ぼう走そうしていた意識が、強制的に鎮しずめられて、闇やみの中に落ちていく……




　心に傷を受け、治なおして貰もらい、その相手により深く傷つけられ、最後にはただ単たん純じゆんに殴り倒された。

　そうして沈んだ、深い深い意識の谷底から、

「……うっ……」

　メティアは、這はい上がってきた。重い瞼まぶたに力を込めて、少しだけ開けてみる。

　目に映うつる天てん井じようは、土。ということはここは、地下室か何かだろうか。

　辺あたりは結けつ構こう明るい。光が全く揺ゆれていないことから考えると、篝かがり火びではなく魔術の灯ともし火びが置かれているのだろう。

　背中の感かん触しよくからすると、硬い寝しん台だいの上に寝かされているようだ。粗そ末まつながら、シーツもかけられている。

『わたしは……えっと……』

　何だかまだ、夢ゆめの中にいるような気がする。そんな不確かな意識のおかげで、メティアは取り乱みださずに、今まで起こったことを思い出すことができた。

　ルメールにされたこと。ジムが言ったこと。森に逃げ込んだこと。そして黒い女性に遭そう遇ぐうしたこと。無む我が夢む中ちゆうで暴あばれて、そして……

「気がついたようじゃの」

　声のした方を見た。今まで気付かなかったが、すぐ側の椅い子すに老ろう婆ばが腰こし掛かけていた。

　ついさっき、黒い女性とメティアと、二人をあっと言う間に殴り倒してしまった、あの老婆だ。被かぶっているローブは、森に溶とけ込みそうな濃こい緑色。

「あ、あなたは……」

　意識がはっきりして、メティアは身を起こした。

　そのまま寝台から降りようとしたが、老婆はメティアを押し留とどめる。

「待て。お前、蟲むしを飲まされたのじゃろう？　まずはそれじゃ」

「……うっ」

　蟲を飲まされた。はっきりそう言われると、改めて何かが込み上げて来た。

　腹はらの底から、胸から喉のどへと。臭くさい、酸すっぱいものが。

「ほれ、それを治なおしてやるから。大人しくしておれよ」

　老婆は、ローブの袖そでの中から細長いタオルのような布ぬの切きれを取り出すと、メティアに目め隠かくしをした。
















　こんなところで得え体たいの知れない相手に目隠しをされて……と、メティアは不安を感じる。

　だが、とりあえずあの女性から助けてくれたのは確かだし、気き遣づかってくれているようなので、じっとしていることにした。

「そのまま、動くなよ」

　寝台の上で上体だけ起こした姿し勢せいで、メティアはじっとしている。目隠しされているので、何も見えない。

　……誰かが、部屋に入ってきたようだ。足音が聞こえる。

　……お腹に、そっと手が当てられた。暖かい。何だか、気持ちいい。

　……と思っていたら、その暖かさに押し上げられるように、何かが、

「う、うぅげっ！」

　何かが激しく、込み上げて来た。

　喉、そして舌した、口の中の感かん触しよくで解わかる。胃の底から来たそれは、いや、そいつは、ザラザラしていて嫌いやな臭いがして、毛深い六本の足があって、動いている生き物。

　あの、ルメールに飲まされた蟲だ。

「逆さからうな！　そのまま、吐き出せ！」

　老婆が叫んだ。メティアは悶もだえるが、腹に当てられている手は離れない。

　メティアの脳のう裏りに、あの夜見たネイの姿が浮かんだ。そして、

「が……ぅがう、くはっ！」

　メティアの口から、メティアの手の平より少し小さいものが、飛び出した。

　目隠しされているメティアには見えないが、しかしそれが何なのかは解りきっている。

「よし、もういいぞ」

　老婆の声。腹に当てられていた手が離れて、誰かが部屋を出て行くような足音がした。

　それから、メティアの目隠しが外される。

「ぅ……はあっ……はあっ……」

　メティアが肩で息をしていると、寝台の下にあらかじめ用意してあったらしい、大きめのコップと洗せん面めん器きを老婆が拾い上げた。

　コップの中には、なみなみと水が満たされている。

「口をすすぐが良い。気持ち悪かろう」

　メティアは何も言わずにコップを受け取り、水を一口、口に含ふくんだ。口の中で水を上下左右に躍おどらせてから、洗面器に吐き出す。続けて一口、もう一口。

　冷たい、綺き麗れいな水が、メティアの口の中を洗い清めてくれる。蟲の通過した跡あとも、自身の胃い液えきも。

　最後の一口を、ぷっ、と吐き出して、ようやくメティアは落ち着いた。

「はあ……はあっ」

　老婆はコップと洗面器を床ゆかに置き、メティアの様子をじっと見ている。

　二、三度深しん呼こ吸きゆうをしてから、メティアは老婆に向き直った。

「ありがとうございます……わたし、もう、何が何だか解らなくなって……」

「無理もない。とにかく、しばらく休むことじゃな」

　メティアは、人ひと心地ごこちがついたところで辺りを見渡してみた。

　やはり、どこかの地下室らしい。ここはどうやら寝しん室しつらしいが、それでも本ほん棚だなが置かれており、難むずかしそうな本が無数に並ならんでいる。人ひと里ざと離はなれた、魔ま術じゆつ師しの隠かくれ家がといった風ふ情ぜいだ。

　とは言え状況から考えると、ここは森の地下ではないだろうか？　そんなところに人が住んでいるなんて、聞いたことはないが。

　だが何はともあれ、今度こそ、この老婆こそ、ちゃんと味方だろう。そう信じたい。こんなに親切に、手当てしてくれたのだから。今、吐き出したはずの蟲がいないのは、おそらく目隠ししている間に捨すててくれたのだろう。メティアが見ずに済すむように。そこまで気を遣つかってくれる人なのだ。

　しかし……やはり気になる。

「あの、わたしはウードミトリィ魔術学院の生徒でメティアと申します。あなたは……」

「わしか？　わしのことはヨーマと呼ぶがいい。そんなことよりも、じゃ、」

　続けて「あなたは何者？」と聞こうとしたメティアの言葉を遮さえぎり、ヨーマが言った。

「こうなってしもうた以上、お前にはある程てい度ど、知しって貰もらわねばならん。独りでヘタに動かれては困こまるし、力ずくでは対たい処しよできんと解ったからの」

「ち、力ずくって、何を」

「まあ落ち着け。まず、さっきあの女を殴り倒したのは芝しば居いじゃ。ああでもして、わしを味み方かたじゃと印象付けんことには、落ち着いて治ち療りようを受けてくれそうになかったからの」

　それは、そうだろう。確かにあの時は、取り乱しきっていた。

　単にいきなり気絶させられたとなれば、目が覚めた直後、また暴れていたに違いない。あの女性を殴り倒した人物だという認にん識しきがあったからこそ、大人しく出来たのだ。

　が、しかし。

「えっ？　お芝居をしたということは……」

「そして、今お前の蟲を吐き出させたのは、わしではない。お前も知っとる、あの女じゃ。……入って来い、シュレイン」

　とヨーマは顎あごをしゃくって、部屋の入口を指し示しめした。

　ドアのない、部屋の入口。そこに姿を現したのは、

「あっ！」

　あの、黒い女じよ性せいだった。

　脚あしと胴どう体たいを包つつむ、薄うすい黒い装しよう束ぞくは、あちこち焦こげて少し破やぶれている。先さき程ほどの、メティアとの戦いの跡あとに違いない。

『こ、この人が？　わたしの手当てを？　蟲を吐き出させてくれた……？』

　俄にわかには信じ難がたい話だ。

　だが、よく考えてみると、思い当たることがある。

「……ということはあの夜、あなたはネイさんが飲まされた蟲を、吐き出させてあげていたのですか？」

「そういうことだ」

　言いながら、シュレインと呼ばれた女性は、部屋に入ってきた。

　そして老婆の隣となり、メティアの目の前に立つ。

「あの夜、お前とあの子に悪夢を仕し掛かけ、記き憶おくを消したのもあたしだ。だがお前の方は、どうやら完全にはかからなかったようだな」

「……そうみたいです」

「では聞いておきたい。お前はあの時、何を見た？」

「それは……」

　メティアは、自分が見たものを説明した。

　摑つかまれて、一いつ旦たん反はん撃げきして、逃げて、だが蟲の群むれに襲おそわれて、再ふたたび捕つかまって、と。

　シュレインは、腕を組んで聞いている。

「ふむ、安心した。大体はかかっていたんだな。ただ、記憶消しには失敗してしまったと。ではもう一つ。蟲を飲まされた時のことは、憶おぼえているか？」

　こくん、とメティアは頷うなずいた。

　忘れたくても、忘れられるものではない。

「はっきりと記憶にあるのか？」

「はい」

「どこで誰にどんな風に飲まされたのか、細部に亘わたって明めい確かくに思い出せるか？」

「……あまり言わないで下さい。思い出したくないんです」

　とメティアが答えると、シュレインとユーマは顔を見合わせて頷き合った。

　それからシュレインが、メティアに言う。

「あの蟲は、人間の精せい神しんに強い影えい響きようを及およぼす。で、人間の体内に入ってまず何をするかというと、自分を飲んだという記憶を消すんだ。摘てき出しゆつされない為ためにな」

「記憶を消す……って、あの蟲がそんなことを？　どうやって？」

「詳くわしい説明は省はぶくが、ある種の毒を分ぶん泌ぴつして人の精神を侵おかすんだ。あいつが成せい蟲ちゆうになるには、長い間体内に居い座すわり続け、宿やど主ぬしの魔ま力りよくに染しみ込こみ、完全に同化する必要があるからな。記憶消しは、成長の為に必要なんだ」

　メティアは、ぞっ、とした。

　明らかに、ただの蟲ではない。人の記憶を消すだの、魔力と同化するだの。人間の、魔術の達人だってそんなことできないのに。

　ファロンが言っていた、「どうせ、すぐにケロッと忘れて……」は、こういうことだったのだ。

「しかし、あたしの術でも蟲の毒でも、記憶を消せないとはな。お前、もしかしたら魔術の大天才なのかもしれないぞ？」

　などとシュレインは、軽口を叩たたいている。

　が、メティアの頭の中はもう、それどころではなくて。

　今、どかどかと入ってきた情じよう報ほうを、必死に整理していた。

「えっと……それじゃシュレインさん、あなたは一体、いつも何を？」

「お前の知っている通りだ。蟲を飲まされた子は臭においで判るから、探さがし出して吐き出させている。だがたまたま魔力の質が蟲と適てき合ごうして、あっという間に蟲が成長して同化されると、その臭いも判わかりにくくなる。まあ正直、それを待っているんだがな」

「ど、どういうことです」

「蟲の『飼かい主』を見つける為だ。今言った、蟲との『適合者』はかなり貴き重ちようなんでな。そいつの体内にいる、ある程てい度ど成長した蟲を吐き出させれば、『飼い主』はすぐまたそいつに飲み込ませに来る。そこを押さえれば『飼い主』とご対面できるって訳だ」

　吐き出させて、その蟲が成長していれば、シュレインにとっては『当たり』らしい。

　メティアやネイの蟲は、成長していなかったから『はずれ』だということか。

「だが現状は、毎日毎日蟲を飲まされた子を捜さがしてるだけだがな。まだ一度も、成長した蟲には会ってない」

　どうやらシュレインは、蟲を吐き出させる為に、学院や寮を走り回ってくれていたようだ。

　そうやって、蟲が成蟲になるのを防ふせいでくれていたらしい。

「あの、もし蟲が人の体内で成長して、成蟲になってしまったらどうなるんです？」

「かなり凄すごいことになる。この学院の生徒なんか、あっと言う間に皆みな殺ごろしだろうな」

「ええっ!?」

「だからそうなる前に、飼い主を見つけて殺す必要があるんだ」

「こ、殺す……って」

　立て続けに血ち生なま臭ぐさい話を聞かされ、メティアは何だか、頭がくらくらしてきた。

　シュレインは、平然と続ける。

「それしかないが、そうすれば解決するんだ。あの蟲は、幼蟲のままでも普通の虫のように、勝手に繁はん殖しよくできる。が、飼い主の分身でもあるんだ。飼い主の魔力さえ完全に途と絶だえれば、体内にいようと森にいようとどれだけ増えていようと、全て消しよう滅めつする」

「……」

　メティアは、考えた。

　飼い主というのは、まさかとは思うが、ルメールのことなのだろうか？

　もしそうだとすると、それがばれたら、ルメールはこの二人に殺される？

　しかし放っておいたらいつか成蟲が出現して、生徒が皆殺しで、

「あ、あの……要するに、あの蟲は何なのですか？　それにあなたたちは一体、」

「そこまでじゃ」

　今まで黙だまっていたヨーマが、口を開いた。

「蟲がこの森で増ふえておる以上、飼い主がこの近くにおるのは間違いない。わしらはそいつを捜さがして出し、殺す。それだけじゃ。そして今、お前が今感じておる通り、わしらも飼い主も蟲も、尋じん常じようの存在ではない」

「尋常の存在では……って……」

「怖こわいか？　では、素す直なおに教えるがいい。お前に蟲を飲ませたのは、誰じゃ？」

　と訊きかれたメティアは、咄とつ嗟さにヨーマから顔を逸そらした。

　ヨーマから感じた、本物の殺気。修しゆ羅ら場ばというものを知らない一いつ般ぱん人じんたるメティアにも、容よう易いに感じ取れる殺気。それから逃げたのだ。

　逃げた理由の一つは、ただ怖こわかったから。

　もう一つは、噓うそを見抜かれそうだったから。

「わ、判りません」

　横を向いたまま、メティアは答えた。

　全身の肌はだから、汗あせの粒つぶが滲にじみ出てくる。

「学院を出て、寮りように戻る途と中ちゆうでした。いきなり後ろから口を塞ふさがれた、と思ったらその手の中に……」

　ルメールに飲み込まされた時のことを、メティアは思い出してみる。

　蟲の味と臭におい、蠢うごめく脚の舌した触ざわりが、じわじわと蘇よみがえってきた。すると、

「うぅぐっ……そ、それで、わたしはもう、気分が悪くなって……何も……」

　演えん技ぎではなく、吐はき気けを感じてメティアは突つっ伏ぷした。

　その様を見てヨーマは、

「……解った。もういい」

　突っ伏したメティアの、背中をさすった。

「もともと、お前が記憶を消されていないというのが信じ難がたい話なのじゃからな。アテにするのが甘あまいのかもしれん。思い出したくなければ、無理に思い出さずとも良い」

　シュレインは不服を唱となえたが、ヨーマはメティアの背中をさすりながらそれをなだめた。

　しばらくしてから、メティアがゆっくりと体を起こす。

「……すみません。お役に立てなくて」

　メティアの胸に一いち抹まつの、と言うにはかなり大きめの、不安の影かげがよぎった。

　今、すぐに、この二人にルメールのことを言わないと、何かとんでもないことになってしまいそうな。そんな気がする。

　だが、言えばおそらく、ルメールは『飼い主』だと思われて殺されてしまう。

『そんな……ことは』

　いくら何でも、ルメールが蟲の『飼い主』だなんてことはない。絶ぜつ対たいない。

　助けて貰もらって悪いが、ヨーマやシュレインのような恐ろしげな人たちとやり合っているだなんて。あんなおぞましい蟲を飼かい、操あやつっているだなんて。ずっと同じ教室で勉強してきた、あのルメールが。そんな。まさか。考えられない。

　森に蟲がたくさんいる以上、捕つかまえてきて飲ませることぐらい、誰だれでもできる。ルメールだってそうしただけだ。そうに違いない。

　ヨーマ自身が言ったではないか。飼い主は尋常の存在ではない、と。ならばルメールであるはずはない。

　メティアが、そう確かく信しんした時。

　ヨーマが言った。

「メティアよ。お前が何も知らんのなら、それでいい。それ以上は何も考えるな。こちらに来るな。わしらに関かかわるな。解ったな？」

　関わるな。解ったな？

　以前、ジムに言われたのと同じ言葉だ。

「蟲のことは、わしらに任まかせておくが良い。必ず、全て消し去ってやる。良いな？　死にたくなければ、わしらのことも含ふくめて一いつ切さい、他た言ごん無む用ようじゃぞ」

　シュレインも、言う。

「あたしも、本来無関係なお前を殺したくはないからな。頼たのむぞ」

　今度は二人がかりの、強く重く鋭するどい殺さつ気きが、メティアに覆おおい被かぶさってきた。

　その、有う無むを言わさぬ重じゆう圧あつの前に、

「……はい」

　メティアは、まるで押さえつけられるように、頷うなずいた。




　階かい段だんを上がると、そこは森の奥おく深く。メティアはシュレインに森の出口まで送って貰もらい、別れた。

　一人、ふらふらと寮に向かって歩いていく。

『一体、どうなっているの……』

　何が何だか、解らない。いい加か減げん、気が狂くるいそうだ。

　──もう、忘れよう。

　メティアは決心した。ジムもさっきの二人も、口を揃そろえて関わるな関わるなと言っていたのだし。それがいいに違いない。

　蟲も飼い主も、きっと、人じん智ちを超こえた存在なんだ。人知れぬ暗い領りよう域いきで、裏うら社会で闇やみの中で、怪あやしげな抗こう争そうを繰くり広げているんだ。あんなのに関わっていたら、命がいくつあっても足りない。

　そもそも、関わる必要もない。そうだ。そうしよう。

　──でも、怖い。

　そんな時には、ポケットの中の封ふう書しよ。

『……セリオス』

　メティアは取り出して、広げてみた。

　さっきのシュレインとの戦せん闘とうで、かなりクシャクシャになり少し焦こげてしまってもいるが、まだ何とか読める。

「『人のことを悪く思っても、自分が気持ち悪くなるだけだって思う。難むずかしいことだけど、人のことはできる限かぎり、信じていたい。きっと父さんも母さんも、そうしていたと思う』……か」

　足を止めて、顔を上げる。

　暗い夜空に、綺き麗れいな星がキラキラしている。

『ファロンさんの言葉からして、ルメールさんは他の人にも、何度か同じことをしている。だとするとジム先生は、わたしの時の現げん場ばを見ていなくても、症しよう状じようを見れば察さつしがつくかもしれないわね』

　メティアは、無む理り矢理にでも強ごう引いんにでも、信じてみることにした。

『そのルメールさんは……小さい頃ころから家の人に期待されてて、わたしなんかには想そう像ぞうできないくらい、プレッシャーが重くって。だからつい、並ならぼうとする人に対して攻こう撃げき的になってしまうんだわ』

　そう考えれば、ルメールだって犠ぎ牲せい者しやだ。

　世の中には、受験勉強でノイローゼになったり、落第を苦にして自殺してしまう人だっているそうだし。

　それに加えて、ジム先生のことでもいろいろあった。そのせいで感情が縺もつれてしまったのだ。

「一度、ルメールさんとじっくり話し合ってみよう」

　メティアはそう、決心した。となると後、残る問題はヨーマとシュレインだ。ルメールが蟲の『飼い主』だとあの二人に誤ご解かいされれば、命を狙ねらわれてしまうということ。

　ならば、何とか説得して、森や蟲に近づかないようにして貰えばいい。それだけだ。

　そうだ。そうすれば、きっと大だい丈じよう夫ぶだ。

『……うん。そうしよう』

　メティアはセリオスの手紙を畳たたんで、ポケットに入れた。

　と、

「待ってたわよ」

　寮りようの入口が見えてきたところで、ルメールとファロンが待っていた。

「あなたまた、ジム先生に何かしたそうね。見てた子がいたの」

　ルメールが、一歩、メティアに近づいた。

「で、私はジム先生に怒おこられたわ。あなたにしたことについて、ね。いい加か減げんにしろとか、いろいろ怒られた」

　低い、重い、ルメールの声。そしてその目は、怒いかりの青あお白じろい炎ほのおが揺ゆらめいている。

　さっき蟲を飲まされた時より、遥はるかに何かが──『狂きよう気き』とでも言うべきか──が、増しているように思える。

　その迫はく力りよくにメティアは、つい後ずさりしたくなった。が、何とかその場に踏ふみ止とどまって、

「ルメールさん、聞いて。わたしは」

「うるさい。私はもうあなたの言うことなんか、何も聞く気はないの」

　ルメールはポケットに手を突っ込み、そして取り出した。あの、黒い蟲を。

　人差し指から小指までの四本の指、その指と指の間に、一匹ぴきずつ挟はさんでいる。計、三匹。

　三匹が六本ずつ、十八本の脚あしを動かして、ギチギチ鳴いている。二本ずつ、六本の長い触しよつ角かくもユラユラ揺らしている。

「ファロン、ほら。あの子を押おさえなさい」

　ルメールは顎あごをしゃくって命令するが、ファロンはルメールの手を見て、竦すくんでいる。

「ファロン？」

「ルメール……やっぱり、さすがに、まずいんじゃない？　三匹はちょっと」

　ファロンは少し、怯おびえている様子だ。

　だがルメールは、

「何言ってるのよ。今まで、一人でも死んだことあった？」

「だから今まで、一気に三匹なんてのは」

「ファロン」

　ルメールが、ファロンの方を向いた。

「あなた、口くち答ごたえする気なの？」

　と、蟲の動きが止まった。

　蟲を指で挟んでいるその手を、ルメールはファロンに向ける。

　蟲たちが、触角をきちんと揃そろえて、一斉にファロンに向けた。まるで、戦場で敵を狙ねらう槍やり部ぶ隊たいのように。

「もう一度聞くわよファロン。あなた、私に口答えする気なの？」

　不ぶ気き味みなほど整然とした蟲たち、そしてルメール自身の放つ得え体たいの知れない気け配はいに、ファロンは恐怖を覚えた。

　震え、後ずさり、息を詰つまらせる。

「ひ、ひ……っ」

「やめて！」

　メティアが、叫んだ。

「やめて、ルメールさん。すぐその蟲を捨てて、二度と触さわらないで！」

　今ので、メティアは確信した。

　信じたくはないが、そうとしか思えない。……ルメールは『飼かい主ぬし』だ。

「何よ。私に指さし図ずする気？　しかも、この子たちを捨てろですって？」

「こ、この子たち、って……」

　メティアは、口ごもってしまった。

　森は、すぐそこだ。シュレインとヨーマが、今この会話を聞いているかもしれない。

　──死にたくなければ、わしらのことも含ふくめて一いつ切さい、他た言ごん無む用よう──ヨーマの言葉が、メティアの脳のう裏りによぎる。

　だが、このままではルメールが……

「お願い、ルメールさん！　その蟲に関わっていると、あなたが危あぶないの！」

「はんっ、言ったでしょ。私はもうあなたの言うことなんか、何も聞く気はないの。ほら、ファロン！」

「……解わかった」

　ファロンが、のろのろと動いてメティアの背はい後ごに廻まわろうとする。

　だがメティアは、動かない。

「聞いて、ルメールさん！」

「うるさいっ！」

「待てっ！」

　突とつ然ぜん、若わかい男性の声がした。三人の動きが固まる。

　校舎の方から、足音が駆けてきた。

「捜さがしたぞ、メティア。ここにいたのか」

　メティアが、ルメールが、ファロンが、一いつ斉せいに声と足音の主を見る。

　ジムだ。やってくるなり、メティアの前に立ちはだかって、ルメールとファロンを睨にらみつける。

「いい加か減げんにしろ、お前たち！　いつまでこんなことを続ける気だ！」

　ジムの声は、はっきりと怒おこっている。

　メティアはジムの背せ中なかを、祈いのる思いで見つめていた。これでルメールが蟲から離れてくれれば……と。

　だが、

「先生」

　ルメールは、ジムを見上げて言った。

　その声は相変わらず、低い。だがどこか、弱々しくもある。

「せ、先生は……その子の味方なんですか？　この私よりも、そ、そんな子の、味方を、するのですか？」

「ルメールさん、そんなことは」

　と前に出かけたメティアを、ジムは押し留とどめて、

「ああ、そうだ」

　と言いながら、メティアの肩を抱だいた。

「俺は、この子と約束したんだ。必ず護まもってみせる、とな」

「──！」

「せ、先生っ!?」

　ルメールは、これ以上ないほど大きく、目を見開いている。

　そしてジムと、ジムに肩を抱かれているメティアとを、凝ぎよう視ししている。

「う、う、う、う……」

　開けられた口からは、言葉にならない呻うめき声のようなものが、漏もれ出している。

　そして、

「うわああああぁぁぁぁっ！」

　悲ひ痛つうな絶ぜつ叫きよう──と共に、その体が、変化し始めた。

　肌はだは黒ずみ、硬こう質しつ化かしていく。

　目は巨きよ大だい化かし、人間の眼球ではなく無感情な複ふく眼がんになっていく。

　口は裂さけて大きくなり、鋭するどく大きな顎あぎとが左右に生えて来た。

　手足は伸び、硬かたい外がい骨こつ格かくと短い黒い毛に覆おおわれていく。

　肋ろつ骨こつを突き破り、左右に新たな腕──というか脚──が四本、生えてきた。元々の腕と合わせて、全部で六本となる。それぞれの先せん端たんには、鋭するどい爪つめが生えている。
















　みるみる内にルメールは、人間とは似にても似つかぬ姿すがたになった。今のルメールはどう見ても、人間と同じ大きさで、人間と同じように立っている、あの『蟲』だ。

「ル、ルメールさん……」

「下がってろ、メティア」

　ジムは、メティアをそっと押して、離した。

　蟲と化したルメールを見み据すえ、ぐっと拳こぶしを握にぎって、

「遂ついに出たな……成蟲が」

　大きな声ではなかったが、その声はメティアの耳に、しかと届いた。

　シュレインの言葉が、蘇よみがえる。もし成蟲になってしまったら──




「かなり凄すごいことになる。この学院の生徒なんか、あっと言う間に皆殺しだろうな」




『成蟲……こ、これが……ルメールさんが……成蟲に……』

　メティアの目の前で、蟲と化したルメールが、不ぶ気き味みな鳴き声を上げた。

「ギジアアアアァァッ！」







　　　第五章　邪じや心しんの結けつ晶しよう







「あ……あ……あ」

「しっかりして、ファロンさんっ」

　メティアはジムから離れて、呆ぼう然ぜんとしているファロンに駆かけ寄よった。

「な、何なの？　何がどうなってるの？　ルメールはどうしちゃったの？」

「落ち着いて下さい。きっと、」

　メティアはジムの方を見た。

　ジムは、ルメールを睨にらみつけながら、冷静に体内の魔ま力りよくを高めている。

「先生が、何とかしてくれますから」

「ギジアアアアァァッ！」

　ルメールが、鳴いた。いや、吼ほえた。

　そして四本の腕を、払うように振り回した。メティアたちはそれに当たらないよう、後ろに下がる。が、ルメールはただでさえ長いその腕を、振り回しながらさらに長く長く、伸のばしてみせた。

　あの夜の、シュレインのように。

「えっ!?　……うぐっ！」

　ムチのようにしなり、鉄てつ棒ぼうのように硬かたく、猛もう牛ぎゆうのような力を持った腕が、横よこ殴なぐりにメティアたちを襲おそった。メティアもファロンも、そしてジムも、予よ測そくしなかった一撃を食らって吹っ飛ばされる。

　地面に叩たたきつけられたメティアは、打たれた脇わき腹ばらの痛いたみに顔をしかめながらも、何とか立ち上がった。

「ファロンさん、だ、大丈夫ですか？」

「あ……足が……」

「ほら、摑つかまって下さい、早くっ」

　ファロンは今ので、足を痛めたらしい。メティアが肩かたを貸して、何とか立ち上がらせる。

　見ればジムも、無事なようだ。立ち上がり、両手で何やら複ふく雑ざつな印いんを結び、魔力を集中させている。

　そこに、白い光が灯ともった。

『先生は、やっぱり何か対成蟲用の術じゆつを知っている……』

　が、

「ギジァァアアァァ！」

　ルメールが吼え、ジムに襲いかかった。ジムはかわそうとしたが、両手が塞ふさがっているため思うように動けず、またしてもルメールの、振り回した腕の一撃を受けてしまう。

　ジムは吹き飛び、両手の印が解とけ、そこに灯っていた白い光も消えてしまった。

「せ、先生っ！」

「くそっ……メティア！　ファロン！」

　ルメールと向かい合うジムが、ルメールの向こう側にいるメティアたちに叫んだ。

「しばらく、こいつの気を引いてくれ！　ほんの少しの間でいい！」

　それを聞いて、ファロンが青ざめる。

「じょ、じょ、冗じよう談だん言わないで下さい！　こんな得え体たいの知れないバケモノを相手にしろって言うんですか？　そんな無む茶ちやな……」

「燃もえろおおおおぉぉっ！」

　メティアが、ファロンに肩を貸かしたままで、開いた方の手で小さめの火の玉を放った。

　魔力を抑おさえて手て加か減げんしてある、メティアの拳こぶし程てい度どの、小さな火の玉だ。

　それが、ルメールの後頭部に命中して、




　ちゅどん！




　小さいながらも、爆ばく発はつした。

「ギジ……ギジァ」

　ルメールが、ゆっくりと振り向いた。

「ちょっとメティア！　どうするつもりよ？　まさかあんた、こんなのと戦うなんて言い出すんじゃないでしょうね!?」

「そんなつもりはありません。忘わすれたんですか？　ルメールさんなんですよ」

「うっ……だ、だけど」

「大丈夫。ルメールさんは、先生が助けてくれます。だから、」

「だから？」

　ジムは、さっきの術の準備に入っている。まだしばらく、時間がかかりそうだ。

　ファロンの言う通り、今のルメールは得体の知れないバケモノだ。対抗できるのはおそらく、ジムやシュレインやヨーマだけだろう。

　こんなのが寮りようや学院に入ったりしたら、どれだけ犠ぎ牲せい者しやが出るかわからない。となれば、やることは一つ！

「ファロンさん、森に逃にげ込こみます！　走って下さい！」

「え、ええっ!?」

　メティアに引きずられるようにして、ファロンも走った。すぐ側の、森に向かって。

　だがルメールも、そう簡かん単たんに逃がしはしない。長く伸のばした四本の腕を、地面スレスレに振ふりかざして、走る二人の足を狙ねらった。

　森まで、あと少しというところで二人は、足にその一撃を受けて、

「うっ！」

「あ……っ！」

　僅わずかに掠かすめた程てい度どだったので、怪け我がはしていない。だがその力の強さに二人はバランスを崩くずし、もつれ合って倒たおれ込こんだ。

　そこに、ルメールが突っ込んでくる。腕を頭上に振り被り、肉にく切きりナイフのような爪つめを、真っ直ぐ振り下ろしてきた！

「きゃあああああぁぁっ！」

「ファロンさん、あれです！　こないだ習った、物理防ぼう御ぎよの術！」

「え、えっと、」

　二人は両手を上に翳かざして、そこに魔力を集中させて、必死に叫んだ。

「ふ、防ぐ！」




　バシイイィィン！




　激しい音と共にルメールの爪が、腕が、弾はじき飛ばされた。

　メティアとファロンが出現させた、小型の盾たてのような赤い光こう壁へきが、ルメールの攻撃を防いだのだ。

「ギジァ……ッ？」

　ルメールは何が起こったのか解らない様子で、爪を見ながら一、二歩後ずさる。

「や、やったの？　やったわよね、今、あたしたち」

「ええ、やりました。今の内に、早く森の中へ。森の中なら、木も盾にできます」

「そ、そうね」

　二人は立ち上がり、森へと走った。少し遅おくれて、ルメールがその後を追う。

　森の中に入る間ま際ぎわ、メティアはジムの方を見た。その手の印に灯る白い光が、少しずつ少しずつ、輝かがやきを増ましていっている。

『先生……急いでください！』

　祈いのる思いで、メティアは森に入っていった。




　暗い森の中の獣けもの道みちを、ファロンに肩を貸したままメティアは走る。ルメールとは少し距きよ離りが開いたらしく、今はあの恐おそろしげな声も聞こえていない。

　思えば、あの時。図書室で、ルメールに、セリオスの手紙をバラ撒まかれたのが、全すべての始まりだった。あの時もこうして、必死に森の中を駆け回っていた。セリオスの手紙を搔かき集める為ために。

　と、メティアが思っていると、

「一体、何がどうなってるの？」

　少し落ち着いたのか、ファロンがメティアに訊きいた。

「ルメールに、何が起こってるの？　メティア、あんた何か知ってるんでしょ？」

　メティアは首を振る。

「わたしも、よくは知りません。何だか解らない内に、巻まき込こまれてしまって」

　メティアの返答に、ファロンは失望を露あらわにして。

　それから、呟つぶやくように言った。

「……あの子は、一か月ぐらい前から、急に変わったわ。前からプライドは高かったけど、最近は異い常じようだった」

　ファロンは、走りながら時々振り向きながら、思い出しながら言葉を続ける。

「あたしは小さい頃ころからずっとあの子と一いつ緒しよだった。だから、あの子と離れてしまうのが怖こわかった。だからあの子に合わせてたんだけど……って、こんなことあんたに言っても、ただの言い訳わけよね」

「……それで？」

　メティアは何も言わず、ただ先を促うながした。

「最近のルメールについては、あんたも知ってるでしょ。成績首位を脅おびやかそうとする相手には、容よう赦しやしなかった。中でも一番……その、奥おくの手だったのが、」

「蟲？」

「……ええ」

　二人の足が、止まる。

「いつの間にかルメールは、頻ひん繁ぱんに森に入るようになったわ。そしてその度たびに、あの蟲を手にしていた。楽しんでいたというか、可愛かわいがっていたというか……」

　思い出したのか、ファロンは身み震ぶるいした。

「あたしは、不安だった。自分がルメールから離れてしまうのが、怖かった。ルメールが変わっていくのなら、あたしは追いかけようと思ったの。だけど……」

「……」

　心から不安がっているファロンを見て、メティアは考えた。

　最初に、何があったのかは解わからない。だが、やはり蟲が鍵かぎになっているようだ。

　そういえば、シュレインが言っていた。蟲は人間の精せい神しんに強い影えい響きようを及およぼす、と。

　だとしたら、蟲さえどうにかしてしまえば、ルメールだって元に戻るはずだ。

　体も、心も。

『うん……きっと、きっとそうだわ』

　メティアの心に、少し希き望ぼうが灯ともった。

　その時、

「ギジアァ！」

　前方、斜ななめ上から声がして、

「あっ!?」

　ルメールが降ふってきて、二人の行く手に降おり立った。

　どうやら木の上を枝えだ伝づたいに渡わたって、先回りしたらしい。

「ギジアアアアッ！」

　ルメールは、黒く長い四本の腕を伸ばして二人に襲おそい掛かかってきた。

　メティアはファロンに肩を貸したまま、道から逸それて木の多い方へと逃げ込んだ。

「こっちなら、そう簡単には……」

「く、来るわよ、メティア！」

　追ってきたルメールが、鋭するどい爪を振り回して二人に迫せまる。が、メティアの読み通り、腕の長さが災わざわいして、爪を木に食い込ませてしまい、思うように動けないようだ。

　これで何とか時間を稼かせいで、先生を待てば。

　そう、思ったのだが、

「ギジァ！」

　ルメールは攻撃をやめて腕を縮ちぢめると、木に抱きついた。そしてその蟲の腕を駆く使しして、凄すさまじい速さで木に登っていく。

　そこから、

「ギジァァァァ！」

　小枝を折おり、葉を撒まき散きらし、枝から枝へと駆け巡めぐりながら、二人に迫ってきた！

「危あぶないっ！」

　ルメールの、上方からの突とつ進しんを、二人は何とかかわした。

　すると、すぐにルメールは再ふたたび木を登り、上から二人を見下ろし、身み構がまえた。

　下から見上げると、暗い森の中の黒い木々に隠かくれて、その姿は殆ほとんど見えない。

「な、何よ、今の？」

「木を伝って体当たりすれば、木に阻はばまれることはない……ってことですね」

　メティアの頰ほおに、冷ひや汗あせが流れた。これではまるで、隼はやぶさに狙ねらわれた兎うさぎだ。

　あのスピードでは、かわすのが精せい一いつ杯ぱいだ。魔ま術じゆつで反はん撃げきして追い払はらうことなどできないだろう。いや、ただかわすだけにしても、いつまで続けられるか……

「ギジアアァァ！」

「来ます、ファロンさん！」

「く、来るったって、」

「とにかく、動くんです！」

　二人は走って走って、またどうにかルメールの攻撃をかわした。

　木の多いところは逆に不利かと思い、再び獣けもの道みちの方に出てみた。が、もうルメールは降りてこない。ここだって、頭上には木の枝が充じゆう分ぶん張り巡らされているのだ。

「ど、ど、どうしようメティア……」

　ファロンはメティアにしがみついて、落ち着きなく辺りを見回している。

　メティアは頭上を見ながら、油ゆ断だんなく耳を澄すましている。

「大丈夫、大丈夫です。もう少し頑がん張ばれば、きっと先生が……」

「ギジアアァァァァ！」

　ルメールが、再び駆け下りてきた。二人は避さけようとする、が、ファロンが地面に突き出ていた木の根に足を取られ、バランスを崩くずしてしまった。

「あっ！」

　勢いきおいづいたメティアは止まらず、二人が離れてしまう。そこに、ルメールが突っ込んできた！

「ファロンさん、逃げてっ！」

「くっ！」

　ファロンは転がりメティアは飛び退のき、二人は左右に分かれてどうにか、ルメールの一撃をかわした。

　と、ルメールはその場に留とどまり、再び腕を長く伸ばし、振り回した。ここはもう木が少ない場所なので阻まれることはない。メティアとファロンは竜たつ巻まきのような腕の打だ撃げきをかわせず、まともに受けてしまう。

　二人は激しく打たれ、吹き飛び、木に叩きつけられた。

「う、ぐっ……！」

「ギジァア」

　ルメールは、獲え物ものが抵てい抗こう力りよくを失ったのを確かく信しんしたのか、その感情のない顔に、笑えみのようにも見えるものを浮うかべている。

　そしてしばらく、二人を見み比くらべた後、メティアの方に向かってゆっくりと歩き出した。

「ぐっ……」

　メティアは木に背中を押し付けて、這はい上あがるようにして、どうにか身を起こす。

　焦あせりと恐きよう怖ふ、そして背中を打った息苦しさとで、体が思うように動かない。

　もう一度、森の外でやったように、弱くてもいいから一撃を加えて、その隙すきに逃げれば……と思ったが、

「ギジアァ！」

「！」

　攻撃しようとする意思を読まれたのか、ルメールがいきなり、火をつけられたように突とつ進しんしてきた。

　あっという間にルメールが、そしてその爪つめが、メティアの眼がん前ぜんに迫る。

『ま、間に合わな……』

「待たせたな、二人ともっ！　……そぅら、吸すい取とれええぇぇ！」

　メティアの体が、ルメールの爪に切きり裂さかれる、正にその寸すん前ぜん。ジムの声と白い光の玉が、森の入口の方、メティアとルメールの横合いから飛び込んできた。

　ジムの声はメティアに届いて希望と安あん堵どを与あたえ、白い光の玉はルメールに命中して衝しよう撃げきと激げき痛つうを与える。

「先生！」

「ギ・ギ・ギ・ギ・ギジアアアアァァ！」

　ルメールの胸辺りで、埋うめ込こまれた白い光の玉が眩まぶしく輝いている。その大きさは、人間の頭ぐらいはあるだろうか。痛いのか熱いのか苦しいのか、ルメールは甲かん高だかい断だん末まつ魔まの声を響ひびかせて、悶もだえている。

　その様子を見ながらメティアは、まずファロンに駆け寄った。

「ファロンさん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あたしのことなんかより、ルメールは？　どうなっちゃうの？」

　メティアは再ふたたびファロンに肩を貸して、立ち上がらせた。

　そしてジムに近づく。

「先生……」

「よく頑がん張ばってくれたな。これで終わりだ」

　ジムが、満足そうにルメールを見ている。

　メティアと、ファロンも見てみた。

「ギ・ジ……ギジアアァァ……」

　白い光の玉が、少しずつ黒ずんでいく。そしてルメールの体が、少しずつ変化していく。

　脇わき腹ばらから生はえていた蟲の脚が縮ちぢんでいき、体を覆おおう外骨格が白く、柔やわらかく変化していき、長い触しよつ角かくや鋭するどい顎あぎとも、萎しおれるように小さくなっていく。

　まるで、光の玉に『蟲』の要素を吸い取られていくかのように。

「これは……もしかしてルメールさん、」

「このまま元に、戻るの？」

　メティアとファロンが見つめる中、やがて白い光の玉は、完全に真っ黒になってルメールから外はずれた。

　そしてルメールは、あちこちが破やぶれ、裂けたボロボロの制せい服ふく姿で──元の姿で──ばたり、と倒れた。

「ルメールさん！」

「ルメールっ！」

　二人が駆け寄って、ルメールを抱き起こす。

　安らかな寝ね顔がお、とは言えないが息はしている。見たところ、大したケガもない。

　肌はだは冷たく顔も真っ白で、まるで死人のようだが、確かに生きている。

「ぅ……うっ……」

　微かすかに、ルメールが呻うめいた。

　ファロンが必死に、呼びかけ揺ゆさぶる。

「ルメール？　しっかりして、ルメール！」

「あ……ファロン……？　あれ、私……」

「ルメール！……よ、良かった……！」

　ファロンは泣きながらルメールを抱きしめ、メティアは安堵の溜ため息いきをついた。

　ふと見ると、黒い光の玉はふわふわと飛んで、ジムの元に。ジムはそれを音もなく受け止めて、じっと見ている。

「ふうむ。よくここまで成長したものだ」

「先生。何なのですか、それは？」

「これか。……授じゆ業ぎようでは教えていないが、魔ま力りよく改かい造ぞうというものがある。魔力に手を加えることで、その者の肉体も精せい神しんも作り変えるものだ。ルメールの場合、蟲がルメールの魔力と同化し成長することで、魔力が変化して肉体と精神もそれに応おうじ、こうなったんだ」

　ジムはメティアの質しつ問もんに答えながらも、光の玉から目を離さない。

「魔力改造は、普通の手術などではどうにもできない。だが逆に、魔力さえ元に戻せば、肉体も精神も元に戻る」

「では、今の術……その黒い玉が、」

「ああ。ルメールの魔力に溶とけ込こんでいた、成せい蟲ちゆう本ほん体たいだ。言ってみれば、魔力汚お染せん物ぶつ質しつを除じよ去きよしたというところだな。根こそぎ全部、綺き麗れいに取れたぞ」

　にっ、とジムが笑う。

　メティアも、笑顔を返した。

　そこに、

「燃もえろおおおおぉぉぉぉ！」

　魔術の火の玉が、飛んできた。

『えっ!?』

　今の声は老ろう婆ばの声、ヨーマの声だ。というとは、火の玉を放ったのもヨーマ。

　そう思ってメティアは、声のした方を見た。やっぱりヨーマがいた。森の奥おくから、こちらに向かって走ってくる。シュレインもいる。

　そして、ヨーマの放った火の玉が向かっていく先は……ジム？

「メティア！　そいつから離はなれろっ！」

　シュレインが叫び、一いつ瞬しゆん遅おくれて、




　ちゅどおおぉぉん！




　火の玉がジムに命中、爆発した。ジムは爆ばく炎えんと爆ばく煙えんに包つつまれ、黒い光の玉がその手を離れ、空に舞まった。

「ヨーマさん、シュレインさん！　何てことするんです！　先生は今、成蟲を除じよ去きよしてルメールさんを助けて……」

　言いかけたメティアの視し界かいの隅すみに、妙みようなものが映うつった。

　爆煙の中から、長いものが伸びて、黒い光の玉を受け止めたのだ。

　それは、ついさっきまでメティアとファロンが必死になって逃げ、かわしていたものと同じ。蟲の脚あしだ。

「えっ……」

　風が吹いて、煙けむりが晴れた。

　長く伸びていた蟲の脚は縮ちぢんで、その爪で摑つかんでいる黒い光の玉を主の元に運んだ。

　蟲の脚の主、根ね元もと。

　それは、ジムだった。

　片かた腕うでで玉を取り、片腕でヨーマの攻撃を防ふせいだ、ジムだった。

「せ、先生っ!?」

　メティアと、ルメールを抱きしめたファロンが、後ずさった。

　ジムは、両腕を蟲の脚にしたまま、黒い光の玉を持ったまま、笑みを浮かべている。そして胸を張って誇ほこらしげに、ヨーマとシュレインに向かって言った。

「お前たち、いろいろ走り回っていたようだが、残念だったな。たった今、収しゆう穫かくは終わったぞ。この優ゆう秀しゆうな苗なえ床どこと」

　とルメールを指差し、

「この優すぐれた肥ひ料りようのおかげでな」

　とメティアを指差す。

「いや全く、大だい豊ほう作さくだ。期待以上だった」

　ジムは嬉うれしそうに笑っている。そして黒い光の玉を見つめて、

「させるかああぁぁっ！」

　シュレインが両腕を変化させて伸ばし、ジムに打ちかかっていく。

　だがそれよりも早く、ジムの口が大きく開かれて、

「成った……遂ついに成ったぞ！」

　黒い光の玉を、丸飲みした。




　ドシュッッ！




　シュレインの爪が、ジムの肩口に深く食い込んだ。真っ赤な血ち飛沫しぶきが花火のように弾はじけ、飛び散る。

　どう見ても、その傷口は浅くはない。……なのに、

「ふはは……ははははははははっ！」

　ジムの高笑いと共に、シュレインの爪がまるでバネ仕じ掛かけのように、弾き出された。

　そして目を瞠みはる一同の前で、ジムの肉体が異い様ような変へん貌ぼうを遂とげていく。

　下半身は形を変え、独どく立りつした生き物のようになる。それを含ふくめた全身のシルエットは、まるで一頭の獣けもの、いや一匹の蟲に跨またがっている人間のよう。脚の数は六本で、その黒さも短い毛も鋭するどい爪も、紛まぎれもなくあの蟲のものだ。
















　上半身も、微かすかに人間の面おも影かげはあるものの、蟲とも人間ともつかぬ生物へと変わっていく。二本の腕の下に四本の腕を生やし、それらも蟲の脚そっくりで、鋭い爪がついている。顔は比ひ較かく的てき人間に近いが、口の左右には大きな蟲の顎あぎとが、頭には長い触しよつ角かくが生はえている。

　全身が外骨格となって隅すみ々ずみまで硬こう質しつ化かし、油で濡ぬれているかのように黒光りしている。たった今シュレインにつけられたばかりの傷も、変化していく内に埋うまってしまった。

　そして何より信じられないのは、そうして変化していく間、まるで紙かみ風ふう船せんのように、ジムの体が巨きよ大だい化かしていくことだ……

「見ろ！　見ろ！　見ろ！　見ろぉ！　これが完成された、二重魔力改造生物の姿だ！」

　ジムの肉体の変化が止まった時、メティアたちの前には、地上の生物とは到とう底てい思えないモノが存そん在ざいしていた。

　蟲の下半身と蟲人間の上半身を備そなえ、ジムの声で喋しやべるそいつは、ほぼ一軒の民家ほどの大きさがある。

　そしてこいつは、つい先さき程ほどまで、メティアたちの先生だった男なのだ。

「……せ、せん……せい」

　メティアと、ファロンと、ルメールが、呆ぼう然ぜんと見ている。

　ヨーマとシュレインは、冷ひや汗あせを流して見ている。

　そして当のジムは、

「魔力は強いが未み熟じゆくで弱い奴やつらが大おお勢ぜいいる、と聞いてこの学院に来たが、大正せい解かいだったな。適てき合ごう者しやはいたし、いいエサもいたし」

　ジムが、蟲の顔で、ニヤリと笑った。

　恐怖で、あるいは戦せん慄りつで、五人は言葉を失っている。

　そんな中、メティアが最初に、声を出した。

「む……蟲に、操あやつられているんですよね？　さっきみたいに、蟲を除じよ去きよすれば、先生は元通りに、なるんですよね？」

　ヨーマとシュレインの方を向いて、メティアは縋すがるように言った。

　だがその問いには、ジムが答えた。

「残念ながら、違うぞ。操られていたのはルメール一人だ。一ヶ月前、俺に蟲を飲まされてからな」

　ルメールが、びくっ、と怯おびえる。

「この蟲は、『邪じや喰くい蟲むし』と言ってな。人の体内に巣くい、その者の精神に働きかけ、邪心を育てていく。やがてそれが最大限に膨ふくらんだところで、一気に喰って宿主を乗っ取るんだ。お前たちも見た通りにな」

「……そ、それじゃルメールさんは、その蟲のせいで、あんなことを……」

　メティアの胸の中に、ルメールから受けた仕打ちが蘇よみがえった。

　一ヶ月前から、今日の蟲飲ませに到いたるまで。あれは全て、蟲の仕し業わざだと？

「邪心を膨ぼう張ちようさせた結果と、蟲自身の繁はん殖しよく本ほん能のうだな。だが蟲の成長を助けてくれたのは、お前の存在だぞメティア」

　ジムは、メティアを指差す。

「お前のおかげで、ルメールの邪心が育そだて易やすかった。蟲の邪心育いく成せい、お前への嫉しつ妬と、そして俺の煽あおり。それらがうまく作用して、蟲がここまで育ってくれたという訳だ」

「……！」

　全てが、明らかになった。

　メティアは震ふるえる声で、最後の問いかけをする。

「わ、わたしを……護まもるって言ってくれたのも……優やさしくしてくれたのも……」

「今言っただろう？　ルメールへの煽りだと。俺がお前に優しくしていることを、ルメールが見たり聞いたりすれば、邪喰蟲のいい栄えい養ようになる。そしてそんなお前に、学院をやめられては困るしな」

　力のない、泣き声がした。

　メティアではない。

　ファロンにしがみついている、ルメールの泣き声だ。

「ルメール……」

　ファロンがルメールをしっかりと抱きしめ、支ささえている。

　メティアはジムを睨にらみつけて、

「あ、あなたは……人の心を、何だと……」

「蟲のエサだ」

　と、ジムが言った次の瞬しゆん間かん、辺りを眩まぶしい光が照らし、

「燃えろおおおおぉぉぉぉっ！」

　激げつ昂こうしたメティアの一撃が、ジムの顔面に命中した。一瞬、メティアの身長ほどもある火の玉が出現したようだったが、それを誰も視し認にんできず、矢のような速さで火の玉は命中、そして爆発したのだ。

　ヨーマとシュレインが、目を瞠みはる。いかに距きよ離りがなかったとはいえ、今の速さは尋じん常じようではない。魔力の練り上げ、術の構成、射出速度まで、一いつ介かいの学生にできることではない。

　が、まともに喰くらったはずのジムは、

「ふん。小こ娘むすめにしてはなかなかの威い力りよくだが、今の俺には通じんぞ」

　爆煙の中、平然としている。

「っ……！」

　歯は軋ぎしりするメティア。ジムは笑って、

「俺自身と、ルメールを使って育てた成蟲。本来あり得えない、二重魔ま力りよく改かい造ぞうが施ほどこされているこの体だ。もはや、俺に敵かなうものなどいはしない」

「そうかの」

　ヨーマが、前に出た。

「長々と自じ慢まん話ばなし、ご苦労さん。おかげでお前さんのやり口は、よ～く解わかったわい。今後の参考にさせて貰もらうぞ」

「今後？　お前たちにそんなもの、ありはしない。この場で全員死ぬのだからな」

「ほほう。ならばやってみい」

「まあ待て。お前らも知っているのだろう？　蟲たちは全て、俺の分身だと。ということは今、そいつらはどうなっていると思う？」

　ヨーマの顔色が、変わった。

「まさか……蟲どもまで？」

「そのまさかだと言ったらどうする？　蟲たちも俺と共に今、成長し進化した、とな！」

　ガサガサッ──と、森中で葉は擦ずれの音がした。そしてメティアたちの周囲、葉の陰かげや草の陰から、一いつ斉せいに無数の蟲たちが顔を出す。

　よく見ると、蟲たちは全て、干ひ乾からびたようにくすんだ色をしている。そしてその背中に、ひび割われがある。

　これは……

「ギジアアアアァァァァッ！」

　ジムが、吼ほえた。すると蟲たちが一斉に、自分の体をその場に残して、背中の割れ目から飛び立った。脱だつ皮ぴしたのだ。

　一回り大きくなった蟲たちは、その体に鈍にぶい光を纏まとっている。それはメティアたちにも一目で解る、魔力の輝かがやきだ。

　魔力を帯おびた数百の蟲たちが、森中から飛び立って寮と、学院の方へと飛んで行く。

　シュレインが、空からヨーマへと視線を移うつして叫んだ。

「ま、まずいぞヨーマ！」

「大丈夫じゃ！　たかが蟲、わしに任まかせい！　……防ふせぐ、阻はばむ！」

　ヨーマが両手を挙あげて、それぞれの手から赤と青、二色の光の帯を放った。

　光は上空で花が開くように大きく広がり、森全体を覆おおい尽つくした。赤い光と青い光が、重なり合って巨大な光のドームとなって、蟲たちの流出を堰せき止とめた。

　だが蟲たちの勢いは衰おとろえない。弾はじかれても弾かれても、何度も何度もぶつかっていく。その攻撃によって、ドームの表面にいくつもの小さな波は紋もんが起こっていく。

「これは……」

　今度はメティアが、ヨーマの術に目を瞠みはった。魔力を使って障しよう壁へきを作り出す防ぼう御ぎよ術じゆつ、敵てきの物理攻撃に対する「防ぐ」と、魔術攻撃に対する「阻む」。どちらも普通の盾たてと同じように、個人戦で使う術だ。

　それを、二種類同時に、しかも森一つを丸ごと包んでしまうとは。人間業わざとは思えない。

『シュレインさんといい……この人たちって、一体、何なの？』

「なるほど、大したものだ」

　ジムは言って、ヨーマを見た。

　ヨーマは両手を天に向けて歯を食くい縛しばり、必死に術を維い持じしている。その顔には既すでに汗あせが滲にじみ、まるで大きな岩を捧ささげ持っているかのよう。

　数百の蟲たちによる絶たえ間ない攻撃が、かなり効きいているようだ。

「しっかり踏ふん張ばっていろよ。あいつらは、もう殆ほとんど成せい蟲ちゆうになってるんだ。ある程度魔力を持った、若わかい元気な肉体に喰くい込めば、即そく座ざに乗っ取ることができる。……すぐ近くに、そういうのがたくさんいるからなぁ」

「！」

　メティアたち三人が身を寄せ合って、森の外を見た。赤と青の光の壁かべ越ごしに、見み慣なれた寮りようと学院が見える。その姿がぼやけているのは、蟲たちが起こす波は紋もんのせいだ。

　もし今、ヨーマが力尽つきたら……と、その時、シュレインがヨーマの前に立って、ジムと対たい峙じした。

「待て。お前の相手は、このあたしだ」

　シュレインの腕が、蟲のそれに変化して長く伸びた。

　それを見下ろし、ジムも六本の腕を伸ばす。余よ裕ゆうの表情で。

　無理もない。腕の長さも太さも、そして体の大きさも、ケタが違うのだ。

「ふん。そこで汗かいてる御ご老ろう体たいと二人がかりならまだしも。お前如ごときが一対一で、今のこの俺に勝てると思っているのか？」

「ああ、勝てると思ってる。いや、勝つ」

　ジムから目を離さず、シュレインは背後のメティアたちに言った。

「お前たち、邪じや魔まだ。森からは出られないが、できる限かぎりここから離れろ。……解っているだろう？　お前たちなんかが何人束たばになっても、あいつには傷一つつけられない」

「……っ」

　はっきりと言い切られて、メティアは歯は嚙がみした。

　確かに、その通りだ。さっき、自分の全力の──おそらく怒いかりで普段以上の力を出せたはずの──一撃を、ジムの顔面にまともに命中させたのだ。

　それなのに、全く効かなかった。

「早く行け！　足手まといだ！」

「シュレインの言う通りじゃ、早うせい！　ここはわしらに任まかせるんじゃ！」

　ヨーマも、汗だくになりながら叫んでいる。

　メティアは、少しだけ逡しゆん巡じゆんしたが、

「……はい」

　足を痛めたファロンと、衰すい弱じやくしきっているルメールを、それぞれ両肩で支ささえて、歩き出した。

　すると、ルメールが。ぽつりと、言った。

「ありがとう……ごめん」

「えっ」

　メティアが、ルメールの顔を見る。

『ルメールさん……』

　足を止めたメティアにファロンが、

「メティア、早く行こう」

「あ、はい」

　三人が、歩き出した。その時！

「ちょっと待ったぁ！　そいつだけは連れて行って貰もらっちゃあ困こまる！」

　ジムの、変に陽よう気きな声がして、腕が二本、獲え物ものを襲おそう蛇へびのような速さで伸びた。シュレインの脇わきをすり抜け、

「！　しまっ……お前ら、逃げろっ！」

　あっと言う間に三人に追いつき襲い掛かり、ルメールを搔かっ攫さらってしまった。

「ル、ルメール！」

「ルメールさんっ！」

　ルメールを捕とらえたジムの胸に、ぱっくりと傷口のような穴あなが開いた。ジムは、強く抱きしめるようにして、ルメールをその穴の中に取り込む。

　そして、ぱくん、と穴を閉とじてしまった。

　その、あまりにも簡かん単たんであっけない光景を見て、

「い……嫌いやああああぁぁぁぁっ！」

　ファロンは半はん狂きよう乱らんになって絶ぜつ叫きようし、泣き喚わめいた。強く頭を抱かかえて、その場にへたり込む。

　ジムが、涼すずしい顔で言った。

「こいつは俺の蟲の、貴き重ちような『適てき合ごう者しや』なんでな。最後の一いつ滴てきまで魔力を絞しぼらせて貰う」

「き、貴様っ！」

　シュレインが、長い二本の腕を振りかざしてジムに襲おそい掛かかかった。その先には、肉切りナイフのような爪がついている。

　ジムも、六本の腕を一いつ斉せいに振りかざして応おうじる。その先には、大ナタのような爪がついている。

　二人は、戦闘開始の合図とばかりに、同じ言葉を叩き付け合った。

「死ねええええぇぇぇぇっ！」

　爪と爪とが激しくぶつかり合い、文字通りの火花を散らす。暴ぼう風ふう雨うのようなジムの乱撃を、シュレインは巧たくみに打ち払いながら合間を縫ぬって何とか切り込もうとする。

　ここに並の人間が踏み込めば、瞬しゆん時じに潰つぶれ肉にく塊かいと化かすであろう。人間離れした強ごう力りきと、鋭するどい刃やいばを備そなえた者同士の戦い。

　そのすぐ側で、

「うぅ……あ、あ……」

「ファロンさん、ファロンさんっ」

　メティアは、崩くずれきったファロンを立たせて、引きずるようにして歩き出した。

　やはり、駄だ目めだ。これはもう、自分たちが入っていけるような領りよう域いきではない。

　ジムも、シュレインも、ヨーマも、結局何が何なのか全然解らない。どこからやってきて、何をしようとしているのか。この学院を巻き込んで、何を企たくらんでいるのか。

『早く、ここから逃げなきゃ……』

　焦あせるメティアが、距離を確かめるべく一いつ旦たん、背後を振り向いた。

　と、どうしてもジムに切り込めないシュレインが、何をする気か一歩引いた。

　そして右手を振り被って、

「ホノオオオオォォォォッ！」

　松明たいまつのように燃え上がる火の玉を、ジムに投げつけた。ジムが腕でそれをガードすると、火の玉は激しく爆発した。

　メティアたちの使う「燃えろ」に似ている。だが威い力りよくはかなりのものらしく、ジムの腕が少しだけだが焦こげて、煙けむりを上げている。

　続けざまに、シュレインは次を撃とうとした。が、

「ほう。では、こちらも試ためさせて貰もらおうか」

　と、ジムは六本の腕を全部、振り被った。

　その内の四本に、炎が灯ともる。

　それを見たシュレインが、初めて恐きよう怖ふに青ざめた。

「そ、そんなことまで……」

「こんなところか。では、喰くらえ」

　ジムが、

「ホノオオオオォォォォッ！」

　四つの火の玉を、シュレインを囲むような軌き道どうで一いつ斉せいに放った。

　さすがに全ては避よけきれない。シュレインは両腕を交差させて二発、受け止めた。




　ちゅどどどどおおおおぉぉぉぉん！




　一瞬、辺りが真昼のように明るくなった。

　ヨーマが、シュレインの名を叫んだようだったがそれは爆音にかき消された。

　シュレインは、両腕をズタズタにされながら大きく吹き飛ばされて、

「がふっ！」

　メティアたちのすぐ側に、落ちてきた。

　ジムがすかさず、追ってくる。

「シュ、シュレインさん！」

「……まだいたのか、お前ら……」

　シュレインはすぐに、立ち上がった。

　だがその体は、戦せん闘とうも医術も全くの素人しろうとであるメティアの目から見ても、もうボロボロだ。まともに動けるようには見えない。

「さっさと行け、と言ったはずだぞ」

「でも、シュレインさん……」

「早く行けっ！」

　シュレインが、体を引きずるようにしてジムに向かっていく。

　そしてジムは、

「ようし、こういうのはどうだ？」

　四本の腕を伸ばして、攻こう撃げきしてきた。

　だがそれは、シュレインを狙ねらったものではなかった。先程ルメールを浚さらったように、その脇わきをすり抜けてメティアたちの方に……

「！　貴き様さまああぁぁっ！」

　シュレインは振り向いて、通り過ぎた四本の腕を押さえ込んだ。

　その瞬しゆん間かんを逃のがさずジムは、




　ドスッッ！




　残していた二本の腕を伸ばし、シュレインの背に爪つめを突き立てた。

「が……っ！」

　シュレインの背中から血ち飛沫しぶきが上がり、シュレインの口から血ち霧ぎりが散ちった。

　ジムは、怪け訝げんな顔をしている。

「この手て応ごたえは……ふん、お前もご苦労なことだな。腕だけでなく、胴どう体たいまでとは」

　シュレインはジムの腕を四本押さえ込み、二本を背中で受け止めたまま、血を吐きながら言った。

「は、は、早く行けっ！　いい加か減げんにしないと、あたしが殺すぞっ！」

「……シュ、シュレインさん」

「早くしろおおぉぉっ！」

　メティアは、ファロンを支ささえて、シュレインに背を向けて、全力で走った。

　その背に、シュレインの叫さけび声が聞こえていた……







　　　第六章　反撃、姉上さま







　メティアとファロンは、今にも倒たおれそうになりがら森の出口までやってきた。慌あわてていたので学院とは反対側だが、どちらにせよヨーマの術が壁かべとなって、行く手を阻はばんでいる。これ以上は進めない。

　二人は一気に力が抜けて、力ちから尽つきて、その場にへたり込んだ。

「……はぁ……」

　二人揃そろって、呻つぶやくように溜ため息いきを漏もらす。

　これから、どうすればいいのか。ジムからはだいぶ距きよ離りを取ったから、仮かりにシュレインとヨーマがあの場で殺されても（その時にはヨーマの壁が消えるから）、逃げ切れる。

『って、何を考えているのよわたしっっ！』

　メティアは自分で自分を叱しかりつけた。仮にも命いのち懸がけで自分たちを逃がしてくれた、あの二人が死ぬことを考えるなんて。

　しかし……戻ったところで、力になれる訳わけでもない。森の外へ助けを呼びにも行けないし、そもそもこの壁が一瞬でも途と切ぎれたら、

『あの蟲たちが……学院を襲おそう』

　メティアは惨さん劇げきの図ずを想像し、ぞっとしながら頭上を見た。

　光のドームに、数百の蟲たちが入れ替かわり立ち替わり、絶え間なく体当たりを繰くり返している。無数の波は紋もんがドームの内側一面を覆おおい、よく見るとドーム全体が細かく振しん動どうしている。ヨーマの魔力が、弱まっているのだろうか。

　無理もない。こんな巨きよ大だいな術を一人で維い持じし、しかも蟲たちの攻撃を受け続けているのだから。こうして少し落ち着いてみると、蟲たちの羽音とドームにぶつかる音が、うるさいぐらいに響ひびいてくる。

　そしてそのヨーマを庇かばって、ジムと絶望的な戦いを続けているシュレインが……

「……くっ……」

　メティアは自分の無力さに、涙なみだを浮かべた。

　故こ郷きようのグリンシティでは、殆ほとんど独どく学がくで国内統とう一いつ魔ま術じゆつ学がく総そう合ごう試し験けんの歴代最さい優ゆう秀しゆう成せい績せきを修おさめた。ウードミトリィへの最高位特待生に選ばれた。そしてそのウードミトリィでも、かなりの成績を維持していた。

　どうやらそんな中で、知らず知らず、自うぬ惚ぼれていたようだ。

　今の自分の、どうしようもない無力ぶりはどうか？　こうしてへたり込んで、ただ泣くことしかできないくせに、自分は何なに様さまだ？

　メティアは膝ひざを抱えて、その膝を濡ぬらして、嗚お咽えつした。

「っく……わたし……わたしは……」

　這はい上あがれない。どんどん、気持ちが沈しずんでいく。

　貧まずしくても実力はあるとか。いずれ無む敵てきの大魔ま術じゆつ師しになってみせるとか。そんなことを心の奥で考えていた。今となっては大笑いだ。

　ウードミトリィを優秀な成績で卒業して、華はな々ばなしく凱がい旋せんして、故郷に錦にしきを飾かざるんだとか。立りつ派ぱな騎き士しになったセリオスと一いつ緒しよに、みんなを護まもるんだとか……

『──セリオス！』

　メティアは、弾はじかれるように顔を上げた。

　どんな祈いのりも呪じゆ文もんも超こえる、その言葉。いつでもどこでもどんな状じよう況きようでも、メティアに力をくれる名前。

　誰だれよりも優しく、いつも真まっ直すぐで。泣き虫だけど、泣きながら戦うことのできる子。

　メティアが誰よりも信しん頼らいし、メティアのことを世界一信頼してくれている、男の子。

　いつも、いつまでも、メティアを姉として慕したってくれる、たった一人の弟。

「セリオスだったら、こんな時にこんなところで泣いてない。恩おんある人を見み捨すてて、敵に背を向けて、自分だけ助かろうなんてことは、絶対にしない……うんっ」

「メティア？」

　並んで泣いていたファロンが、怪け訝げんな顔をしてメティアを見る。

　メティアは、すっくと立ち上がった。

「わたし、戻ります」

「え？」

「シュレインさんたちを、助けに行きます」

　と歩きかけたメティアの袖そでを、慌あわてて摑つかんでファロンが止めた。

「ま、待って。行ったって無む駄だよ。ううん、無理よ。あんな、訳わけの解らない連中の、訳の解らない戦いに、あたしたちなんかが参加したって、何にもできっこない。だって、だって、あたしたち……」

　ファロンも、ルメールを助けたいけど何も出来ない、という無力さを嚙かみ締しめているのであろう。

　悔くやしそうに、俯うつむいて言った。

「ただの学生、ただの一年生なのよ？」

「……ファロンさん」

　確かに、ファロンの言う通りだ。

　メティアもファロンもルメールも、みんな同じ。伝でん説せつのドラゴンとも、盗とう賊ぞくのようなゴブリンとも、戦ったことなんかない。教科書で読んだだけだ。

　しかもジムは、それらとは全く違ちがう、未み知ちの生物。同じように論ろんじていい存そん在ざいなのかどうかすら、定さだかではない。

　ただ、不動の事実として、強い。無む茶ちや苦く茶ちやに強い。それだけは確かだ。

　そんなのを相手に、一いつ介かいの学生が、何をできるか？

「だからメティア、あの人たちに任まかせてここにいようよ。……ここに、いて。お願い」

　ファロンが俯うつむいているのは、気力が尽つきかけているからだけではないようだ。

　その手が震ふるえているのは、無力さを嘆なげいているからだけではないようだ。

　蟲たちの羽音、ドームの揺ゆれ、シュレインたちが敗北した後に起こるであろう大だい惨さん事じ。現げん在ざいと未来の、全てに恐きよう怖ふしているのだ。

　メティアにはそれが、解った。さっきまで、自分もそうだったからだ。

　だが今は、違う。

「ファロンさん」

　メティアは、ファロンの手を放しながら、優やさしく諭さとすように言った。

「わたしは、先の戦争で両親を亡なくしました。騎き士しの父も、従じゆう軍ぐん魔ま術じゆつ師しの母も、最後の最後まで戦い抜いて、散ったんです。……きっと、今のわたしと弟のような、親を亡くした子を見たくなかったんでしょう。だから、一いつ刻こくも早く戦争を終わらせようと……」

　その結果、自分の子こ供どもたちが孤こ児じとなった。皮肉と言えば皮肉な話だ。

　ファロンは何も言えず、少し涙を浮かべているメティアを見つめた。

　メティアは、涙を拭ぬぐいながら「それで」と言葉を継ついで、

「わたしと弟は、父と母の遺い志しを継ごうと誓ちかったんです。今度はわたしたちが、国を、街を、人々を護まもろうと。その為ためにわたしは、この学院に来ました。いつの日か、父のように立派な騎士になった弟と一緒に、戦えるように。母のような、強い魔術師になる為に」

「メティア……」

　誓ちかった、とその言葉を口にした途と端たん、メティアが強く輝き出したような。

　ファロンには、そう見えた。

「そうやって弟と誓い合って以来、弟はずっと、わたしのことを見ています。わたしの、このちっぽけな背せ中なかを、父さんや母さんを見るように、見ているんです。だから……」

　メティアは、ポケットの上に手を乗せた。

　そこにあるのは、セリオスの手紙。

　姉を、メティアを、何よりも信頼し誰よりも慕したっている、セリオスの手紙だ。

　その思いが、この手紙に込められている。

「だから、逃げられません」

　森の奥を睨にらみつけて、メティアは思う。

　怖いとか怖くないとかではない。ただ一つ、セリオスを裏うら切ぎれないから。

　拝はい啓けい、姉上さま──で始まる、この手紙に込められた気持ちを、強く受け止めたいから。

「そう……わたしはあの子の、『姉上さま』ですから。恥はずかしい姿は見せられません」

　自分に言い聞かせるように、呟つぶやいて。

　ぎこちないながらも、メティアはファロンに笑顔を見せた。

「メ、メティア……あんたは……」

　ファロンが、その笑顔に見み惚とれた次の瞬しゆん間かん、メティアはもう踵きびすを返して、走り出していた。

　森の奥、つい先程逃げ出してきた、戦場に向かって。




　シュレインが、背中と口から血を溢あふれさせながら、ジムと対たい峙じしている。

　その後ろでは、息も絶たえ絶だえなヨーマが、必死に両手を天に向けて、光のドームを維い持じしている。

　そして、蟲の下半身を持つ六本腕の巨大な生物、ジムはほぼ無む傷きず。

　そんなところに、メティアは駆け戻った。

「何をしに来たんだ、今いま更さら」

　ジムが、小馬鹿にした声で迎むかえる。

「ば……ばか、何で……！」

　シュレインは、死にそうな声で罵ののしる。

　そして当のメティアは、

「燃えろおおぉぉっ！」

　問答無用で、ジムに攻撃を仕掛けた。狙ねらいはジムの下半身、蟲部分だ。

　だが、

「おっ、と」

　ジムは、長く伸ばした六本の腕で、難なんなく弾はじいてしまう。

　続けざまに、メティアは右から左から、火の玉を放つ。が、ジムは一歩も動かず、メティアの攻撃の全てを防ふせいでみせる。

「何だ何だ、つまらんなあ。こういう場合、何か秘ひ策さくを持もって駆かけつけるものだろう？」

「そ、そんなものなくても、わたしには、」

「勇気か、正義か、愛か、根こん性じようか？　ん？」

　と言いながら、しゅっ、と達人の突き出す刃やいばのような速さで伸びてきたジムの腕が、

「っ！」

　メティアの喉のどを、がっしりと摑つかんだ。以前、メティアがシュレインにやられたように。

　そのままジムは、メティアを持ち上げた。ご丁てい寧ねいに爪は引っ込めて、純じゆん粋すいに握あく力りよくだけでメティアの細い首を、白い喉を責せめている。

　指による、絞こう首しゆ刑けいである。こうなると息を吐はくことはできるが、吸すうことはできない。

「か、かはっ！……ぐっ……」

　メティアはジムの手首を摑んで力を込め、少しでも体を浮うかせようとする。だがそれでも、ジムの万力のような指はメリメリと音を立てて、メティアの喉に食い込んでいく。

「身みの程ほど知らずが」

　ぼそっ、とジムは言って。

　そのまま、メティアの体を、まるで金かな槌づちで釘くぎを打つかのように、地面に叩たたきつけた。

「はぐぅ……っ！」

　喉が千ち切ぎれかねない猛もう烈れつな加か圧あつと、全身を貫つらぬく痛つう烈れつな衝しよう撃げき。メティアは一瞬、完全に意い識しきを失った。

　だがそれでも、ジムの責めは終わらなかった。再さい度どメティアを持ち上げると、

「まあ、こんなものだな」

　無む造ぞう作さに、ぶぅん、と投げ捨てた。

　メティアの体は人形のように軽々と飛んで、激しく木に衝しよう突とつ。あっけなく、倒たおれ伏ふした。

「やれやれだ。……で、」

　ジムは、シュレインの方を向く。

「俺を攻撃する機会を窺うかがっていたようだが、残念だったな。隙すきのすの字も見つからなかっただろう？」

「……」

「まあ、相手があの小こ娘むすめではな。お前自身も、死力を振り絞しぼって後一度か二度、仕掛けるのが限げん界かいだろう。辛つらいところだな」

　余よ裕ゆうたっぷりのジムに、シュレインは襲おそい掛かかれないでいた。

「相手が悪かったんだ。諦あきらめるんだな」

　ジムが、シュレインにとどめを刺さすべく、動き出した。

　この時メティアは、半分気絶しながらも、必死にジムを倒す糸口を探さぐっていた。

『まともな攻撃は、一いつ切さい効きかない……それなら、まともでない攻撃……そんなの、わたしにはできない……となると、まともな攻撃でも効くようにするしかない……』

　だが、どうやって？　ジムは自じ他た共に認みとめる、無敵の存在だ。確たしか自分で、こんな風に言っていた。




「俺自身と、ルメールを使って育てた成蟲。本来あり得ない、二に重じゆう魔ま力りよく改かい造ぞうが施ほどこされているこの体だ。もはや、俺に敵かなうものなどいはしない」




　もともと魔力改造をしていた体に、更さらに成蟲を重ねたことにより、本来あり得ない強さを得た。そういうことらしい。

　二重魔力改造。だから無む敵てき。

『二重魔力改造……二重だから無敵……ということは……あっ！　も、もしかしたら』

　メティアの頭の中に、一つ、浮かんだ。

『た、確か、えっと、あの時こうして……』

　メティアは、微かすかな記き憶おくを頼たよりに、倒れたままで手を動かした。

　そして、両手で複ふく雑ざつな印いんを組んだ。




「一か八か、だ」

　シュレインは、覚かく悟ごを決めた。

　ヨーマは動けないし、メティアなんか最初から当てにしていない。もはや、相討ち覚悟で最後の攻撃を仕掛けるしかない。

　眼がん前ぜんの巨きよ大だい生物を前に、シュレインは長く伸ばした両腕をまっすぐ振り上げた。防ぼう御ぎよのことは何も考えず、ただ一撃、振り下ろして敵を切り裂さく。あるいは打ち砕くだく。

　それだけを考えた、背はい水すいの構かまえだ。

「そう来るか」

　シュレインの覚悟を読み取ったジムは、今まで溢あふれさせていた余裕を抑おさえ、気を引き締しめた。

　が、それだけのことだ。見くびったり、遊んだりさえしなければ、絶対に負けはしない。

　シュレインが、自分から一歩、前に出た。

「行くぞ」

「ああ、来い」

　シュレインが、口から空気を大きく吸い込み、裂れつ帛ぱくの気合いと共にジムに向かっていく──いこうとした、その時。

「っ!?」

　シュレインは急に足を止め、横を見た。

　ジムも、驚おどろいて同じ方を見た。

　二人の間に割わって入るかのように、眩まぶしい白い光が、突とつ然ぜん横から射し込んだのである。

　その光の源みなもとは、

「なっ……！」

　二人が、同時に驚いた。

　木の根元で、倒れているメティア。その両手で形作っている印が、白く眩しく、輝いているのだ。

　シュレインもそれを見て驚いているが、ジムはそれを遥はるかに上回る驚きよう愕がくの表情で、

「ば、ば、馬ば鹿かな！　なぜお前が、その術を知っている!?」

　と、メティアが、印を組んだまま、ゆらりと立ち上がった。

　そして、ジムを見る。

「その慌あわてよう……どうやら、この術の構こう成せいはこれで正せい解かいみたいですね、先生？」
















　メティアの、挑ちよう戦せん的てきな目。

　ジムはその額ひたいに汗あせを浮かべて、

「ぬおおおおぉぉっ！」

　猛もう然ぜんと、メティアに向かって突進した。

「完成する前に潰つぶしてしまえば、どんな術も無力だ！　殺してやる、殺してやるぞ！」

「……確かに、先生は結構時間かかってましたよね、この術。でもわたしは、」

　メティアは、印を組んだ手を少し、後ろに引いた。そして、

「もう、完成させましたよ。……吸すい取とれええぇぇっ！」

　白い光の玉を、勢いきおいをつけてジムに投げつけた。

　既すでにメティアの眼前に迫せまっていたジムは、その巨体が災わざわいして避よけることもできず、

「ぐっっ！」

　胸の真ん中に、まともに喰くらってしまった。

　と、白い玉はジムの胸に食い込み、

「ぎ……ギ・ギ・ギ・ギジアアアアァァ！」

　一いつ層そう眩しく、輝きを増した。痛いのか熱いのか苦しいのか、ジムは甲かん高だかい断だん末まつ魔まの声を響ひびかせて、悶もだえている。

　ジムが、成蟲化したルメールにした時と、同じように。

「で、できた……」

　初めての、ぶっつけの術に魔力と精神力を大おお幅はばに消しよう耗もうしたメティアは、力ちから尽つきるように両りよう膝ひざをついた。

　ジムは、そんなメティアに攻撃することさえできず、苦しそうによろめきながら、後ずさっていく。

　白い光の玉が、少しずつ黒ずんでいく。そしてジムの体が、少しずつ変化していく。

　脇腹から生はえていた蟲の脚が縮ちぢみ、体を覆おおう外がい骨こつ格かくが白く柔やわらかく変化し、下半身の蟲部分も普通の人間の足に戻っていき、長い触しよつ角かくや鋭するどい顎あごも萎しおれ、何より全身が縮み、元のジムの大きさに戻っていく。

　ルメールの時と同じだ。光の玉に『蟲』の要素を吸い取られていくかのよう。

　そのルメールも、萎しぼんでいくジムの体から吐き出された。ジムに魔力を奪うばわれたせいか、衰すい弱じやくし気を失っているが、どうやらまだ息はあるようだ。

　そして白い光の玉は、

「ギ……ギジぁ……ぐっ」

　完全に真っ黒になって、ジムから外はずれた。

　ジムはもう、長い蟲の両腕以外は、普ふ通つうの人間に戻っている。

　ジムから『成蟲』を吸い尽くした黒い玉は、ジムの体から外れて、メティアの方へと飛んでいく。

「う、うおおおおぉぉぉぉっ！」

　ジムが、黒い玉を奪い取ろうと、蟲の手を伸ばした。

　メティアはそれより速く、黒い玉を砕くだこうと術の構かまえに入る、が、

「クソガキがああぁぁっ！」

　ジムが腕を伸ばし、殴なぐりつけた。まともに顔面に拳こぶしを喰らったメティアは、口の端はしから血を飛ばしながら吹き飛び、倒れる。

　すかさずジムは、もう一方の手で黒い玉に手を伸ばした。だが、

「ホノオオオオォォッ！」

　真上から、シュレインの声。ジムの頭上を越えるように跳とんだシュレインが、炎ほのおの術を放ったのだ。

　その炎は、ジムの手よりも一瞬早く黒い玉に命中、そして、

「お、俺の成蟲っっ！」




　ちゅどおおおおぉぉん！




　爆発。

　黒い玉は、その内ない包ほうする成蟲の力と共に、爆ばく炎えんの中に焼やき尽つくされ、消しよう滅めつした。

　その炎が消えたと同時に、シュレインがメティアの側に降おり立つ。

「どうやらこれで、お前の二重魔力改かい造ぞうとやらは完全に潰つぶれたようだな、ジム！」

　ジムは一瞬、青ざめた。

　だがすぐ真っ赤になって、

「おっ……おのれええええぇぇぇぇっ！」

　怒いかり狂くるった叫び声を上げ、最大に伸ばした蟲の両腕を、竜たつ巻まきのように振り回した。

　既すでに重傷のシュレインはかわしきれず、

「ぅぐっ！」

　脇わき腹ばらにまともに喰くらい、切り裂さかれた。が、吹き飛ばされることなくその場に踏ふん張った。

　今、後ろにはメティアがいる。

　シュレインはジムを睨み、そして笑った。

「やっぱり随ずい分ぶん、弱ってるな。こんなんじゃ、あたしは殺せないぞ？」

「ふん、それがどうした。半死人を始末するのには、これで充分だ。死ねええぇぇっ！」

　と吼ほえたジムに、

「燃えろおおぉぉっ！」

「燃えろおおぉぉっ！」




　ちゅどどどどおおおおぉぉん！




　弱いながらも炎の魔術が二発、左右から挟はさみこむように命中した。

「なっ……？」

　右と左を、ジムは見た。

　右には、つい先程まで自分が体内に取り込んで魔力を搾しぼり取とっていた、ルメール。

　そして左には、半はん狂きよう乱らんになってメティアに担かつがれていったはずの、ファロン。

　二人が、今にも倒れそうな顔をして、でもしっかりと立って、ジムを睨にらみつけている。

「き、貴き様さまらっ！」

「燃えろおおぉぉっ！」

　今度は正面から、立ち上がったメティアの一撃が、ジムを襲おそった。

　だがジムは、その攻撃を蟲の腕で、

「いい加か減げんにしろ、この小娘どもがああああぁぁっ！」

　メティアの攻撃を、ジムは怒りと共に打ち払った。その瞬間、




　ドスッッ……！




　鈍にぶい音がした。

　ジムの胸に、長い二本の腕が生えている。

　それは、蟲の脚そっくりのシュレインの腕。二本とも、ジムの胸から背中へと抜けている。

　ジムの背中で、シュレインの両手の爪が、その先せん端たんから血を滴したたらせている。

「終わりだ、ジム」

「ぐ……が……はっ！」

　ジムは口から、大量の血を吐いた。

　真正面にいるメティアは見ていられず、目を逸そらす。

「そうだ。もうしばらく、目を閉とじていろ。殺やる瞬しゆん間かんは、見ない方がいい」

　シュレインに言われて、メティアは固く目を閉じた。

　すると、声と音だけが、聞こえた。

「死ねええええぇぇっ！」




　ばりぐしゃああああぁぁぁぁっ！




　シュレインの声と、凄すさまじい音。おそらくシュレインが、ジムの胸に突き刺した二本の腕を、そのまま思いっきり左右に開いたのだろう。

　直ちよく接せつ見なくとも、メティアの脳のう裏りにはその様がまざまざと浮かんでいた。

　だが、怖こわくはなかった。嫌けん悪お感かんもなかった。

『終わっ……た……』

　安あん堵ど、そして脱だつ力りよく感かん。

　それがメティアを、支し配はいしていた。




　もういいぞ、とシュレインに言われて目を開けた時、もうジムはいなかった。

　そこには人間のようにも見える、消し炭だけがあった。

「見られるモノじゃなかったからな。焼いておいた」

　そして、

「メティア……」

　ルメールとファロンが、近づいてきた。

　メティアが、力の入らない腕を広げて、二人を迎むかえる。

「ルメールさん、ファロンさん……」

　と、シュレインが二人の襟えり首くびを摑つかんで、並ならべて引き寄せた。

　そして口を大きく開け、二人に口の中を見せる。すると、

「うっ……」

　二人は、ぐったりとなった。シュレインが手を放はなすと、二人揃そろってどさりと倒れ伏ふす。

「な、何をしたんです？」

「お前も体験しただろ。眠ねむらせただけだ。で悪あく夢むを見せて、記き憶おくを消す」

「どうして、そんなことを」

「あたしたちのことを、まだ知られる訳わけにはいかな……」

　シュレインがいきなり、糸の切れた操あやつり人形のように、その場に尻しり餅もちをついた。

「いてて。さすがに、限げん界かいかあたしも」

「おうおう。無む茶ちやしおったのう」

　ヨーマが、座すわり込こんだシュレインの後ろに廻まわった。

　そしてメティアに、

「お前のおかげで、わしも助かったわ」

　と言いながらヨーマは、顎あごをしゃくって空を指した。

　光のドームが消え、そして蟲たちも消えている。

「あの男の死と共に、その分身も綺き麗れいに消えおった。お前のお手て柄がらじゃ」

「そんな、わたしなんか」

「後でお前も手当てしてやるから、少し待っとってくれ」

　ヨーマは、ローブの袖そでの中からいくつもの薬草を取り出して、口の中に含ふくんだ。

　ぐちゃぐちゃと嚙かんで、吐き出して、それをシュレインの背中や脇腹の傷きずに塗ぬりこんでいく。

　同じ手当てを、眠っているファロンとルメール、そしてメティアの傷口にも施ほどこした。

「これでよし。とりあえずこの二人の傷は、明日には治なおっておるじゃろ」

　とヨーマが言うと、それを待っていたかのように、二人は立ち上がってふらふらと歩いていった。

　このまま帰き宅たくしてベッドに入り、目が覚めれば森で見た悪夢だった……となる訳か。

　複ふく雑ざつな思いで二人を見送るメティアに、手当てを終えたシュレインが言った。

「お前の例があるから、ちょっと心配だな。魔術の耐たい性せいが強いと、記憶の消去は完全にはできない。特にあの、紫むらさきの髪かみの……」

「ルメールさんです」

「あの子も、なかなかの魔力の持ち主ぬしみたいだからな。記憶がちゃんと消せてるかどうか、いまいち自信がない」

　と、ヨーマが、

「わしが見たところ、あの程てい度どの連中なら大だい丈じよう夫ぶじゃろう。この子と違ってな」

　メティアを見て、言った。

　それから一つ、咳せき払ばらいをして。

「さてと。ようやっと落ち着いたところで、説明して貰もらおうかの。さっきの術について」

「さっきの……？」

「とぼけるでない。ジムを元に戻した、あの術じゃよ。成蟲の魔力を綺き麗れいに吸い取る術なんぞ、その蟲と魔力が完全に合っておる『飼い主』にしか使えんはずじゃが」

「それそれ、それはあたしも聞きたかった。どういうことなんだ？」

　シュレインも、メティアに詰つめ寄る。

　メティアは少し、困こん惑わくして、

「そう言われても、別にタネも仕し掛かけもありませんよ。ジム先生……いえ、ジムがルメールさんにやったことを真似まねしただけです」

「真似、した？」

「はい。ジムがルメールさんから成蟲を除じよ去きよした術は、構こう成せいする時も発はつ射しやした時も、わたしは間近で見てましたから。それを真似して、同じようにやってみただけです」

　と答えたメティアを、しばし見つめて。

　それからシュレインとヨーマは、顔を見合わせた。

「なあ。どう思う、この子」

「う、う～む。信じ難がたいが、『凄すごい才さい能のう』としか言いようがないのう」

「そんな言葉で片かた付づく話かよ？　どう考えてもバケモノじみてるぞ」

「お前の記憶消去が通じないという時点で、既すでに充分バケモノじゃろうが」

「それはそうだけど。でもこの子の場合は、年ねん齢れいや経けい験けんを考こう慮りよするとそのバケモノっぷりが常識の範はん疇ちゆうを、」

「……あの～」

　内ない緒しよにする気のなさそうな内緒話を繰くり広げる二人に、メティアが声をかけた。

「さっきから、バケモノバケモノって……わたしに言わせれば、お二人の方がバケモノですよ？　それに、」

　ちらりとジムの亡なき骸がらを見て、メティアは、

「いい加か減げん、きちんと説明して下さい。あなたたちは何者で、何をしているんですか？　蟲とか魔力改造とか、何なのですか？」

　少し強い口調で、二人に問いただした。

　シュレインとヨーマは、また顔を見合わせて、それから溜ため息いきをついた。

　そして、ヨーマが、

「仕方ないのう。ことここに到いたっては、隠かくし続けても無意味じゃろう。記憶は消せぬし、それに……」

　メティアの目をじっと見て、言った。

「わしらが、お前の類たぐい稀まれなる才能を放置しておくというのも、変な話じゃからの」

「え？」

　メティアが戸と惑まどい、シュレインは黙だまっている。ヨーマは声を落として、言葉を続けた。

「聞くからには、覚かく悟ごして貰もらうぞ。もう、後戻りはできんと思え」







　　　終　章　親愛なる弟へ







　あの、ジムとの戦いから二日が過すぎた。

　風邪かぜということにして二日だけ休んで、メティアは学院に出てきていた。まだ体は復ふく調ちようしていないが、勉強もアルバイトも、これ以上休む訳わけにはいかない。

　明るい日差しが射し込む教室で、講こう義ぎを聴ききながらノートを取る。静まり返った室内に存そん在ざいする音は、先生の声とペンを紙の上に走らせる音だけ。

　真しん剣けんな、だが平和な、学院の風ふう景けいだ。

　実じつ技ぎ担たん当とうのジム先生が行方ゆくえ不明ということで、何人かは心配そうな顔をしているが。

『……』

　メティアは、ふと手を止めて、窓まどから外を見た。

　この教室の、二階の窓から見下ろしてみると、森はやはり広い。その森の中で、つい二日前、メティアは生まれて初めて、命いのち懸がけの戦いをした。

　そして森の中には今も、シュレインとヨーマがいるのである。

『信じられない、けど、現げん実じつ……』

　メティアはジムとの戦いの後、二人から告げられたことを思い出していた。




「ま、魔ま界かい人じん!?」

　メティアにとって、何よりも意外な名前が、ヨーマの口から出てきた。

　ヨーマはだめ押おしのように、

「そう、ジムは魔界人じゃ。『邪じや喰くい蟲むし』は魔界で開発された兵器生物で、まだまだ改かい良りようの余よ地ちがあるとして試験的に……」

「ま、待って下さい」

　ヨーマの言葉を遮さえぎって、メティアは聞いた。

「魔界との戦争は、とっくに終わったはずでしょう？　魔界軍は敗れて、傷ついて、ボロボロになって、敗はい退たいして、もう二度と襲しゆう来らいすることはないって、」

「そう言っとる奴やつらもおるがの。残念ながら、こやつらはまだまだ、地上界を諦あきらめた訳ではないのじゃ」

「こらこら、あたしを一緒にするな」

　シュレインが、むっとした声で言う。

「あたしは、そいつらを止めるべく戦っているんだからな。お前たち地上人にとっては、いわば正義の味方だろ」

「いい方に回るでない。要ようするに、勢せい力りよく争いじゃろうが」

「下品な言い方はしないで貰もらいたいな。暴ぼう君くんを担かつぐ魔ま王おう派はに対し、御ご落らく胤いんを擁よう立りつして争っているお家いえ騒そう動どう、と」

「ま、待って下さい」

　何やら言い争いを始めた二人にの間に、メティアが割って入った。

「お話を聞いてますと、あの……シュレインさんって、もしかして」

「その、もしかしてだ。あたしはれっきとした、魔界人」

　自分を指差して言い切るシュレイン。

　メティアは、思わず一歩、後ずさった。

「つまり、じゃ」

　ヨーマがまとめに入る。

「戦争は終わったが、魔界の連中はまだ、魔王の命を受けて地上界のあちこちに入り込んでおる。そして本軍再さい来らいに備そなえて、いろいろ画かく策さくしておるのじゃ。わしらは、そういう奴らと戦っておる」

「た、戦うって、でも今、シュレインさんは魔界人だって」

　メティアは、ヨーマとシュレインをあたふたと見み比くらべた。

　シュレインは少し笑って、

「さっき言ったろ。あたしは魔界人だが魔王派はと敵てき対たいしてる、と。素す直なおに考えればいいさ。敵の敵は味方。だからあたしは、地上人であるヨーマと手を組んでいるんだ」

　ヨーマが頷うなずいて、

「こやつらのことを、魔王側に知られる訳わけにはいかん。そして、どこに奴らの手が伸のびておるか判わからん。そんな戦いじゃから、ここの学生なんぞを巻まき込こむつもりは毛頭なかったのじゃが……」

　メティアを見て、言った。

「メティア、と言うたな。お前にはどうやら、かなりの素そ質しつがあるようじゃ。これからはできる限かぎりここに来て、このわしの課かする修しゆ行ぎようを受けて貰もらう」

「修行？」

「そうじゃ。学院では知ち識しきを学び、ここでは実戦を学ぶ。魔界の軍ぐん勢ぜいを向こうに廻まわして戦えるような、真の実力を持った魔ま術じゆつ師しになるのじゃ」

「わ、わたしが……戦うんですか？　魔界の、軍勢を相手に？」

　メティアは、戸と惑まどうというより恐おそれを為なした。ジムとは無む我が夢む中ちゆうで戦ったが、もうあんな恐ろしい思いはしたくない。

　確かに、森を丸ごと包んで蟲たちを抑おさえ込んだ、ヨーマの魔術は常人離れしている。その教えを受ければ、相当な使い手になれるだろう。メティアの本来の目的は、強い魔術師になってセリオスと一いつ緒しよに戦うこと。それを思えば、願ったり叶かなったりということになる。

　だがしかし、いきなりこんなことになるとは思っていなかったし、第一まだ自分なんか……とメティアが戸惑っていると、ヨーマが、

「選せん択たくの余よ地ちはないと思え。お前にはどうあっても、戦って貰もらうぞ」

「そ、そんな」

「お前も、今回のことで理解できたはずじゃ。魔界の連中は、地上界のどこに入り込んで何を企たくらんでおるか判わからん。お前の隣りん人じんや家族が、いつどこでどのような形で狙ねらわれるか……」

「！」

　メティアの心を、鋭するどい刃やいばが貫つらぬいた。

　それは、冷たい不安。

「あ……あの、もしかして、もしかして、ですよ。大きくて強い国の、騎き士し団だんの中に、今回のジムみたいな人がいたりとかは……」

「あり得うる」

　ヨーマは簡かん単たんに、言い切った。

「無む論ろん、そう何人も何人もはおらんじゃろう。また国によっては、今のこの事じ態たいを、王族やその側近が知り得えている可か能のう性せいもある。が、油ゆ断だんはできんと思っておいた方がよい」

「……そんな……」

　と言うことは、故こ郷きようグリン王国にも？　その、誇ほこり高き騎士団にも？

　いつかセリオスにも、その牙きばが？

「ど、ど、どうすれば……」

　青ざめたメティアが、半分独ひとり言ごとのように言った。

「じゃから言うておろうが。お前自身が充じゆう分ぶんな力を身につけ、そして戦うしかないと」

「……わたし、が」

「そうじゃ。しかし何度も言うが、どこに敵がおるか判わからん。今言った、隣人だの家族だのにもコトを口外せず、孤こ独どくに戦い抜ぬく覚かく悟ごが必要じゃぞ」

「言ったところで、戦勝ムード一杯の今の地上界じゃあ、信じて貰もらえないだろうしな。敵の方に先に見つかって、暗あん殺さつされるのがオチだろう」

　シュレインが、ヨーマの言葉を補ほ足そくする。

『セリオスが……狙ねらわれるかもしれないの？　それも、騎士団の内部から……？』

　絶望的な顔で震ふるえているメティアの肩を、ヨーマが、ぽん、と叩いた。

「まだ、戦後三年じゃ。本軍の再来にしても、潜せん入にゆうしとる連中の大だい規き模ぼな蜂ほう起きにしても、今しばらくかかろう。今回のことはおそらく、功こうを焦あせっての単たん独どく行動とわしは見ておる」

「……それじゃあ」

「お前が早急に力をつけ、奴らと戦い、そして駆く逐ちくする。それができれば、お前の大切な人も護まもれよう」

「た、大切な人……って」

　どう言ったらいいのか困こまりながら、一方でメティアは冷静に考えた。

　確かに、ヨーマの言う通りだ。ジムも蟲も、魔界のものだとしか思えない。その地上界への浸しん透とうぶり、その強さと恐ろしさは、身を持って体験した。

　あんな恐ろしい連中から、セリオスを護る為には。

『戦うしかない……わたしが、この手で』

　メティアは、自分の手の平を、じっと見て。

　その白い手の、細い指を折り曲げて、力強く拳こぶしを作った。

　そして、

「ヨーマさん、お願いします。わたしに、戦う為ための魔ま術じゆつを教えて下さい」

　ヨーマに、頭を下げた。

　メティアの目と拳を見て、メティアの声を聞いて、ヨーマは深く頷うなずいた。

「うむ。そういうことなら、大だい丈じよう夫ぶじゃな。孤独に戦うとは言うても、人間、本当に一人では戦えんからのう」

「えっ？」

　メティアが顔を上げると、ヨーマは少し意地悪そうな顔で笑った。

「ほっほっ。わしとて、ダテに長くは生きとらん。お前の様子を見とれば解わかる。そうさの……故郷に残してきた、幼おさない頃ころに結けつ婚こんの約束をした幼おさな馴な染じみの男の子。そんなところか？」

　じろじろとメティアの顔を覗のぞき込みながら言うヨーマに、

「……いえ」

　メティアは、首を振って答えた。

「弟です。わたしの、自じ慢まんの弟です」

　その嬉うれしそうな顔を見て、今度はシュレインが口を出す。

「ふ～ん。知ってるか、ヨーマ？　こういうのを世せ間けん一いつ般ぱんでは、ブラコンって言うんだ」

「なっ……」

　メティアが、真っ赤になって反はん論ろんした。

「ち、違ちがいます！　わたしはそんな、そんなことは決して、」

「そうかぁ？　かなり深しん刻こくに見えたが」

「違いますってばっ！　セリオスはクルーロル家の騎士としての立場をきちんと自覚しているよくできた弟だから姉として自慢できるという意味であって決してそれ以上の」

　汗あせをかきながら必死になって、一気にまくし立てるメティア。

　だがその中の一言に、ヨーマが反はん応のうした。

「なぬ？　お前、今何と言った？」

「は？」

「お前の、弟の家……つまり、お前自身の姓せいじゃ。何と言うた？」

「クルーロル、です。わたしはメティア＝クルーロルで、弟はセリオス＝クルーロル」

「で、では、お前の祖そ国こくは？」

「グリン王国ですが。それが何か？」

　メティアが、きょとんとして言うと。

　ヨーマが、顔色を変えた。

「何と……まあ。そうじゃったのか。これはまた、奇き妙みような巡めぐり合わせじゃて」

「ヨーマさん？　どうかしたんですか」

「……いや」

　ヨーマは一いつ瞬しゆん、哀あわれむような目でメティアを見たが、すぐに厳きびしい顔つきになって、

「今は話す時ではない。とにかく、こうなったからにはわし直じき伝でんの、厳きびしい修しゆ行ぎようにとことんついて来て貰もらうからの。良いな？」

「はいっ！」

　メティアは、力強く頷いた。




『まさか、こんなことになるなんて。入学した時には、想そう像ぞうもしなかったな……』

　まだ、入学してたった三か月なのに。

　いや、もう三か月、というべきか。在学中、ヨーマの元に通える間に、どこまで強くなれるか。

　などと考えている内に、終しゆう了りようの鐘かねが鳴った。

「今日は、ここまでだ。みんな、しっかり復ふく習しゆうしておけよ」

　先生が出て行った。教室から脱だつ力りよくの溜ため息いきが漏もれ、次いで一気に騒さわがしくなる。次は昼休み、昼食の時間だ。

　メティアも、教科書とノートを片かた付づける。と、机の上に真新しいノートが一冊さつ、ぽん、と置かれた。

　顔を上げるとそこには、ルメールが。

「これ、あげるわ。昨日と一昨日の、あなたが休んでた分のノートよ。あなたが取ってる講こう義ぎ、全部カバーしといたから」

「え？」

「次のテストで、休んでたから実力が発はつ揮きできなかった、なんて言いい訳わけされたら堪たまらないから。で、これは単に講義内ない容ようを書き留とめただけのもの。受け取りを拒こばむ理由は、何もないわよね」

　ルメールは、メティアを強く睨にらみつけて、言った。

「私は、実力で完かん璧ぺきに、あなたに勝つ。そしてジム先生が帰って来られた時、私は単たん独どくトップに返り咲ざいているんだからね。あなたなんか、遥はるかに引ひき離はなして」

「あ……」

「そういうことよ。それじゃ」

　くるり踵きびすを返して、ルメールは歩いていく。

　呆ぼう然ぜんとルメールを見送るメティアに、ファロンが近づいてきて言った。

「ま、有あり難がたく受け取っときなさい。あんたと違って、ノートの一冊や二冊、ルメールにとってはゴミみたいなものだから」

「……ファロンさん」

「お恵めぐみ下さった、ってところね」

　と言って、ファロンはルメールを追いかけていく。

「待ってよ、ルメール。……ねえ、ちょっと甘あま過すぎない？　そりゃ目くじら立ててライバル視しする程ほどの相手じゃないとは思うけど」

「うるさいわね。何となく、よ」

　学食へ行くのか、二人は教室を出て行く。

　メティアは慌あわてて立ち上がって、

「ルメールさん！　ノート、ありがとうございます！」

　ルメールの背中に向かって、叫んだ。

　ルメールはちらりと振り向いたが、それ以上は何の反はん応のうも見せずに、ファロンと二人で教室を出た。

『……ルメールさん、元に戻ったんだ』

　安あん堵どして、席に腰こしを下ろすメティア。

　だがまだ、本当に安心するのは早い。今回の『邪喰蟲』事じ件けんは解決したが、まだまだどこに敵がいるか、判らないのだ。

　ヨーマが言っていたことが事実なら、国の機関すら信用できない。むしろ、そういったところにこそ、敵の根が張られていると考えた方がいい。

　そういうところとは無む縁えんで、独どく自じに、自分の力を高めねばならない。いつどこで起こるか解らない、孤こ独どくな戦いに備そなえて。

『……大丈夫。わたしには、セリオスがいるもの。セリオスだけは、何があっても、信じられる。信じてくれる』

　メティアは今夜、セリオスに宛あてて書く手紙の文面を考えた。

　──友達もいっぱいできて、わたしは毎日、勉強に励はげんでいます。父さんや母さんのように、みんなを護まもれる人になるという約束を、必ず果たします──と。




　この時のメティアはまだ、緋ひ色いろのマントをなびかせる怪かい盗とうのことなど、何も知らない。







　　　あとがき







　この『拝啓、姉上さま』は、月刊ドラゴンマガジン誌上の、龍りゆう皇おう杯はいという企き画かくから生まれた作品です。そこから誌上での短編連載を経て、めでたく本作の発表と相成りました。

　誌上で応援して下さった読者の皆様には、この場を借りて厚あつく熱く御礼申し上げます。

　また、こんな私をここまで延えん々えんと引っ張ってきて下さった、担当のＩさんにも。

　更に、可か憐れんなメティアや可愛かわいらしいセリオスを描いて下さった、神谷順先生にも。

　あと、私の発想の貧ひん相そうさを補おぎなうべく、多数のネタを提てい供きようしてくれた、家族にも。

　それから……折り返しの所に書いてあります、私の前作あるいは前々作をご存知で、それでこの本を手に取って下さったという方。おられますでしょうか？

　万が一おられましたら、私は今すぐ飛んで行って愛と感謝の抱ほう擁ようっ♡　といきたい気持ちです。……が、叶かなわぬ夢なので、ここにて謝しや意いを示させて頂くということで我慢します。

　さすがに、おられないと思いますけどね。なにしろ七年前と八年前のことですし。ふっ。

（気を取り直して）この長編は短編の前日談で、メティアの留りゆう学がく時じ代だいの物語です。留学前と留学後で人間が一変し、セリオスにとって『理想の女性』から『頭ず痛つうの種たね』となってしまったメティア。彼女に、一体何があったのか？　を描いております。

　で。実はこの作品、私自身が一番感情を込めて書けたのは、メティアが遅くまで教室に居い残のこって、延々と課か題だいに取り組んでいるシーンなんです。

　と言いますのも、私はああいう経験が非常に豊ほう富ふなんです。跳とび箱ばこ、逆さか上あがり、縦たて笛ぶえ、単語のテスト……経験のある方もおられると思いますが、あれは辛つらいですよね。本当に。

　でもそれだけに、初めて鉄棒を中心に世界が一回転した時は。初めて音が割れずに一曲吹き終えた時は……嬉うれしいですよね。本当に。

　現役で今、こういう苦労をされている学生の皆さん。苦労してこそ喜びもあるというものです。どうか、挫くじけず頑張って下さい。

　まあ、安心して下さい。下には下がいます。何を隠そうこの私など、小五の時にマラソン大会で男子学年ビリになったという凄まじい記録を持っております。……十一歳の男の子としては、かなりキツいものがありました。

　でもその後、毎日走って走って、真面目に修行を積みました。そして三年後、中二のマラソン大会では、百三十四人中の六十九番まで這はい上あがれたのです。ほぼ、真ん中です。

　あの時は本当に、魂たましいの奥おく底そこから嬉うれしかったです。ようやく人並になれたという程度ですけど、それでも、十四歳の少年としては感かん涙るいものでした。

　落ち込みや劣れつ等とう感かんを弾はじき返す一番の武器は、やっぱり自分の努力と根性。そう思います。




　何だか、随ずい分ぶんと話が飛んでしまいました。

　作品の方に話を戻しますと、この長編は短編とは（そして私の前作・前々作とは）打って変わって重い雰囲気になっております。先の展開もいろいろと考えておりますが、根が重くない私に、果たして描き切れるのか……と不安を感じているのが正直なところです。

　ですがそこは、努力で乗り越えていく所しよ存ぞんです。逆上がりも、跳び箱も、頑張ればできるという保ほ障しようはありませんが、「頑張らなければできない」のも確実ですから。

　とりあえず、とにかく、頑張ります！




　頑張る、といえば外せない話題がありました。短編で書きました、ダイエットについて。

　実はあのエピソードには、私の実体験がいろいろ入ってます。で、現在の私はというとピーク時と比べて十二キロ減を維い持じ。それでやっと、「身長引く１００×０・９」の標準体重ラインぎりぎりなので、これまた威い張ばれるレベルではないのですが。

　でも十二キロ減＆それをずっと維持、というのは結構いい成績だと思いますので、ここに私流ダイエット法を記しておきます。現在奮闘中の方、ご参考までにどうぞ。

①朝・昼は豪快に食べまくる。その罪の意識を武器にして、夕食は一切食べない。就寝時が辛いが、翌朝のドカ食いを夢みて耐える。

②基き礎そ代たい謝しやを高めて太りにくい体を作る為には、食事制限だけではダメ。筋トレも重要。腰痛対策には、柔軟体操とジョギングが効果的。

③贅ぜい肉にくを溶かすにも筋肉を作るにも、栄養が必要だと心得ること。完全断食は絶対不可。

　大体、こんなところです。あと、私の要望としては、女性の皆様方に「細ければそれでいい」とは考えて頂きたくないです。

　例えば、「太もも」が「細もも」となっては、明らかに魅力減というもの。女性の美しさとは、単に肉を落とせばいいなどという浅いものでは……（以下膨ぼう大だいな量につき削除）




　結局また話が逸れてしまった、とか言っている内に紙も尽きてしまいました。

　ご意見ご感想、あるいは効果的なダイエット法などありましたら、編集気付で私宛てにお願いします。

　では、また。


川口　大介　　
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